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    　僕。


    　赤あか神がみ楼ろう樹き。


    　ケモノガリ。


    　獣狩。


    



    　まあ、どれだけ並べ立てても僕は僕でしかないのだけど。問題は、ああいうことを無関心にやり過ごしていくうちに、僕の中身まで変質していく可能性があるということだ。


    　弱者を弄もてあそぶ〝ケモノ〟を狩るために生まれた僕が、必要だからとか仕方なかったとかなんて理由で弱者を見捨ててはならない。


    　それでも、零こぼれる命は出るのだろう。


    　奪う命も出てくるのだろう。


    　僕はいつか、〝何か〟に成り果てるのかもしれない。


    　だから、その結末に至るまでに──全てを狩らなければ。

  



  
    登場人物


    



    赤あか神がみ楼ろう樹き


    殺人ゲームに巻き込まれ、殺人の才能を開花させた少年。


    〝ケモノガリ〟を名乗り、世界放浪中。


    



    シャーリー・ワードワーズ


    バレルガニアのレジスタンス〝ホッドミーミル〟の参謀。黒髪の妖艶美女。


    ジェッド


    〝ホッドミーミル〟の一員。名前の割りには小心者。


    グレタ


    〝ホッドミーミル〟の一員。銀髪の美少女。大統領官邸にメイドとして潜伏中。


    ガートルード・クライン


    〝ホッドミーミル〟のリーダー。


    



    コリキア・リンドマン


    殺人ゲームを愉たのしむ「クラブ」の会員にして、バレルガニアの終身永世大統領。


    ファーレンヴァイダー


    秘密警察ミルスキの長官。娯楽提供者エンターティナー。通称〝舞踏蜘蛛タランチュラ〟。


    アルフレッド・ノーベル


    リンドマンが雇う娯楽提供者エンターティナー。爆弾魔。


    ニコラ・テスラ


    リンドマンが雇う娯楽提供者エンターティナー。電気愛好家。


    



    貴き島しまあやな


    殺人ゲームから生還した赤神の元クラスメイト。


    深み山やま・バトリシア・葉ハ瑠ル


    殺人ゲームから生還した赤神の元クラスメイト。

  



  
     プロローグ　ケモノガリ


    



    　──たとえばそこは、誰も立ち入れない広大な私有林。


    　──たとえばそこは、誰も訪れることなき廃はい墟きよ。


    　──弱者がいる。怯おびえ、弱り、無ぶ様ざまに這はいずり回り、自分の不運を嘆くしかない弱者がいる。


    　──強者がいる。驕おごり、蔑さげすみ、弱者を嘲あざ笑わらう、禍まが々まがしい享楽に溺おぼれた強者がいる。


    　──強者は嘯うそぶく。〝我われ々われには権利がある〟〝彼らを狩猟ハントする権利がある〟


    　──強者は嗤わらう。〝お前たちは我々の餌えさだ〟〝弄もてあそぶのは我々の特権だ〟


    　──弱者は嘆く。〝誰か助けて〟〝死にたくない〟


    　──弱者は叫ぶ。〝どうしてこんなことが許される〟〝どうしてこんな理不尽がある〟


    　──強者は嗤おうとする。肩を叩たたかれる。振り返る。瞬間、恐怖に心臓を握り潰つぶされる。


    　──ソレは告げる。〝ならば私にも権利がある〟


    　──ソレは吼ほえる。〝お前を狩り殺す権利がある〟


    



    　──その場の全てが反転する。


    



    　──強者は弱者へと変へん貌ぼうする。無ぶ様ざまに逃げ回る。追跡される恐怖を人生で初めて味わう。


    　──だが、その恐怖も長くは続かない。やがて体力が尽き、震ふるえながら命いのち乞ごいをする。


    　──金、権力、あらゆるもので媚こびを売る。そうして今まで人を這はいつくばらせてきたのだ。


    　──今まで、それに這いつくばらない人間などいなかった。


    　──だから、侮あなどった。


    　──だから、驕おごった。


    　──だから、這いつくばる者は殺してもいいと思っていた。


    　──けれど。ソレはまるで無関心に彼に近づく。正義なき刃やいばを高々と掲げる。


    　──憎悪すら感じられないほどの恐怖。あらゆる後悔が彼に押し寄せる。


    　──自分をこんなにした金を恨み、権力を恨み、父を恨み、母を恨み、自分をも恨む。


    　──振り下ろされたナイフが、命を断ち切る。


    



    　──一人のケモノが消え、ソレは次なるケモノを求めて立ち去る。


    



    　──彼かの名は〝ケモノガリ〟。あらゆるケモノを狩る怪物である。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　人は人を殺す。どんな平和な世界でも、それは当たり前の真実だ。


    　だが、普通の人間が想像し得る動機は恨みや金銭のようなものだろう。もちろん、人を殺すことそのものに快感を抱いだいてしまった人間もいるだろう。憎悪という感情は誰しもが抱いていて、だから誰しも理解できる。


    　人が人を殺す、という行為そのものはある程度の理解が可能なのだ。


    　けれど、世の中には娯楽のために人を殺す者たちがいる。彼らは権力と暴力、そして財力という分厚い鎧よろいを着込んでおり、それを着込んでいない人間を嬲なぶり殺す。


    　軍人ですら、徹底的な殺人練習トレーニングを行わなければ人を殺せない。しかし彼らは殺せる。何な故ぜなら──見下しているからだ。自分と、自分に並び立つ力を持つ者以外の全てを見下して生きることが許されてきたからだ。


    　横暴な力によって、一方的に人々を蹂じゆう躙りんする者たち。


    　それは〝ケモノ〟と呼ばれるべき存在だ。


    



    　そして、そんな彼らを組織し統括する〝クラブ〟という組織がある。


    　世界に知られることなく、むしろ世界を支配する側である彼らは百年もの間──〝人狩りマンハント〟を楽しんでいた。


    　数か月前、彼らは修学旅行で東欧の小国レントブロア共和国を訪れた学生たちを標的にした。


    　充実した狩りであったはずのそれは、最後の一組に混じっていた少年によって完全に覆くつがえされた。反撃を受けた、殺すはずが殺され続けた。追跡するはずが、追われる羽目になった。


    　その〝狩り〟に参加した会員メンバーも、運営者であった〝ミスター〟と呼ばれる男も、更には彼の部下であった異能の殺さつ戮りく者しやたち〝娯楽提供者エンターテイナー〟も、一人残らず殺された。


    　そして殺した少年──赤あか神がみ楼ろう樹きは、この戦いで自身でも意図的に封じていたもの、異常なまでに突出した才能を覚かく醒せいさせてしまった。


    〝殺しの才能センス・オブ・マーダー〟


    　赤神楼樹は世界中にいるケモノを狩り続ける道を選んだ。無残に殺されたクラスメイトや名も知らぬ人々への鎮魂のため、彼らを一人残らず狩る決意をした。


    　けれどそれは平穏な日常を切り捨てるということであり、幼おさな馴な染じみである貴き島しまあやなをも置き去りにするということだった。


    　彼は生き残った貴島あやなと、その友人である深み山やま・パトリシア・葉ハ瑠ルと別れ─────潜伏した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　貴島あやなは、時折夢を見る。悪夢ではなく、どちらかというと良い夢だ。有り得ない未来、有り得ない日々を送る──起きた後、いつも泣いてしまいたくなるような夢だ。


    　けれど、彼女は決して涙を流さない。


    　涙を流して、それで終わりにしようとする自分を許さない。


    　泣けばそれで、終わってしまう。そしていつか、彼のことは過去のことだと自分の中で勝手に決着をつけてしまう。


    　そればかりは駄目だ。


    　もう彼のことで泣かない、過去なんかにもしてやらない、まして想い出に刻み込むなんてもってのほかだ。


    　赤あか神がみ楼ろう樹きは今も生きている、そして世界のどこかで戦っている。ならば、自分はそれを世界の果てまで追いかけるだけだ。


    　そう決めた。


    　両親にも言えない、目の前の親友だけに囁ささやくことができる夢だった。それも、「こうなったらいいな」程度のものではなく「こうする」という固く揺るぎない意志だった。


    「良くも悪くも、偏執狂パラノイア的な考えよね……それは」口さがない友人、そしてあの〝人狩りマンハント〟の生き残りである深み山やま・パトリシア・葉ハ瑠ルはそう言って肩を竦すくめた。


    　葉瑠が紹介した語学教室の帰り、二人はファストフードで遅めの昼食にありついていた。


    「偏執狂って……ひどくない？」


    　ぶぅ、と頬ほおを膨ふくらませるあやなに葉瑠は肩を竦めて応じる。


    「ストーカーっぽいわ」


    「ひどい」


    　涙目のあやなに笑いつつ、葉瑠はトレイをテーブルに置いた。ポテトに一気にマヨネーズをぶちまける。あやなの顔が（うわあ厭いやなものを見た）とばかりにしかめられるが、葉瑠は構わずポテトを摘つまんで口に入れた。


    「やっぱジャガイモにはマヨネーズよね～」


    「そうかなぁ……」


    　あやなは呟つぶやいて、ウーロン茶をストローで啜すすった。


    



    　結局、自分と楼樹、そして友人である葉瑠が巻き込まれた人生最悪の事件は、単なるバスの（完全なまでに悲劇的な）事故と発表された。人間に狩られたはずの友人たちは、全て事故死と処理された。


    　一時期ワイドショーを騒がせたものの、当事者である二人が一切コメントを発表しなかったことでネタも尽き、世間はすぐに別の話題へと移っていった。


    　遺族の悲しみは、ただならないものであったが───それはもう、〝世間〟にとってはどうでもいいことであった。


    　幾ばくかの時を経て、二人は日常へと復帰した。


    　だがしかし、同じ高校に通い続けるのはさすがに辛つらいものがあり、二人は転校すると共に親から離れて一人暮らしを始めることを提案した。両親からは当然のように反対されたものの、思い出が沢たく山さんありすぎて辛いというあやなの言葉に、土日は必ず戻ってくることと、一人暮らしではなく二人でルームシェアすることを条件に渋々と転校を認めた。


    　同じ高校を選んだ彼女たちはクラスこそ離れたものの、二人の友情は変わることなく続いている。


    　葉ハ瑠ルは少し心配していたが、あやなは持ち前のほんわかした雰囲気で上う手まくクラスに溶け込んでいるらしい。


    　葉瑠自身もまた外そと面づらの良さをフルに発揮し、日常生活を謳おう歌かしていた（その振りをしていた、というのが適切だが）。


    　あやなも葉瑠も、時に自分の置かれている状況が信じられなくなる。


    　あの崩壊した都市で彷徨さまよって、彷徨って──夢を見ているのではないかと。


    　けれど、何もかもが現実として進んでいた。


    　心のどこかを、あの廃はい墟きよの都市に置き去りにしたまま……二人は学校に通ってクラスメイトと笑い合い、ただ淡々と勉強をこなしていた。娯楽をたのしむことはほぼなくなった。何をやっていても楽しめない。一番二人が落ち着くのは、こうして目の前の友人と会話をしているときだった。互いの真実を口に出せる──目の前の友人と。


    



    「でも、ま。いいんじゃない。世界のどこかで戦ってるあの人に、いつか想いが届くかもしれないし。……まあ問題はどうやって追いつくべきか、とか色々あるんだけどね」


    　赤あか神がみ楼ろう樹きはあやなと葉瑠を救い、単身地獄へと飛び込んでいった。その後の行ゆく方えは杳ようとしてしれないが、生きているとあやなは確信している。


    　貴き島しまあやなは、未いまだにあの別れに納得していない。泣いて、泣きじゃくって、ひたすら悲しんだあとも整せい理り整せい頓とんなんて全くつけていない。


    　彼は自分たちを救うために、戦いに飛び込んでいった──そんなことは分かっている。


    　そんなことは明めい瞭りように理解しているのだ。理解して尚なお、彼女は赤神楼樹を追いかける決意を固めている。幼おさな馴な染じみとしてだけではない、恋人としてですらない。それ以上の大切な〝誰か〟として──追いかける意志を固めていた。


    



    　だがしかし。葉瑠の言う通り、追いかけるには問題が山積みだった。


    　どこにいるのかが、まず分からない。恐らく、彼は世界中を飛び回っているはずだ。生きているという確信はあるが、どこでどうやって生きているかまでは、彼の半身とも呼べる存在だった貴島あやなといえども、皆かい目もく見当がつかない。


    　だから、まず準備を整えることが先決だった。


    「英語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、ポルトガル語、スペイン語……ええと、ええと」


    　指折り数えるあやなを見て、葉瑠が取り澄ました笑顔を浮かべて告げる。


    「まあ、そこらへんは学んでおかないとねー。せめて英語だけでも完かん璧ぺきにマスターしないと」


    　葉瑠の言葉の正しさにあやなは重い溜ため息いきをついた。あやなにとって、それはあまりにも高い壁だった。世界を飛び回るということは、それなりの危険と覚悟が必要だということだ。少なくとも、コミュニケーションが通じなければ交渉も何もあったものではない。


    　まず、予測されるあらゆる事態に対応できるだけの能力を持つこと。


    　それが、赤あか神がみ楼ろう樹きを追いかけようとする貴き島しまあやなへ親友である深み山やま葉ハ瑠ルが贈ったアドバイスだった。


    「そりゃ、あやなにとって赤神くんは半身みたいなものだろうけど。私だって、あやなの親友なんだから。それくらいの心配はさせてちょうだい」


    「うん」


    「焦あせらない？」


    　葉瑠の問い掛けに、あやなはふるふると首を横に振った。


    「焦ってもしょうがないし。それに、少しでも前に進めるなら……それでいいの」


    　彼女の答えに、葉瑠は満面の笑みを浮かべて告げた。


    「よし、そういうことなら……この後の護身術は、ちょっとレベル上げていきましょうか」


    「あはははは。て、手加減してね？」


    　あやなの表情が、少し引き攣つった。


    　葉瑠はうふふ、と笑って応じる。


    「駄目よ。頑張りましょうねー」


    



    　世界は、まるで自分たちが知るかつてのような平穏さで動き続けている。けれど、貴島あやなも深山葉瑠も知っていた。


    　世界には、悪意が満ちる場所もある。暴力で弱者の全てを剥はぎ取ろうとする者たちが住む世界がある。赤神楼樹は、そこに佇たたずんでいる。


    　強者を喰くらう更なる強者として。


    「今頃、赤神くんどうしているんだろうね……」


    「ん～…………たぶん、世界のどこかで戦ってるんじゃないかな？」


    　あやなはほんわかとした口く調ちようで、そんな物騒な事実を告げた。


    　確かにそうだろう、と葉瑠も頷うなずく。同じ空の、でも異なる世界で。彼は必死になってかけずり回り、ケモノを狩ろうとしているのだろう。


    「………………………………会いたいなぁ」


    　あやなの悲しそうな呟つぶやきを、葉瑠は親友として聞かなかったことにした。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　僕はただ一人、国境へと至るための山を歩いている。


    　降りしきる雪は、大地のあらゆる部分を灰色に染めていた。白ではなく、灰色だ。空はコールタールのようにどす黒く濁り、見上げれば死の世界への誘惑を際限なく掻かき立てる。


    　空を見て、手を突き出せばそのまま黒こく泥でいに体が沈み込む──そんな幻想を抱いだく。


    　冷気が肌を貫く苦痛に、顔をしかめる。僕はストーブに当たる自分を夢想して、その冷たさを頭から追い出す。辛つらく、そして痛いけれど死ぬほどではない。


    　僕は視線を上げて、あと一息だと自分を叱しつ咤たする。そうして、また一歩を踏み出す。ざくりと固まりかけた雪が壊れる音がする。


    　今の僕の周りにあるものは、不気味にそびえ立つ森林とその中央を分かつアスファルトの道路だけだ。


    　ざくり、ざくり、ざくり。


    　数歩行ったところで、後ろを振り返る。ようやく、登り切れるという実感が湧わいた。


    　僕はナップザックから小型の懐中電灯を取り出して、リストをもう一度確認する。


    



    　ジャノス・イシュトヴァーン。


    　レイオルス・ファフナー。


    　エリザベス・シュトレイン。


    　アルベルト・ストラトス。


    　ヨハン・フィードワイズ。


    　ゼイリヴ・カーペンターズ。


    　ゲオルグ・コンスタンティン。


    　アメリア・ローン。


    　ガブリエル・ケメルマン。


    　アレクサンドル・ロシュトルクヴィッチ。


    　ルイ・キャッスル。


    



    　以上十一名、いずれも僕が〝狩った〟ケモノたちだった。


    　余りにも容易たやすい行為だった。彼らの元へ向かい〝クラブ〟と囁ささやく。困惑するより先に、彼らは驚きよう愕がくと恐怖で顔を引き攣つらせる。有罪と認定し、首を狩る。


    　そして、十二人目。


    「…………問題は、次か」


    　僕はリストの名前を見て、思わずそう呟つぶやいて顔をしかめた。


    　リストに刻まれた名前は、コリキア・リンドマン。これまでの連中は皆、権力者で有り余るほどの金を持っていたが、所しよ詮せんはただの富豪だった。


    　土地を持っていたし、屈強なボディガードも配備していたが──ただの、富豪だった。


    　しかし、彼は例外的で、特筆すべき存在だった。


    　北欧の小国バレルガニアの将軍だった彼は数年前に軍事クーデターを成功させ、一年経たぬうちに終身永世大統領に就任。終身永世、つまりどんな不祥事を起こそうとも彼は永遠に大統領というわけだ。


    　そんな彼を表わすもっとも良い言葉が、日本には存在する。


    　彼は独裁者だ。つまり、僕は──今から、一国を相手に戦いを挑まねばならない。


    



    　──僕の名前は、赤あか神がみ楼ろう樹き。つい数か月前まで、紛まぎれもなく平凡な日本の男子高校生だった僕は、馬鹿げた殺人ゲームに巻き込まれてしまった。友人は死に、先生も死に、それでも僕は生き残った。


    　そうして、僕は僕が生きた日常に別れを告げた。彼らによって殺された人間たちの無念を晴らすため、愛した少女の日常を護まもるため、そして彼らに〝狩り〟の代償を支払わせるために。


    



    　僕は、ケモノガリだ。


    



    　僕たちが修学旅行で訪れたあのレントブロア共和国と時を同じくして、バレルガニアは民主主義の階段を上ろうとしていた。冷戦が終結し、世界大戦への脅威は薄れた。自分たちの国家を常に脅おびやかしていた大国は倒壊しつつあった。


    　あらゆる妨害を、バレルガニアは慎重に慎重を重ねて潜くぐり抜けた。資源を狙ねらう資本国家、未いまだ覇権を諦あきらめない大国のエゴを打ち砕き、受け流し、そして最後に認めさせた。


    　大国の狭はざ間まで生き延びるための強したたかさ──バレルガニアには、確かにそれがあった。優秀かつ愛国心に満ち溢あふれた政治家や官僚がいた。素朴で、勤労と平和を幸福とする真ま面じ目めな国民たちがいた。


    　だから、民主化に成功し──。


    　なのに、軍事クーデターなんて内側からの暴力に屈してしまった、らしい。らしいというのは、僕は所詮インターネットで調べた程度の知識しか持ち合わせていないからだ。それで何もかも知った気分になるのは危険すぎるだろうと思う。


    　実際には、汚職がはびこっていたのかもしれない。実際には、軍人は国を憂うれいて行動したのかもしれない。今の自分が確実だと言えることはただ一つ。


    　僕は〝ミルスキ〟と呼称される秘密警察があちこちで目を光らせている国に単身潜入し、独裁者の首に刃やいばを突き立てなければならないのだ。


    　深呼吸し、己の役割を再確認する。


    　僕はケモノガリであり、彼の名前はケモノたちのリストに記されているのだから。たとえ相手が誰であろうと、僕は僕の役割を果たすだけだ。


    「とはいえ……」


    　さて、どうしたものか。国境付近の森に隠れ、寒さも忘れてじっとフェンスを見つめていた。さすがに独裁者の国家だけあって、警備は厳重極まりない。


    　見張り台、サーチライト、機関銃。監視カメラは──ちぇ、やっぱりあるか。僕はカメラに気付かれないよう、するすると森の奥へと引っ込んだ。


    　頭ヘツドを狩る以上、毛先ほどの油断も僕には許されない。姿形が晒さらされることなど、断じてあってはならないのだ。


    　僕はしばし、国境の検問を遠くから観察し続けた。一日待って分かったことは、検問はなんとも退屈な任務であるということだ。車の通過はたったの一度。国内から国外へ、黒塗りのベンツが通過しただけだ。


    　僕はいくつか案を練った。カメラの死角を探し出し、壁を上う手まく登る。これが一番妥当な手段なように思えるが、多少危険性が存在することも事実だ。強行突破も考えたが、あまりにリスクが大きすぎる。僕にも、そして何も知らずに任務に就ついている彼らにもだ。


    　今いま更さら、手を汚よごすことを躊躇ためらいはしないが──せめて、自分の価値観で殺す人間と殺さない人間は決めておきたい。たとえそれが、エゴと呼ばれるものであろうとも……自分で決めておきたい。


    　ともかく、強行突破は却下だ。となるとやはり侵入だが……と、そこまで考えたところでふと名案が浮かんだ。監視カメラにも、見張り役の兵士たちにも（上う手まくいけばだが）見つからない手が。


    



    　僕はチャンスを掴つかむため、数日間は国境から少し離れた森の中で過ごすことにした。といってもいつになるかは分からない。あのベンツが戻ってくるか、もしくは検問へ真っ直すぐ向かう車が来るまでただひたすら待つだけだ。


    



    　全身にしっかりと布を巻き付け、座ったまま瞼まぶたを閉じる。


    　ここ最近、眠っているときと起きているときの感覚が曖あい昧まいになっている。眠っているはずなのに、意識はどこか鮮明な部分を残していて、聴覚と触覚も鋭敏なままだ。


    　何かが近づいてきても、すぐに分かるように──僕の体はそうしているらしい。便利になったものだなぁと割り切りたいが、自分が変わることへの怯おびえもあった。


    



    　そうして、しばらくの間──ただ、じっと座っていた。何も感じず、何も考えず、置物になったような気分だった。僕のすぐ近くをリスたちが走り抜けていった。一匹すら、僕の存在に、気付きもしなかった。


    



    　待つ、ただひたすら待つ。


    　辛つらいとは思わない、苦しいなどと感じない、不安や焦しよう燥そうもない。そういう不必要な感情は、現在完かん璧ぺきなまでに凍結している。今の自分に必要なのは、「機」を逃のがさない判断力だけ。


    



    　そうして夜が明け、ゆっくりと薄白い光が森の中へと差し込み始めた頃。


    「ろうきくん」


    　心がたちまち揺れ動いた。目を見開き、隣に座っている少女を見つめる。


    「──────────────ああ」と僕は呟つぶやいて、溜ため息いきを一つ吐つく。


    　あやなが、そこにいた。幻と分かっている、僕の過去の記憶が掘り起こされ、視覚に誤情報として紛れ込んだものだなんて分かっているんだ。分かっているのに、僕は微ほほ笑えむ。


    「おはよう」


    「おはよう、楼ろう樹きくん」


    　声も、あやなのそれだ。幻はすぐに消失し、後には僕だけが残される。こういう風に、あやなは不意に僕の前に現れる。そうして、過去の情景を再現する。
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    　ただそれだけで、僕はたまらなく人間に戻った気分になる。かつての、何のとりえもなかった平凡で、そして温かな学生生活を思い出してしまう。


    　その道もあった、その選択もあったはずだ。追跡の恐怖に怯おびえることはあったとしても、彼女と二人ならば、そんな恐怖すらも分かち合えて──幸せに暮らせたはずだ。


    　僕はそれを拒絶した。拒絶してしまったのだ。なのに彼女は、僕を弾だん劾がいしない。僕を怒らない、僕に向かって涙を見せることもない。ただ微ほほ笑えみかける。生きるための勇気を、闘志を与えてくれる。その幻が身勝手なものとはよく分かっていたけれど。


    



    　あやなは僕の半身のように生きていて、僕はあやなの半身のように生きていた。身を引き裂かれるような辛つらさのお陰で、どんな拷ごう問もんにも耐え得る自信はある。彼女との別れ以上に辛いものが、世界にいくつあるんだ？


    



    　夢、未練、幻、過去の残ざん滓し──それでも、彼女はそこにいてくれる。現実のあやなもまた、違う場所で、違う人生を歩んでいる。だから、僕はそれでいい。


    　それでいいと、割り切らなければならない。

  



  
     第一章　ホッドミーミル


    



    　二日後。林道を走る例のベンツの姿を捉とらえた僕は、極力中身を減らしたバックパックを背負い、予あらかじめ決めていた地点へと向かった。国境に辿たどり着くまで、この周辺には何もない。だから、例のベンツが停とまることはない。そうかといって、ククリナイフをちらつかせて車両を強奪できるはずもない。できたとして、僕が運転などしていたら国境で怪しまれるに決まっている……そして、僕は車両を運転できない。学ぶべきだとは思っているのだが。


    　ともかく僕は、走っている車両に誰にも気付かれることなく乗り込まなくてはならない。


    　そのために必要なものは、大きく減速しなければならない曲がりくねった山道だ。僕は傍かたわらの茂みに隠れる。視界は劣悪──細かな雪がちらほらと降り始めている。運転手からすれば、スリップしやしないか、気が気ではないだろう。


    　カーブに差し掛かるにつれて、減速していく。僕はタイミングを計る。まかり間違って滑ってしまえば、タイヤに押し潰つぶされることもあるだろう。


    　ビクリと車体が震ふるえ、狙い通りに速度が落ちた。僕は這はいつくばったまま走り出し、リアバンパーを片手で掴つかんだ。


    　一瞬、つるりと滑ってひやっとしたが、そのときにはもう片方の手がしっかりと掴んでいた。僕は車両の下部へ潜り込んだ。体が擦こすれないように、しっかりとひっつく。


    　僕に気付かぬまま、車両はそのまま走り続けた。しばらく待っていると、きゅっと停止した。兵士たちの恐縮するような声、車両は詳しく調べられることもなく、無事に国境を通過した。


    



    　潜入成功。僕は独裁者ケモノが支配する国──バレルガニアに辿たどり着いたのだ。


    　車両が停止、ドアが開く音、顔を横に向けると運転手と主あるじの踵かかとが見えた。主を屋敷へと見送ったあと、運転手が車を別棟のガレージへ移動させた。


    



    　運転手がガレージを閉じ、あとには僕だけが残された。車両の下から這はい出た僕は、すぐに行動を開始した。周囲に人の気配はないが、時刻がまだ夕方であることを考えるにまだここから抜け出るのは賢明といえないだろう。


    　食料があれば助かるところだけど、騒ぎになるのも面倒だ。幸い、バックパックに少し干し肉が残っている。それを食って空腹を紛まぎらわせよう。


    　さて、あとは王の首を獲とるだけ。迅速に、冷酷に、できれば誰にも気付かれないように。


    　そんなことを考えていた僕の耳に、やたらと乱暴な音が響いた。


    「え……!?」


    　続いて誰かの悲鳴。何だ、何が起こった？　僕がここにいるのがバレたのか？


    　いや、そんなはずは────────バラララララッ！


    　僕の思考を遮さえぎるような、甲高い銃声。迷いは一瞬で消えた、僕は何が起こったのかを調べるために、車庫内部のドアから屋敷へと侵入した。


    



    　広いとは言い難がたいホールに、人間がばたばたと倒れていた。台所に繋つながる廊ろう下かにも一人、白い服の人間が倒れている。酸さん鼻び極まる状況──死体、死体、死体。死体の山だ。


    　死体は老人と老婆、そして中年の男。中年の男の踵かかとに見覚えがある、運転手か。老人と老婆は、その服装から判断するに使用人だろうか。どうやら、壁に並べられて、一斉射撃を喰くらったらしい。


    「……」


    　脳に、あの日の光景がまじまじと蘇よみがえる。絶望に溺でき死ししたような表情。泣きすぎて、笑顔すら思い出せなくなったクラスメイトたち。


    　かぶりを振って、現実の認識を行う。一階には死体しかない、ホール右側に二階へと至るための階段がある。階段に敷かれた絨じゆう毯たんにわずかな凹へこみ──足跡だ、質の良い絨毯だからすぐにこの凹みも消えてしまうのだろう。言い換えれば、この足跡はつい先ほどついたばかりというわけだ。


    



    　僕は臨戦態勢に入った。ククリナイフを引き抜き、身軽になるためにバックパックをホールの片隅に放り投げた。


    「ああ、駄目だ、駄目！　この絨じゆう毯たんは高く売れる。台所で殺やれ」


    　そんな指示を下す声が、二階から聞こえた。同時に少女の甲高い、パニックに陥おちいった悲鳴。迷わずそちらへ向かって走り出す。身を屈かがめ、そっと二階廊ろう下かの様子を窺うかがう。男二人が、ニヤニヤ笑いながら少女の髪を掴つかんで引きずり回していた。


    　笑い。


    　僕にとって、他人の笑いは重要だ。特に、それがどんな状況下での笑顔なのか。それを見極めることが、重要なのだ。〝ケモノ〟たちの笑顔は、本当に分かりやすい。圧倒的な弱者の絶望を感じ取り、悦えつに入いる悪魔のような笑顔。


    　弱者を踏みにじる快感、絶望させる喜び、相手の心を殺す悦楽。それは無上の快感なのだろう。


    　そうして、廊下にいた二人は──そういう笑顔を浮かべていた。加えて、彼らの服も問題だった。制服だ。おまけに、制服に縫い付けられたワッペンには〝秘密警察ミルスキ〟とある。僕はすぐに、昔見たナチスドイツのドキュメンタリーを思い出した。


    　笑っていた二人が、ピタリと動きを止めた。僕は既に階段を昇りきっている。彼らが思考の混乱から立ち直ったときには、僕は既に彼らの目の前まで来ていた。


    「……っ！」


    　バレルガニア語で何か叫んだらしく、少女の髪の毛から手を離してホルスターに手を伸ばした。だが、彼らが行動できたのはそこまで。ククリナイフの一振りが二人の頸けい動どう脈みやくを同時に掻かき切っていた。


    「何だ……!?」


    　叫びを聞きつけたのだろう、部屋から別の男が拳銃を構えて飛び出してきた。僕は迷わず、彼に向かって手にしていたククリナイフを投とう擲てきする。運悪くこちらへ振り向いた男は、胸板にナイフが突き刺さる羽目になった。


    　走りながら、背中の短弓と矢を構える。さすがにここまで異常が連発すれば、部屋の中にいる〝誰か〟も警戒するだろう。僕はちらりと廊下で蹲うずくまる少女を見た。彼女は呆ぼう然ぜんと、でき上がったばかりの死体を見つめている。そりゃ、自分を引きずり回していた二人が突然血を噴出して倒れたら、呆然としたくもなるだろうな。


    　扉とびらのそば、先ほど僕が生み出した死体の前に辿たどり着いた。扉の隙すき間まから見える部屋の中は暗いが、人の気配は確実にした。


    　わずかに逡しゆん巡じゆんしたものの、僕は踏ん切りをつけてひと思いにドアを開いた。途端、銃火が暗くら闇やみに輝き、轟ごう音おんが炸さく裂れつした。


    「キャアアアアアアアアアアアアッ！」負けず劣らずといった少女の絶叫。


    　銃弾は立て続けに三発放たれ、僕の頬ほおにわずかな火傷やけどを作った。銃火、足音の反響、荒い呼吸音から判断して、僕はその暗闇に向かって矢を放つ。


    「えぐっ」奇妙で滑こつ稽けいな悲鳴とともに、何者かがばたりと倒れる音。人の気配が消失し、僕は立ち上がって先ほどの死体からククリナイフを引き抜いた。


    　手て探さぐりで電灯の明かりをつけると、僕の放った矢は狙ねらい違たがわず制服男の顔面を貫いていた。　部屋の様子を見るに、この屋敷の主あるじを男たちが襲撃。問答無用で彼を射殺。口封じのためなのか、もしくは別の何かが原因なのか、使用人も全員殺害することにしたようだった。


    　主の表情は恐怖、怯おびえ、混乱。憎悪を抱いだくより先に、死が訪れたらしい。何もかもが予想外だった、というところだろうか。


    　さて、男たちの正体は……これは……たぶん……やはり……。


    　僕がそんな風に三人の死体を見つめて考え込んでいると、突然爆発音が鳴り響いた。


    （玄関から……！）


    　マズい、新手だろうか。ともかく、あの少女を隠れさせないと……！　慌あわてて部屋を飛び出し、少女を捜すが姿が見当たらない。もしかすると一階に向かったか？　最悪、外に逃げたという可能性も……！


    　どうする？　相手取っていいものか？　だがあの少女が捕らえられていたらマズいことになる。この惨状を作り出した犯人を、彼女は見ていないのだからどんなに尋じん問もんを受けても、僕を語れない。


    　問答無用で民間人を射殺し、笑いながら彼女を殺そうとした連中に慈悲が通じるか？


    　……否いなだ。通じるはずがない。となればどうする？


    



    　──全滅させるしかない。新たな敵を、一人残らず。


    



    　僕はそう決意して、弓を手に握った。


    　だがしかし。


    「どうした、何があったんだ!?」男たちの声。複数だが具体的な数までは不明。


    　体を屈かがめながら部屋を出て、僕は手すりの間からそっと階下を覗のぞき込んだ。


    「……っ！」


    　甲高い悲鳴とともに、先ほど助けた使用人の少女が二階──つまり、僕がいる方向を指差していた。男たちが、一斉に僕の方へと視線を向ける。僕は即座に首を引っ込めたが、彼らは〝何者か〟がいることは分かったらしい。


    　どかどかと足音も荒く、階段を侵入者たちが駆け上ってくる。


    「フレッドマンさん！　〝ホッドミーミル〟の者です、ご無事ですか!?」


    　ホッド…………ミーミル？


    「……！」


    　僕は踵きびすを返して部屋へと戻った。インターネットと本でバレルガニアに関する知識は一通り持っている。恐らくだが、僕が殺したのはコリキア・リンドマンを護まもる秘密警察〝ミルスキ〟の構成員だろう。制服のワッペンを見るに、まず間違いない。


    　そして。〝ホッドミーミル〟を名乗るのはリンドマンに対抗する地下組織レジスタンス。リンドマンの視点から見ればテロリスト、というわけだ。


    　彼らが攻撃を仕掛けてきた場合、果たして僕は抵抗していいものか？


    「……僕が殺していい道理はないな」


    　道理。道理こそ、僕が外そと見みを人間として保つための術だ。ある程度の規範を持っていなければ、即座に僕は失しつ墜ついする。


    　ひとまず、逃げるしかないという結論を下した。


    　では、どこから逃げるべきか？　玄関から無傷なまま逃げるというのは難しいだろう。というより、既に階段を下りることそのものが不可能だ。階段を下りるということは、彼らと鉢合わせすることになるのだから。


    　となれば──。


    　僕は例の死体がゴロゴロしている部屋に戻り、窓を開いた。たちまち、冷気を伴った風が僕の顔を強く叩たたく。


    　窓の下の裏庭はひっそりとしていて、人の気配はない。


    　僕は迷わず、窓枠に足をかけて二階から飛び降りた。


    　着地と同時に足を曲げて転がり、衝撃を和やわらげる。


    　足は…………大丈夫だ。僕は立ち上がって、歩き出し──歩き出そうとして、ピタリと足を止めた。


    「大胆な逃げ方ねぇ」


    　ねっとりとした口く調ちようの言葉が僕を絡からめ取った。慌あわてて振り向くと、額ひたいに拳銃が突きつけられた。声音でまさかとは思ったが、こちらに拳銃を向けているのは、やはり女性だった。


    　黒髪の美人だったが、見み惚とれるより先に僕の中の〝何か〟が強烈な警戒信号を喚わめき散らしだした。


    



    　──彼女に関わってはならない。


    　──彼女に近付いてはならない。


    　喩たとえるなら、〝大蛇〟だ。その胴体をぐるりと巻き付けて押し潰つぶすとか。そういう類たぐいの生き物。


    　こちらに向かって銃を突きつけられているにもかかわらず、その銃よりも笑っている彼女の方が怖いなんて、早々ある現象ではない。


    



    　……マズいな。


    　僕は膝ひざにばねを溜ため、跳躍する準備を整えたがその瞬間、彼女の握る拳銃がわずかに動いた。


    　不敵な笑み──勘付かれたらしい、僕が前に踏み込もうが背後に跳ぼうが、あるいは横の壁によじ登ろうとしようが、どんな動きにも対応するつもりのようだ。


    　そうかといって、時間をかけてじっくりと考えるわけにもいかない。窓から飛び降りたことがわかってしまうのも、もう間もなくだ。


    　猶ゆう予よはあと数秒。数秒のうちに、選択肢を一つ選ばねばならない。相手を迅速に無力化させるか、逃げるか、説得するか、それとも……。


    「降伏する？」何もかもお見通し、というような彼女の笑顔に僕は無言でククリナイフを捨て────。


    「う、う、う、動くンじゃねェッ！」


    　背後で、何者かが僕の頭に銃を突きつけていた。


    　しまった、考え込みすぎていた。思考に溺おぼれてしまった。こんな背後に立たれるなんて、ロビン・フッドとの戦いを除のぞけば過去一度もなかった。しかし相手の声は焦あせりと恐怖が混在している。ならば落ち着いて腕を上げるか？


    　────あれ？


    「お」


    　いけない。体が勝手に動く。しまった、おい、どうしよう。自動的に僕の体が動く。ぐるりと回転、背後にいた男が驚きよう愕がくする。そりゃそうだろう。左腕を掴つかむ、足を絡からませる、押し倒す、肩の関節を外はず──。


    　ドン、と耳元を銃弾が掠かすめた。同時に僕の動きが停止する。


    「そこまで」


    　女性がにっこり笑った。至近距離で拳銃を突きつけられている。銃ひき爪がねには指がかかっている、なのに……まったく体が反応しない。


    「それ以上抵抗したら、おしおきね？」


    「……」


    　じっと睨にらむが、彼女は全く意に介さない。


    「あいでででででっ！　肩、肩が抜けちまうよ！　おい、コラ。てめぇ、このガキ！」


    「あ、ああ……」僕は慌あわてて押し倒した男の肩から腕を外し、起き上がった。ついでに、手を後頭部で組んだ。


    「跪ひざまずいた方がいいかな？」僕の問い掛けに、女性はにっこり笑って言った。


    「お好きなように」撃ち殺されないことを祈りつつ、僕は跪ひざまいた。


    　男が起き上がり、恨めしそうな目で僕を見つめている。


    「な、なあシャーリー。その、コイツが…………そうなのか？」


    　僕がどうだというのだろう。問い掛けられたシャーリーという女性は、さあねとばかりに肩を竦すくめる。


    「さてさて。あれやこれやのお話はおうちに連れて帰ってからにしましょうか──」


    　彼女はそう言ってニッコリ笑いながら後ろへ回り、僕を立ち上がらせた。


    　判断を誤った。


    　あの使用人の少女を救うべきではなかったかもしれない。


    　けれど、彼女を救わなければ──きっと僕は、単なる悪あつ鬼き羅ら刹せつの類たぐいと化していただろう。


    



    　僕はそのまま、先ほどの男に手錠をかけられて引っ張られていった。ぐるりと屋敷を迂う回かいして車に乗せられ、左右に先ほどのシャーリーとかいう女性と男が座った。どちらも油断なく僕に目を光らせている。シャーリーはにっこり微ほほ笑えんでいて、男の方は怯おびえているようだった。


    　男の反応はよく分かるけれど、シャーリーの方は分からない。


    　僕が不思議そうな表情を浮かべていたせいか、彼女の笑みはますます深くなった。


    「ジェット」


    「あ、ああ」


    「目」彼女はそう言いつつ、僕の瞼まぶたをとんとんと指で突っついた。


    　ジェットと呼ばれた男は、ポケットから黒い布を取り出すと僕にばっさりと被かぶせた。


    「どこに行くのか、教えてもらえないか？」


    　僕は英語で話しかけた。


    　とりあえず、彼らにあわせてこの国の言語で喋しやべるにはあまり自信がない。第二公用語として英語を採用しているから、問題はないはずだ。


    「うるさい、黙ってやがれ。このクソガキ」ジェットが威い嚇かくするように答えた。まあまあ、とシャーリーが彼を宥なだめ、僕に囁ささやいた。


    「あたしたちのアジト。一応言っておくけど、道順を覚えようとしないでね？」


    　僕はまったくもって模範的な態度を取ることに決めた。彼らが本当にレジスタンスであるならば、僕は彼らに対して友好的に振る舞うべきだろう。


    　少し無理があるようだが、協力はできるはずだ。とにかく、僕はこの国に関するあらゆることを知らなすぎる。知らなければ、〝王〟の首を刎はねるどころか近づくことすらも無理だろう。


    　やれやれ、と溜ため息いきをつく。溜息をつくと、訳の分からない疲労感がずっしりと両肩にのしかかった。車は低速でゆっくり走っている、左折二回、右折一回、一時停止することはなかった。信号無視でもしているのだろうか、あるいは信号がそもそもないのか。


    　ジェットと運転手はムッツリ何も喋しやべらない。時折、銃口が僕の脇を突っついた。安全装置をかけているんだろうが、気分がいいものではない。


    「で、名前は？」


    「………………ええと」


    　さて、まさか本名を答えるわけにもいかないだろう。ちなみに僕の名前は、インターネットで検索するとしっかりヒットしてしまう。例の〝悲劇的、最悪の事故〟の犠牲者リストに、名前が掲載されているのだ。


    



    　赤あか神がみ楼ろう樹き の検索結果 約 1,170 件中 1 - 10 件目（0.39 秒）


    



    　悲劇的な事故の犠牲者──生存者はたまたま難を逃のがれた二名だけ──崖がけからバスが落下──全員即死──遺体の返還を求めて遺族が抗議──のらりくらりと先延ばしにされ──外交問題──その他色々。


    　まあ、事件そのものの名前は大きい（海外のサイトでも紹介されたほどだから）けれど、僕個人の名前は単なる〝犠牲者〟に過ぎない。僕のプロフィールも顔写真も一切ない。ネットの世界では名なし同然だ。


    　僕が名乗らずにいると、彼女はくっくっと笑った。


    「ま、本格的な尋じん問もんは帰ってからということで」


    　そう言いつつも、シャーリーは終始和なごやかな態度で僕に積極的に話しかけてきた。僕も自分のプロフィールに関すること以外は、極力応じた。


    　彼女との会話は、地雷原を一歩一歩注意深く歩かなければならないような危あやうさがあった。


    「ほい、到着」


    　僕はシャーリーに引っ張られて、車から降ろされる。車の中の暖かさがちょっとだけ惜しい気もした。外に出ると、即座に身を切るような冷気が襲いかかってくる。


    「そら、歩け！　歩け！」ジェットに背中を突つかれつつ、僕は歩き出した。どうやら周囲をシャーリーとジェットの仲間たちに取り囲まれているらしい。


    　全員が、僕に敵意を抱いだいている……。まあ、無理もないか。部外者だから、ひとまず敵。ミルスキか、あるいは密告者か。どちらにせよ、僕の立場は極めてあやふやだ。あの使用人の女の子が擁よう護ごしてくれるだろうか？


    　……うーん、せめて「大丈夫か、助けに来たぞ！」の一言でもかけるべきだったか。


    　僕が思い悩んでいるうちに、鋼鉄製の扉とびらが開く音がした。進まされ……閉じられ、鍵をかけられる。鍵をかけた回数は三回。僕の後に続いて入ったのは三人、最後の一人はたぶんジェット。カチャリという聞き慣れた金属音は、彼が僕のククリナイフを持っているということだろう。無言で歩き続けると、唐突にシャーリーが立ち止まった。僕も合わせて足を止める。


    「あら。すっかり忘れてたわ」


    　彼女はそう言って、くるりと振り返ると僕の顔を覆おおっていた布を取り外した。薄明るい、無数の蝋ろう燭そくの灯あかりがぼんやりと揺れているので広さは分かった。相当に広い廊ろう下かだ。絵が額縁に入れられ、ちらほらと飾られている。美術館か何かだろうか？


    「この先の警備室よ、ついてきてちょうだいな」


    　彼女の顔は影に覆われていたが、笑っていることだけは分かった。


    　僕はそのまましばらく歩かされ、警備室に辿たどり着いた。シンプルな机とパイプ椅い子すが二脚。そして、強烈な光を放つ電気スタンド。それ以外には何もない。警備室というのは名ばかりで、実際には尋じん問もん部屋というわけか。


    　後ろの扉とびらが閉められ、シャーリーがどっかと向かい側に腰を下ろした。扉の脇にジェットと名前も知らない男が古くさいカービン銃を握りしめて立っている。


    「さ、座って座って」


    　シャーリーはニコニコと柔和な表情のまま、僕に話しかける。本来なら、心こころ和なごませる表情のはずなのに先ほどから彼女の笑顔はどうにも心にこびりつくような恐怖があった。


    　僕はとにかく腰を下ろした。


    「もう一度聞くけど、名前は明かせないのね？」


    「悪いけど、名前は明かせない」
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    「そう」彼女は笑顔のまま、突然机に拳こぶしを叩たたきつけた。ガン、という物もの凄すごい音が部屋中に響いた。背後の二人だけがビクリと震ふるえた。


    　あら、という表情で彼女は叩きつけた拳をぶんぶんと振った。


    　彼女はうーんと考え込んで、再び笑顔に戻ると言った。


    「じゃ、しょうがないや。ええと、あの屋敷で何が起こったのか教えてくれる？」


    　これは当然、明かしてもいい情報だ。僕は、あの屋敷へ辿たどり着くまでの経緯と、それから何が起こったかを喋しやべった。


    　初しよっ端ぱなの「カーブに差し掛かった車の下に滑り込んで、国境へ侵入した」という話に、背後の二人が馬鹿馬鹿しいというように笑った。


    　シャーリーは──それを聞いたとき、笑顔が一瞬消えた。それから、ミルスキがやってきて問答無用で屋敷の人間たちを撃ち殺したことと、最後にメイドを殺そうとして、僕に殺されたことを話した。


    「ふぅん。ミルスキのことを知っているのね。じゃあ、私たちが〝誰〟なのかもご存じ？」


    「ホッドミーミル…………合ってるかな？」


    「ええ、そうよ。あなたは敵？　それとも味方？」


    　正直に告げればたぶん味方。


    　でも、正直に告げたところで信じてくれるわけもない。


    「敵ではない。……味方になれるかどうかは分からない。ただ、あなたがたと僕の目的はかなりの部分で一致している」


    　そう告げたとき、僕への視線が強くなったようにも感じられた。内臓をまさぐられるような、どうにもならない不快感があった。


    「あーっと……このリストは？　なんか、ぱらぱらと捲めくった感じ、名前がズラッと載ってるだけみたいだけど」


    　……うわ、マズいものを取り出された。僕はひたすら沈黙することで、この場を逃のがれようとする。したいところだけど、やっぱり無理だろうか。


    「嘘うそをつかないで。────────殺すわよ」


    　完かん璧ぺきなまでの殺意に満ちた言葉。


    　ドクン、と心臓が高鳴った瞬間、僕はほとんど反射的に背後へ体を引いていた。両足を椅い子すの座面に置いて、一気に机を跳躍。猛然とシャーリーに襲いかかった。


    「……ッ！」彼女の反応も芸術的に迅速だった。ホルスターからコンマ数秒で自動拳銃オートマテイツクを取り出し、僕に狙ねらいを定めた。僕は思い切り腕を伸ばし、素早くその銃口を逆に向けた。


    　腰に吊つるしていたコンバットナイフをシャーリーが引き抜く、僕はもう片方の手を伸ばしてそれを奪おうとする。このときになって、ようやく扉とびらの傍そばにいた二人が騒ぎ始めた。彼女が僕の股こ間かん目がけて蹴けりを放つ──膝ひざを当てて防ぐ。もつれ合って床に転がり、互いに動きを停止する。


    　僕はシャーリーの持っていたナイフを奪い取り、首筋に突きつけていた。


    　彼女は自動拳銃の銃爪ひきがねを引く寸前だった。


    「ふざけやがって……！」


    　ジェットたちがカービン銃で僕に狙いを定め────。


    「動くなァッ！」シャーリーの絶叫。男たちが戸惑うように、銃口の狙いを僕に定めたままシャーリーを見た。


    　彼女は僕に悪びれなく囁ささやいた。


    「ごめん。私が悪かった」その言葉に、男たちがますます戸惑った。


    「銃を下ろしなさい、二人とも。大丈夫、ちょっとしたトラブル、ちょっとしたトラブルよ。何でもない」


    　そう言いつつ、拳銃を僕のこめかみからズラした。その行為に、僕も警戒を解といた。手の力を緩めて、ナイフを押し当てるのをやめた。


    　男二人は戸惑いつつも、僕の両腕を掴つかんだ。けれど、シャーリーは手を振ってそれを解くように命じた。


    「だけどよ……」ジェットの抗議を、一いち瞥べつで黙らせると、彼女は再び椅い子すに座るように言った。


    　僕はおとなしくそれに従い、申し訳ないと言った。シャーリーは笑って言う。


    「なるほどねぇ……納得いった。そりゃ君ならば殺せるわ」


    　どうやら、僕の力を試したらしい。もし先ほどのミルスキを殺したのが僕だ、という言葉が虚言だった場合──彼女は間違いなく、笑い目のままナイフを喉のど元もとに突き立てたに違いない。


    　……狩りの対象でもない女性に、ここまで警戒心を抱いだくのは初めてだった。


    　彼女の笑みが全て消えて、僕に最後の問い掛けを発した。


    「──さて、最後に聞くわ。あなたの目的は？」


    　もう隠し立てする必要もないし、意味もない。むしろ、ここからは彼らの協力を必要とする。


    　僕は告げた。僕の本当の目的を。


    



    「コリキア・リンドマンの首」


    



    　僕の言葉に、シャーリーたちが息を呑のんだ。


    



    「ここにいろ！」


    　ガシャン！　…………というわけで、警備室に閉じ込められた。電気スタンドと椅子は部屋の外に持って行かれてしまった。脱出にでも使うと思われたのだろう。その気はないので、問題はないのだが。


    



    　さて……。


    　冷えた部屋で、ぼんやりと僕は立ち尽くす。彼らは僕に力を貸してくれるだろうか？　いや、貸してくれなくてもいい。せめて、大統領官邸の場所さえ教えてくれればいいのだが。


    　忍び込み、問答無用で迅速に仕留める。もし存在するならば〝娯楽提供者エンターテイナー〟も合わせて始末したいところだ。


    　問題は、兵士たち。もちろん、この独裁国家の兵士たちだ。善人であるはずがない……大部分は。でも、悪人ばかりではないだろう。圧政に苦しみながら、反乱する機会を窺うかがっている兵士がいるかもしれない。


    　でも、僕には彼らの区別がつかない。区別がつかないから──殺すしかない。


    



    　僕はこれまでも、ケモノを護まもるボディガードを幾人も殺した。


    　彼らにだって家族がいただろう、父、母、妻、子供……そういう大切な存在がいただろう。ゲームのように殺されるために存在するキャラクターなどでは断じてない、生きた人間たちを、僕はこの手で葬ほうむってきた。


    　罪悪感がないと言えば嘘うそになる。慣れていないと言えば、それも嘘になる。


    　慣れてしまった。殺人に慣れてしまったのだ。


    　だから、単純に敵味方の区別がつかないから────僕に立ち向かってくる兵士たちは、殺すしかない。僕とて無為に殺されるのは避けたいのだ。


    「でも」


    　そう。でも、殺さない努力を怠ってはならない。僕は自分をそう戒いましめていた。その戒めが解けてしまえば、僕はケモノガリですらない何かになってしまうだろう。狩るべきケモノと人間の区別もつかない怪物に。


    　だから、彼らと協力できれば……少しは、殺さずに済むかもしれない。図々しいかもしれないけれど、僕はそんな風に考えていた。


    「……？」


    　扉とびらの前に人の気配がした。ぼうっと考え事をしていたせいで、今まで気付かなかったらしい。


    　扉の向こう側にいる人間は、監禁状態にある僕のためにわざわざノックをした。


    「えっと。どうぞ……？」


    　英語でそう応対すると、開いた扉から車椅い子すに座った白髪の老婆とシャーリーが現れた。小さな老婆だった。いや、大きな老婆にはあまりお目にかかったことがないけれど。


    「おやまあ、可愛かわいらしい子だこと」ニコニコと屈くつ託たくない笑顔を浮かべて、彼女はそう囁ささやいた。


    　その笑顔は、僕が僕の国に残してきた祖母を思い出させた。


    



    　彼女の名はガートルード・クライン。驚くべきことに、この独裁国家に異を唱える抵抗組織レジスタンス〝ホッドミーミル〟の長だという。驚いた。僕はてっきり、シャーリーという女性が（リーダーシップを取っていたし）そうだと思っていたのだけど──よくよく考えてみたら、実戦部隊にいる時点で違うのだろう。


    「あなた、コリキア・リンドマンの首が欲しいんですって？」


    　ニコニコと、まるで「私の可愛かわいい孫娘、あのテディベアが欲しいんですってよ」みたいに朗ほがらかな口く調ちようで、ガートルードさんはそう言った。


    「ええと…………はい」とりあえず、素直に頷うなずいてみる。


    「駄目よ。危険すぎるわ」


    　笑顔のまま、僕の提案はあっさり却下された。まあ、無理もないけれど。さて、どう言って僕は自分が〝やれる子〟であることを主張すべきか。考えているうちに、ガートルードさんは続けてこう言った。


    「でも。シャーリーは貴方あなたならやれるかもって言ってる」


    　シャーリーに思わず目を向けた。彼女は軽く肩を竦すくめて、不敵な笑いを浮かべた。信頼されているのか、されてないのか分からないような、曖あい昧まいな笑み。


    　僕も当然のように信頼されるべく笑う。うん、寒々しい部屋で微ほほ笑えみ合う老婆と美女と少年ボク──実に不気味で心温まる光景だった。


    「私もそれを信じたいところだけれど、現実としてそれは有り得ないわ。彼は〝ミルスキ〟に護まもられたこの国の最高権力者」……やはり無理か。


    　僕はがっくりと肩を落とす。


    「でも」


    　ガートルードが囁ささやく。


    「貴方がレジスタンスに協力してくれるぶんには構わないのよ？」


    「身元不明、年齢不詳の子供を？」


    「アジアの人間でしょう、貴方。年齢は十四か……五くらいかしら？　身体能力は極めて優秀。それはシャーリーのお墨付き。こんな国のこんな組織に接触して、ポーカーフェイスを装えるほどには胆きもが据すわってるわ」


    　人差し指を立てて、自信満々の口調で彼女は僕を分析した。まあ、かなり合致してはいるけれど一つだけ。


    「十七です。ええと、ガートルードさん」これは訂正しておこう。十四と十七じゃ、僕の中ではかなり違う。


    「あら、失礼。アジアの方々はどうにも若く見えて困っちゃうわね。では……うぅん、せめて偽名を決めてちょうだいな。呼び名が分からないと、どうにもやりにくいわ」


    　それは賛成だ。ええと、じゃあどうしよう。赤あか神がみだから……レ、レッド？　いや、それはちょっとベタすぎる気がする。


    「ロ────────ロキ」僕は反射的に本名を伝えようとして、慌あわてて誤ご魔ま化かそうとして、誤魔化しきれなかった。


    「ロキ、ね。北欧神話の神様とは、なかなか大胆だわ」


    　……咄とつ嗟さに口からついて出てしまった名前を、ガートルードは受け入れてしまった。今いま更さら無理矢理訂正するのもどうかと思い（他の名前も思いつかない）、とりあえず頷うなずく。


    「じゃあ、ロキ。もう一度繰り返すけど、私たちに協力する気はないかしら？」


    「内容によるかな」僕の言葉にシャーリーがぽんぽんと馴なれ馴れしげに肩を叩たたいた。


    「大丈夫。とびっきりハードよ」


    「いや、ハードなのはちょっと……」もう一度、今度は強く肩を叩かれる。


    「スリルを求めて来たのでしょう？」


    　……なるほど、僕はそう思われているのか。平穏な日常に飽き、自慢の体術を生かして意い気き揚よう々ようと正義の味方を気取ってやってきた、世間知らずの坊や。


    　それはある意味で合っていた。僕は世間知らずで、この国の内情などどうでもよくて。ただ、「リンドマンの名前がリストに掲載されている」という──ただそれだけの理由で首を獲とりに来たのだから。


    「それじゃあロキ。貴方あなたを協力者として迎え入れます。ついていらっしゃいな、皆に貴方を紹介しなければ」


    　くるりと車椅い子すが反転した。僕とシャーリーは並んでその後を歩き出す。


    「これでお仲間ね。よろしく、ロキ」


    　シャーリーが手を差し出してきた。僕は息を吐き出し、ひとまず彼らのことを味方のカテゴリに置くことにした。シャーリーだけは、敵と味方の中間地点に位置させよう。


    「改めて言うまでもないけど、あたしはシャーリー。よろしく。分からないことと、知りたいことがあれば答えられるだけ答えるわ」


    　ありがとう、と僕は礼を言って早速一番気になっていることを尋たずねた。


    「僕の武器は？」


    「ああ。ククリナイフと弓ね。ジェットって男に預けてあるから、後で引き渡すわ。でも、使えるのなら銃を貸すけど……？」


    「手慣れたものの方がいいんだ」


    　もちろん、状況にもよる。銃で撃った方がいい場合は迷わずそうする。僕だって、建物もろともまとめて吹き飛ばすときは爆薬を使うし、矢で届かない場合は銃で撃つしかない。だけど、基本の戦術はある程度固定化しておきたい。それが迅速な行動と生存に繋つながる。何でもできてしまうと、いざというときに何が最適なのかが分からなくなってしまう。


    「さあさ、皆集まってちょうだい」


    　暗い広間に辿たどり着いた。ガートルードの呼びかけに、皆がぞろぞろと集まってくる。人数は適当に数えて五十人ってところ。少ないけど、これで全員というわけでもないのだろう。


    「新しい仲間が入ったわ。名前はロキ、見ての通り私たちの国の人間ではないけれど。とっても有能なのよ。よろしくね」


    　……それだけでいいのかな？


    　僕は何をどうしていいか分からないまま、ひとまずぺこりと頭を下げた。


    　敵意は薄らいだようだった。


    「さあさ、まずこの国の現状はどうなっているのかしら？　この年寄りとロキに説明してくださいな」


    



    　──バレルガニア。


    



    　コリキア・リンドマン将軍はクーデターが成功するや否や、ただちに民主主義への弾圧を開始した。満場一致で初代大統領に選ばれるはずであった権力者、外務大臣ジュリアーノ・クラインとその家族を第一級叛はん乱らん罪で逮捕、即時処刑。彼の他にも政府の中枢を担になっていた人間のほとんどが、たった一日で粛しゆく清せいされた。


    　国民からすれば、朝起きたら政府が丸ごと変わっていたのだ──驚いた、などというものではなかった。


    　もちろん、国民が黙っているはずもない。抗議運動が開始され、世界中に自分たちの置かれた状況をアピールしようとした。


    　だが、全てが無駄だった。独立と共に、海外から流れ込んできた傭よう兵へいたちがいつの間にか「ミルスキ」という秘密警察を結成していた。彼らは情け容よう赦しやなく、抗議運動に関わった人間、賛同した人間を〝処分〟していった。


    　世界に──特に先進国に向けたアピールも芳かんばしいものではなかった。理由は不明だが、先進国のメディアは、バレルガニアについて報道することに二の足を踏んだ。インターネットでのアピールすら効果は薄かった。


    　やがて、国民は悟った。諦あきらめたと言ってもいい。おとなしく慎ましやかに暮らしていけば、政府の批判さえしなければ、少なくとも命だけは永らえられる。だが、そんな彼らを待っていたのは更さらなる弾圧だった。


    　賄わい賂ろが横行し、気まぐれな粛清があった。秘密警察はその権力を笠かさに着て、まさにやりたい放題だった。希望はなく、ただ絶望があった。怒りを超えたところにある絶望は、最も早はや人間をただ生かすだけのモノにする。


    　リンドマンが政権を強奪したその日のうちに謀殺された外務大臣ジュリアーノの母親、ガートルード・クラインが抵抗組織〝ホッドミーミル〟を結成したのは五年前だという。国内外に幅広くコネクションを持つ彼女の力によって、組織は瞬またたく間に成長を遂げた。


    　結成されては悉ことごとく潰つぶされた他の抵抗組織をも吸収し、今ではミルスキと対抗するに足る力を得た。


    「けれど、そこで私たちの活動は停滞してしまったの。弾圧が強化されたわ、何百人もの同志が倒された。そこで、私たちもより積極的な武力行使に踏み切った」


    　積極的な武力行使？


    「ミルスキに協力する民間人を攻撃対象にしたの」秘密警察に協力することで、不当に利益を得る者たちは当初攻撃対象ではなかった。倒すのはあくまで政府であり、民間人は常にその犠牲者というわけだ。


    　だが、弾圧が強まり──民間人による密告が横行するにつれて、そうも言っていられなくなった。結果、この国は内戦状態となった。戦うは〝ミルスキ〟と〝ホッドミーミル〟、そして巻き込まれるのは市民たち。


    「失敗だったかもしれないわ。でも、そうしなければ生き残れなかった」ガートルードは悲しそうに呟つぶやいた。単純な善悪で割り切れるわけでもないだろう、この抵抗組織が生き残らなければバレルガニアは国家として終わっていたかもしれない。


    「犠牲になるのは、抵抗組織に加わるには勇気が足りず、暴ぼう虐ぎやくな国家に忠誠を誓ちかうほど悪あく辣らつでもない、ただのか弱い人たち……」


    「マザー、マザー！　しょうがねぇ、しょうがねぇんだ。最後に勝てばいいんだ！　勝てば、償つぐなうことができる！」


    　誰かがそう声を張り上げた。ガートルードは、その言葉に弱い微ほほ笑えみを見せて頷うなずいた。


    「そうね。……できれば、私がこの世界から去らなければならなくなる前にそうなってほしいものだわ」


    　周りにいた人間たちが、その言葉で次々とガートルードに寄り添い、手を握り締めた。ホッドミーミルにとって、彼女は精神的な支柱のようだ。


    　彼女が志半ばにして倒れたとき、この組織は──どうなるのだろうか。


    



    　大まかな現状を僕が理解し、集会は一いつ旦たん解散した。僕はジェットを呼び止め、ククリナイフと弓矢の返却を求めた。ジェットは胡う散さん臭くさそうに、僕を見る。


    「…………お前が、仲間ねぇ」「ええと……よろしく」


    　手を差し出すと、彼はそれに応じずに指を突きつけた。


    「いいか、クソガキ。ここはお前が求めている冒険なんか存在しねぇんだ。パパもママも助けてくれねぇ、帰ることもできねぇ、逃げたら俺がブッ殺してやる。よく覚えとけ」


    「……よく分かった」


    　僕は頷いた。ジェットは舌打ちしつつ、僕にククリナイフと弓、それに矢を返却してくれた。


    「ついてこい、ロキ。仕事は明日の朝からだってよ、今日はとりあえず休め」


    「……」


    「おい、ロキ！」


    　あ、いけない。ロキって僕のことだった。既に背中を向けて歩き出していたジェットに、僕は慌あわてて追いついた。


    「ったく……」舌打ちしつつ、彼は僕を共同の寝所に案内した。二段式の簡素なベッドだ。


    「上で寝ろ。俺は下で寝る」彼はホルスターの拳銃をしっかりと握り締めた。逃げたら背中から撃ってやる、というアピールなのだろう。


    「いいか、てめぇ。俺のベッドを漁あさろうなどと考えるなよ、変態野郎め」


    「漁らないよ」


    「俺はここでこうして眠っていても、いつでもてめぇを見張っているからな」


    　何もそこまで念押ししなくても。


    「分かった」僕はそのまま毛布にくるまった。瞼まぶたを閉じる、何だかんだ言って外とは段違いに空気が暖かいのがありがたかった。やがてジェットの豪快ないびきが聞こえ始めた。


    　……上で寝た意味は、あまりなかったかな。ともあれ、僕は疲労が溜たまった体を思う存分休ませることにした。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    「──それで。あの子の正体は何なのかしら？」ガートルードの視線が鋭い光を帯びる。周囲にはシャーリーをはじめとするホッドミーミルの幹部たちが集っていた。


    「先の繰り返しになりますが、本当に正体不明です。現場の状況は彼の証言と一致します」シャーリーは肩を竦すくめた。


    「あれがスパイという可能性は？」


    「そりゃ、ないとは言わないけれどね。あれをスパイとして投入したんなら、ミルスキも相当な人材不足だわ」


    「まあ、怪しすぎるわねぇ。でも、その裏をかいたということも考えられるわ」


    　ガートルードの言葉に、シャーリーはうーんと唸うなって髪を掻かいた。


    「切りがないですよね、実際」


    「シャーリー、お前さんがあの子に押さえつけられたってジェットの奴が言ってたが本当か？」


    　頷うなずく──全員の表情に動揺が走る。このシャーリーという人間、こと戦闘能力においては組織でも卓越した存在なのだ。少なくとも、あんな年とし端はもいかない少年に押さえつけられる人間ではない。


    「あ、一応言っておくけど油断なんて欠片かけらもしてなかったから」


    「つまり、化け物だと考えていいのかしら？」無邪気なガートルードの問いかけに、シャーリーは迷いつつも、もう一度頷うなずいた。


    「それは、間違いありません」


    「なら、やはり仲間に迎え入れましょう」ガートルードの言葉に、全員が今度こそ驚きよう愕がくを露あらわにした。ただ一人、シャーリーだけが納得したように頷いた。


    「マザー、本気ですか？」


    　ガートルードは瞼まぶたを閉じ、子供に昔話をするような口く調ちようでゆっくりと語り始めた。


    「長い間生きていると、たまにああいう人間に巡り合うこともあるわ。人間の姿形をしているけれど、人間とは掛け離れた能力を持つ〝獣〟のような人間。戦闘生物として不要なあらゆる能力を削そぎ落として、ただ一点に絞られた〝刃やいば〟のような人間。彼はそういう存在なのでしょう。善も悪もなく、ただ敵と認めた者を討ち滅ぼすような……」


    　うっとりと、夢見る少女のような顔で彼女は囁ささやく。


    「幸いにも、あの子は味方をしてくれると言っているわ。これは、不幸が続いた我が国家に対する、神様からの贈り物だと見なしましょう。シャーリー」


    「はい」


    「一応の見張りは、貴女あなたに任せるわ。ただ、戦いの邪魔だけはしないであげて。きっと、あの子はそれを求めてここに辿たどり着いたのだから」


    「分かりました」


    　シャーリーが頷く。こうなっては、他の人間も反対する理由はなかった。これまで、彼女が判断を誤ったことはほとんどない。ふだんの言動が、どんなに浮き世離れしていたとしても──異を唱えるには至らない。


    「さ、明日も早いわ。皆、お休みなさい。今日も明日も、良い夢を」


    「良い夢を、マザー」


    「おやすみなさい、マザー」


    　次々と幹部が立ち去っていく中、最後まで残っていたシャーリーがガートルードに声をかけた。


    「マザー、明日は──」


    「ええ、明日はグレタと会う日ね。ロキも同席させてちょうだいな」


    「よろしいのですか？」


    「ええ。……同世代の子が仲間になるのは滅多にないことだわ。ひょっとしたら、仲良くなってくれるかも。そうしたら、グレタをあんな危険な任務に狩り出さなくて済む」


    　不安そうに、ガートルードは膝ひざ掛かけを握り締めた。


    　シャーリーは、彼女を元気づけるように微ほほ笑えんで肩を抱き締めた。


    「大丈夫ですよ、グレタは」


    　そんな希望に満ちた呟つぶやきは、まるで意味はないと──二人とも知ってはいたのだが。

  



  
     第二章　暗殺者グレタ


    



    　下のジェットが起きてきたので、僕も合わせて起きることにした。彼は眠たげにふぁぁぁ、と欠伸あくびをしたあと、ベッドから降りようとしている僕に気付いて慌あわてた様子でホルスターから銃を抜こうとして失敗して取り落とした。


    「くそっ！」彼はモタモタとして、ようやく僕に銃を突きつけた。安全装置がかかりっぱなしだけど。


    「わ、分かってる！　くそ、とっとと起きろ！」


    　もう起きてる──などと言うと、恐らく泥沼になりそうだったのでとりあえず彼が身支度を整えるまで待つこと五分。


    「二人とも、起きてる？」


    　ノックにジェットが「ああ」と応じた。シャーリーは僕を見て、ニッコリ笑って肩を叩たたいた。


    「さ、今日から〝ホッドミーミル〟の一員としてガンガン戦ってもらうわよ」


    　とりあえず、僕にできることといえば殺さつ戮りくだけだが。


    



    「今日は、まずグレタに会いに行く」彼女の言葉に、ジェットが顔をしかめた。


    「グレタに？」


    　よく分からないが、ジェットが会わせることを厭いやがるくらいには重要な人物らしい。


    「これはマザーからの命令ね、もちろん他にも色々とやってもらうことになるけれど。二人とも準備はいい？」彼女は僕の肩にそっと手を置いた。信頼されているのか、あるいは用心されているのか──彼女の顔を窺うかがってみても何も分からない。


    　ともあれ僕の選択肢は限られている。


    「大丈夫」


    　そう告げて、覚悟を決めるしかない。


    



    「……」シャーリーが先導する。


    「……」ジェットが心底厭そうな表情で後に続く。


    「……」僕もその後に続いた。


    　全員沈黙。シャーリーは、時折振り返って僕とジェットの顔を見てニヤニヤ笑った。どうやらこの人意地が悪いらしい。


    「……うぇ」


    　ジェットが我慢しきれなかったようで、とうとうえずき始めた。ヤバい、この呻うめきを聞いていると、僕も空っぽの胃から胃液を吐き出したくなった。


    　準備はよかったし、覚悟もあった。人を殺すことだって辞さないつもりだった。でも、こればかりはちょっと勘弁願いたかった。


    　僕たちは山を車で下りて街に戻り、真っ直すぐ路地裏のマンホールに向かった。手慣れた様子でマンホールの蓋ふたを外はずしたシャーリーは、僕についてくるよう命令した。梯子はしごを下りると、そこは────地獄に一番近い場所だった。


    



    　壁も床も、全てがねっとりとした粘液に覆おおわれている。真ん中にはドロドロとした汚水が流れていて、足場は極めて狭い。一歩歩くたびに、靴くつの上からでもそれと分かるほどのぬめりを実感して、滑らないよう神に祈った。


    　もし足を滑らせた場合、恐らく反射的に壁を掴つかもうとするだろう。だが、壁もぬるぬるしているから抑止効果になりえるかどうかは五分五分だ。そうなれば、僕の体は耐え切れずに下水の中へと落下していくことになる。そうなった場合、体中に雑菌が押し寄せて一巻の終わりだ。洒しや落れにならなすぎる…………。


    



    　時折、物もの凄すごい速度で虫やネズミが足あし下もとを駆け抜けていく。ジェットはそのたびに、あわあわと悲鳴を上げた。頼むから滑るときは僕を道連れにしないでほしい。


    「……下水なら下水と、予あらかじめ言っておいてくれませんか？」思わず漏もらした僕の不服そうな呟つぶやきに、シャーリーは肩を竦すくめた。


    「言ったら、厭いやがったでしょ」まあ、それはそうだが。


    「それに、言ったところで命令が変更されるわけじゃないし」まあ、それもそうだ。


    　出発前は何も食べないほうが良い、とシャーリーが忠告したのはそういうことだったのか……などと考えつつ、不快極まりない臭気を鼻で吸い込まないように口を開いた。が、ねっとりとした空気が喉を通り抜けると、猛烈な吐き気がこみ上げてきた。


    　うう……これは……キツい……。


    　多少の苦痛ならば耐え得る自信があったが、この不快さはちょっと耐えられそうにない。仕方なく、僕は無の境地に意識を追いやろうと必死になった。必死になったが、一瞬でも気を抜くと、絶望的な臭気が襲いかかってきた。


    　そうして、二時間が経過した（人生の中で、これほど長い二時間はかつてなかったと断言する）──シャーリーが梯子はしごを指し示す。僕とジェットは顔を見合わせ、互いに安あん堵どした。


    



    　僕たちは梯子を慌あわてて登り、重たいマンホールの蓋ふたをものともせずに持ち上げた。かろうじて残った理性が、念のために周囲を観察するという行為を推奨する。周囲には誰もいない。先ほどと似たような路地裏だ。僕とジェットは転がるように外へ出た。


    　近くには大量のゴミ袋が放り捨てられ、そこそこの悪臭を放っていたが、いまとなってはそんなもの気にもならなかった。


    　新鮮な空気を胸一杯に吸い込んだ。この空気なら、一千万円出したって構わない──と思ったそのとき。


    「うぇぇぇぇぇぇ……」体にまとわりついた悪臭が鼻孔を再び直撃、僕とジェットは揃そろって胃液を吐き出した。


    「今のうちに慣れておきなさい、ロキ。帰りもここを通るんだから」


    「……勘弁してほしい」久しぶりに僕は泣きたくなった。


    　ひとまず、服から臭気が抜けるのを待って路地裏から目的地である廃屋へと移動する。時刻は既に昼過ぎ。路地裏からでも、ちらほらと表通りストリートの様子が窺うかがえる。これまで、僕が渡り歩いた国の通りとはまるで別だ。


    　死んだように歩く人間と、何かに怯おびえるように背中を丸めて歩く人間、瞳ひとみからは希望が失われ、さながら生きている死体リビングデツドだった。未来はなく、横たわる重い現実に押し潰つぶされた人間たち。


    　そして、彼らを嘲あざけりの笑顔で見張る制服の男──ミルスキたち。世界最高に忌いま忌いましい笑顔で、胸焼けしそうだ。


    



    　こそこそ隠れながら一時間ほど歩き、僕たちはようやく目的地の廃はい屋おくへと辿たどり着いていた。くすんだ茶色のアパートは、十年前だったならさぞ綺き麗れいだったのだろうな、と思わせる雰囲気をありありと漂わせていた。


    　今は、黒ずんだ染みがところどころに人の顔みたいに浮き上がり、窓は残らず破壊され、窓枠は頼りなくぶらぶらと垂れ下がっていて、さながら腐乱死体のようだ。


    「……」


    　こういう世界に見捨てられた建物を見る度たび、僕は僕が誕生したあの都市を思い出す。


    　暗くら闇やみを振り返れば、いつもそこには枷かせがある。もう二度と使えない輪リングと鎖チエーンが、そこにある。


    



    　アパートの部屋の中。酷ひどい頭痛が襲いかかり、目眩めまいがする。ガリガリと、脳の内側で何かが削られていくような感覚すら抱いだく。


    　現実を認識することで、とりあえずその頭痛から意識を逸そらした。


    「ところで、シャーリー…………グレタって、どんな人なの？」


    　僕の問いかけに、ようやく呼吸が整った（先ほどまで、ぜぇぜぇと肩で呼吸をしていた）ジェットがギロリと睨にらんだ。


    　聞いてはいけないことだったか、などと思っているとシャーリーはあっさりと答えた。


    「大統領官邸で働いているこちらの情報提供者よ。高位レベルの情報を得ることはできないけど、ある程度の信頼性はあるわ」


    　ふむ。敵の喉のど元もとに食い込んでいる状態なのか。しかし、それなら──。


    「大統領官邸で働いているなら……暗殺だってできるんじゃないのか？」


    　僕の問い掛けに、シャーリーは首を横に振った。


    「リンドマンの周囲は、常にボディガードが複数取り巻いているわ。民間人が近づくだけで蜂の巣にするような連中よ」


    　その程度なら、何とかなりそうな気がする。


    「それから、彼と行動を共にすることが多いミルスキ長官──ファーレンヴァイダーは異常に勘が鋭くてねぇ」


    　ファーレンヴァイダー、という名前を口に出した途端、シャーリーは心底厭いやそうな表情を浮かべた。


    「勘？」


    「勘としか言いようがないわね。仕掛けた爆弾を見抜き、こちらが手配した暗殺者を見抜き、狙撃すら躱かわしたわ。お陰で独裁政権を倒す際に、もっとも手っ取り早い手段が封殺されてしまった状態よ」


    「……異常だな」


    　異常だけど、そういう人じん外がいの力を持つ連中に僕は心当たりがあった。


    　〝娯楽提供者エンターテイナー〟──人を楽しく、そして煌きらびやかに殺害することに人生全てを捧げた掛け値なしのイカレ化け物集団。コリキア・リンドマンがクラブの会員メンバーだとするならば、確かに娯楽提供者エンターテイナーの一人や二人、飼っているのは当然だろう。


    　ガスマスク婦人やハリウッドスターのように人語を解すことすら不可能な連中もいたけれど、ロビン・フッドのような男であれば、秘密警察の長官に収まってもおかしくない……。


    



    　──人の気配。


    



    　僕が最初に気付き、次にシャーリーが気付いた。ジェットは外からノックされるまで、その気配に気付かなかったらしい。慌あわてた様子で、ホルスターから拳銃を抜き取る。


    　ドアまで近づいたシャーリーが囁ささやく。


    「合い言葉は？」


    「ショウほど素敵な商売はない」


    　綺き麗れいな、そして淡々とした声だった。シャーリーがドアを開く。現れた人物と、僕の視線が絡み合った。


    　腰より伸びたプラチナブロンドの髪は、貴金属を溶かして作ったのかと思うほど美しかった。肌は──あまりにもありきたりな喩たとえ方だけど、雪のように白い。ただ、僕が不覚にも目を奪われたのは彼女の琥こ珀はくのような瞳ひとみだった。


    　揺るぎがない。


    　絶望も希望もない。


    「……」


    　少女は僕に、些いささかの関心を持つこともなかった。笑顔もなく、戸惑いもなく、恐怖もなく、ただじっと、人形のように待機していた。


    「グレタ、久しぶり」


    　シャーリーが笑顔で彼女を抱き締める。グレタとよばれた少女はやはり、表情を変えずに受け入れた。


    「情報を提供する。使える時間は十分くらい」


    「うん。何かあった？」


    　グレタはこくんと頷うなずき、告げた。


    「リンドマンのボディガードが、全員首にされた」


    「首？　何か問題でもしでかしたの？」


    「ううん。新しいボディガードが二人やってきた」


    「元々、リンドマンのボディガードは八人からいたはずだけど。二人に……減ったの？」


    「うん。……チャンスだと思う」


    　その言葉に、シャーリーが顔をしかめた。


    「待って。チャンスだとは限らない。というかグレタ。何考えてんのアンタ」


    「暗殺」


    　淡々と、彼女は物もの凄すごいことを言った。


    「…………い、いやアンタ。さすがにそれは無理なんじゃない、か？」


    　ジェットの言葉に、グレタはゆっくりと首を横に振る。


    「不可能ではない。武器の扱いは心得ている。ファーレンヴァイダーと同行さえしていなければ、必ず隙すきを見つけられるはず」


    「死ぬわよ、グレタ」


    　グレタはシャーリーの言葉に、初めて表情を露あらわにした。それは恐怖でも怒りでもなく──。


    「それが？」


    　疑問。


    　小首を傾かしげ、きょとんとした表情で彼女はそう答えた。


    「……死ぬより酷ひどい目に遭わされるかも」


    「それが？」
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    　本当に。心の底から「それがどうしたのだろう？」と思っているらしい。この年で、自分の命をそこまで捨てきれるものなのだろうか。


    「失敗したとしても、その始末はできる」


    　とんとんと顎あごに指を当てる。……ん？


    「青酸カリのカプセル、ちゃんと仕込んでる。殺されればよし、捕まったとしても奥歯を噛かみ砕けばすぐに死ねる」


    　準備がいい、と言ってしまっていいものなのかどうか。僕は思わず溜ため息いきをついた。


    「ともかく、暗殺は禁止。少なくとも、ボディガードが二人になったことで警備が甘くなったのかどうか、こちらでも確認を取りたいから」


    「……そうしたいなら、そうすれば」


    　曖あい昧まいな答えだった。


    　彼女はくるりと背を向けて、アパートから立ち去った。一瞬、僕は迷ったが彼女の後を追った。


    　背後で怒ど鳴なり声が聞こえたが、あまり気にしないで扉とびらを閉める。


    「待って！」


    「……？」


    　グレタが足を止め、不思議そうに僕を見る。やっと表情が変わった。


    「誰、あなた？」


    「えー、あー、ええと。ロキです、よろしく」


    　僕はそう言いつつ、手を差し出した。彼女はやはり不思議そうに僕を見ていたが、差し出されっぱなしの手を哀れに思ったのか、とりあえず握るだけは握ってくれた。


    「グレタ」


    　自己紹介はそれだけ。まあ、それ以外に何か言う必要もないけれど──と思っていたら、彼女は更さらに言葉を続けた。


    「……この国の人間じゃない？」


    「あ、ああ。その、えっと……アジアから」


    　思わずそう切り返すと、彼女は更に深く話題に突っ込んできた。


    「アジアは国じゃない。どこ？」


    　案外地理に詳しいようだ。ええと、ええと、ええと──。


    「日本？」


    「そ、そう」


    　…………反射的に答えてしまった。まあいい。日本人であることがバレた程度で、どうということもない。


    　グレタがすっと僕の右目を指差した。


    「その目はどうしたの？」


    「ちょっと怪け我がをした。……もう、治らないかも」


    「日本の医療技術は凄すごいって聞いたことあるわ。治せないの？」


    　狙撃用ライフルで撃ち抜かれたからなァ……ひょっとしたら最先端技術で治せるのかもしれないけど。


    「まあ、そうかもしれないけど……治せないものだってあるよ」


    「そう。…………さようなら」


    「いや、待って」


    「……何？」


    　今度はほんの少しだけ、不服そうな感情が伝わってきた。


    「本当に、暗殺するつもり？」


    　彼女は既に歩き出していた。できれば、そういう無謀なことはやめてもらいたい。


    「……答える義務はないと思う」


    「あるよ。リンドマンは僕が殺す」


    　ピタリ、と彼女の足がまた止まった。不快から、敵意溢あふれるものへと変わっている。


    「理由は？」


    「そうしなければ、いけないから」


    　彼女は僕を睨にらみ、ふるふると首を横に振る。


    「そんなの、理由にならない」


    「君はどうして？」


    「……」彼女は冷ややかな瞳ひとみで僕を見る。僕はそれを負けじと見返す。


    　しばらくして、彼女はぼそりと呟つぶやいた。


    「私だって。そうしなければいけないから」


    「……」


    　僕たちの会話はそれで終わりになるように思えた。でも、これだけは言っておこう。


    「君は、死なない方がいいと思う」


    「……死ぬことなんて、怖くない」


    「そう？　僕は怖い」


    　グレタは首を傾かしげた。


    「怖いなら、何な故ぜ殺そうと思うの？」


    「殺せなかったらと思うと、怖いじゃないか」


    　だからこそ、僕はいつ如い何かなるときでも油断せず、全力で〝狩り〟にかかる。


    　グレタは沈黙をもってそれに応じる。


    「……君は、それが怖くないの？」


    　彼女は、やはり応じようとはしなかった。


    「貴方あなた、本当に日本人？」


    「どうして？」


    「日本人は、平和を愛する民族って本で読んだわ」


    「そうでもないと思うよ」


    　僕らの国は、たまたま今平和なだけだ。どこの国のどこの民族だって平和を愛している。ただ、平和を保つためには色々と条件が難しいのだ。


    　そして何より。


    「僕は例外みたい」


    「……傭よう兵へい？」


    「違う」


    「なら、どうして？　あ…………まさか、殺人趣味？」


    　僕はしばらく迷って、彼女に分かりやすい言葉で告げた。


    「彼は…………〝僕の人生の目的〟だ」


    　その言葉にグレタは困ったように首を傾かしげる。


    「あなたの言っていることが……よく、分からない」


    「そう」


    「もう、行くから」


    　彼女は素っ気なく、何かを断ち切るようにスタスタと歩き去ってしまった。追いかけようと思ったが、既に彼女は大通りへと出ている。僕は怪しまれないうちに、アパートへと戻ることにした。


    



    「お話しできた？」


    　シャーリーは全く気にした風に見えなかった。ジェットは僕に噛かみつかんばかりの勢いで怒ど鳴なっていたが。


    「それなりに」


    「さて、続いての命令。ジェット、アンタはいつものように武器弾薬の確保。ロキは私と一緒に、〝酒場〟へ向かうわ。集合は例のマンホールで六時。緊急時は〝チャーリー〟に頼むこと。いいわね？」


    「あいよ」


    　去り際にジェットは僕をちらりと見た。相変わらず、不審感を抱いだいているようだ。隠さないでいてくれるので、むしろありがたいとも言えるが。


    「あなたはそれでいい？」


    「いいよ」


    　正直、グレタが心配なのですぐにでも大統領官邸に突撃するべきだと思う。思うのだが──あまりにも、一いちか八ばちかの賭かけ過ぎた。


    



    　僕とシャーリーは、なるべく人通りが少ない──ミルスキが常時待機していない通りを選んで少しずつ目的地へと進んでいった。


    　シャーリーがチラチラと僕を気にしている。当然だ。気を抜けば、彼女は僕の姿を見失いかねないのだろう。


    　僕はただ静かに、そっと、音もなく、周囲の空気を揺らすことを全くしないように動いていた。


    　すれ違う人の体を掠かすめることなく、するりするりと歩き続ける。


    　気配の完全途絶──誰かとぶつからない限り、そして僕が精神を乱さない限りは決して道行く人間が僕に気付くことはない。


    　加えて、僕は常にシャーリーの陰に隠れていた。彼女にとっては、実に新鮮で不可解な体験だったろう。自分の傍そばに誰かいるにもかかわらず──気配がないというのは。


    「……凄すごいわね、それ」


    　ほんのちょっと、僕が彼女より優位に立てたと思えた瞬間だった。


    



    　ともあれ、僕たちは揃そろって約束の地点に辿たどり着いた。そこにはかつて酒場があったらしく、壊れたネオンサインの看板にはアルファベットでＢＡＲと書かれていた。構成要素は先ほどのアパートと同じく壊れた屋根、壊れた扉とびら、壊れた窓、そしてそれらを封印するように打ちつけられた木板だった。


    　だが、異なる点が二つあった。


    　一つ、建物の中に誰かがいる。二つ、誰かがたった今銃を撃った。


    　シャーリーと僕は即座に走り出していた。シャーリーはドアを蹴け破やぶり、銃を突き出しながら突入。その場にいた制服姿の男たちを認め、即座に銃爪ひきがねを引いた。


    　滑るように、僕も内部へと突入する。


    　空間を認識する──高さ二ｍ半、縦横七ｍ。元酒場らしい木製の丸いテーブルがあちこちに置かれている。


    　人間を認識する──突入するなりシャーリーが射殺した男が一人。他四人。いずれも統一された制服と装備。ミルスキだと認識。殺害対象確定。


    　状況を認識する──銃を手にしているのは四人中三人（便宜上ＡＢＣＤと呼称する）、反応がもっとも迅速なのは、僕に一番近いＣ。彼は銃に手をかけている。シャーリーに銃口を向けて銃爪を引くまで二秒もない。


    　反応を入力する──Ｃを殺害してから、次の状況認識に移ろう。


    



    　僕は大きく一歩踏み込み、手にしたククリナイフでＣの腕を引き裂き、間かん髪はつ容いれずに首筋に向けて刃を叩たたき込んだ。


    



    　状況認識二回目──ＡＢＤが反応、Ｂパニック、Ｄ驚きよう愕がく、Ａ戦闘態勢。Ａを優先する。


    　反応入力二回目──Ａに向けてククリナイフを投とう擲てき。


    　状況認識三回目──反応入力二回目の結果を反映させるより先に行動。Ｂの顔面に拳こぶしを叩きつける。視界を奪えばそれでいい。


    　シャーリーが銃弾を撃ち放つ。ＢとＤにそれぞれ二発ずつ。銃声はほとんど重なっていた。それにしても、シャーリーの速射性はやはり素晴らしい。そう思っていると、彼女は僕を見て笑って言った。


    「……あたしが銃を撃って殺すのと同じ速度で人を殺せるのね、ロキは」


    　それから、建物を隅々まで確認した。


    　仲間の死体と、敵の死体から状況を把握する。


    「……拷ごう問もんの跡があるわね」彼女の呟つぶやきに同意する。味方の死体の傍そばにペンチが転がっている。折れた歯も転がっている。何をしていたかなど、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    「何を喋しやべらせようとしていた？　アジトの場所？　武器弾薬の供給先？　仲間と認められるのに必要な合い言葉？　それ以外の何か？」


    　喉のどにククリナイフを突き立てられた男が握っていたメモを差し出す。シャーリーがメモを見て顔色を変える。


    「ザウラ自動車工場？」


    　その自動車工場こそが、ジェットの向かったホッドミーミルの武器供給先だという。僕たち二人は、慌あわててその工場へと向かうことにした──────のだが。


    



    「ああ、畜生」


    　遅かった。町外れの自動車工場には、既に大量のミルスキが投入されていた。直接その場所に向かわず、別の建物の屋上に登って様子を見ることにしたのは、賢明な判断だと言わざるを得なかった。


    　ここからでも聞こえるほどにけたたましく銃声が鳴り響いている。だが、ミルスキたちの行動は恐ろしいほど的確だった。やがて銃声が散発的になり、すぐに静かになった。


    「……行っても無駄みたいね」


    　そうだろうな、と僕は歯は噛がみする。悔しいが、もう遅い。あそこにいた人間は皆殺しだろう。


    「ジェットが上う手まく逃げたか、最悪でも死んだことを期待したいけど、望み薄かもね……。それより最悪なのは、捕まった可能性もあるってこと」


    「アジトの場所がバレる？」


    「そうね。ジェットが殺されたか捕まったか逃げたか、いずれにも対応できるように脱出の準備だけは整えてもらいましょう」


    　僕たち二人は迅じん速そくにその場を離れた。この国に携帯電話は存在しない。なので、無線連絡が鍵となる。シャーリーはただちに無線でアジトへ連絡。状況次第で、脱出の準備を整えるように命令した。


    「あの工場は、最大の武器供給場所だったんだけど。……マズいわね、弾薬が足りなくなる可能性があるわ」


    　ま、当面は皆に弾薬を節約してもらうしかなさそうね──と彼女は呟つぶやいた。


    



    　夕ゆう闇やみが訪れた。街からは早々に人が消えていく。やむを得ずの場合を除のぞき、なるべく夜に出歩くのは避けたいようだ。それは、ミルスキに見み咎とがめられることを恐れてでもあるし、むしろミルスキに襲われないようにという理由もあるらしい。


    



    　そして。夜に至れば、都市の各地でミルスキとホッドミーミルの戦闘が展開されることになる。六時、例の路地裏マンホールに集合する少し前、僕とシャーリーはビルの屋上からその光景を眺めた。


    　遠くの建物で、爆発炎上が起きている。あちこちで、花火のように細く長い銃火が交こう錯さくする。


    　死ぬ。


    　人が死んでいく。


    　敵も味方も、正義も悪も、それ以外も。


    「ロキ」


    「……なに？」


    「本当に、この内戦に関わる気？」


    「仕方ない、かな」


    「そうでもない、そうでもないよ。ロキがリンドマンの首を我慢して、余よ所その国に行ってしまえば済む話じゃない？」


    「それは、忠告？」


    　シャーリーは僕を見て──嗤わらう。


    「忠告じゃないわ。疑問よ、疑問。確かに、アンタの戦闘能力は比類ないわ。正直、大統領官邸に突撃させたら、殺せるかもしれない。奇跡が必要だけど、それすら手た繰ぐり寄せることができるかもしれない」


    「……」


    「でも。返り討ちに遭う可能性の方がずっと高い。そこまでのリスクを負ってでも、あのリンドマンという男を殺す価値があるのかな？」


    　意地悪い魔女の笑顔。


    　人魚姫の声を奪ったときのような、会心の笑みだ。


    　問い掛けはどうにも意地悪いけれど──絶対に真剣に答えなければならないことだ。


    　僕は考えるまでもなく、頷うなずく。


    「ある。彼の首を獲とることだけが、僕の存在価値だ」


    　キッパリとそう答える。それは間違いない。


    「あの男が、アンタに何かしたの？」


    「僕に何かしたわけじゃない。ただ、想像を絶する惨むごい行為をした。僕はそれが許せず、戦いを挑むことにした」


    　するすると、僕は彼女に真実を垂れ流してしまう。


    　けれど、嘘うそをついたところでどうしようもないのもまた確か。というか、所詮は十代の小僧に過ぎない僕に、嘘をつき通せるわけがない。


    　そしてスケールは違うけれど、リンドマンという男がこの国でやっていることは〝クラブ〟の狩猟と変わりはない。絶対的強者としての地位に溺おぼれ、弱者を弄もてあそんでもいいという結論に達した最低の愚か者だ。国一つを自分の意のままにしているという点で犠牲者は多いけれど。


    　だから、どちらにせよ許しはしない。


    「つまり、このまま戦い続けるわけね」


    「うん、ただ──僕には他にも倒さなければならない連中がいる。そのためにも、ここで一年二年とレジスタンス活動に参加している余裕はないかも」


    「焦あせりは失策を生むわよ？」


    「膠こう着ちやくも失策を生むはずだ」


    　堪こらえきれない、という感じでシャーリーが笑い出す。


    「面白いわ。私、アンタほど面おも白しろくて興味深い存在を見たことがない。ええ、本当よ。本当に本当」


    「面白い──かな？」


    　彼女が僕に額ひたいをぶつけんばかりに近付いて告げる。


    「ええ。とっても面白い！　本当に面白いわ。素敵、素敵、素敵よロキ！　あんたみたいに謎なぞめいた不思議な存在は、世界にあと何人いるのかしら？」


    　そう叫んで、彼女はゲラゲラ笑い出していた。彼女のテンションがやたらと高いのが、正直言って少し怖かった。


    



    　その後、僕らは路地裏のマンホールで待機していた。


    「よし。二十分待って来なければ、ジェットは捕縛もしくは死亡したと確定し……アジトを移す準備に入るわ」


    　正直、もう期待はしていなかった。だから、十五分後にジェットがよろよろとやってきたときは、さすがに驚いた。


    「畜生。助かった……！」


    「生きてたの!?」


    　酷ひどい言い草だけど、正直僕もそう思った。ジェットはやれやれ、と顔をしかめつつ答えた。


    「ああ。襲撃はちょうど取引の直後だったからな。戦うよりも、送り届ける方を優先した。ミルスキから目をつけられないように迂う回かいしたルートを取ったためにかなり遅れたが、トラックはいつもの地点に置いてある」


    　シャーリーはジェットの肩をぽん、と叩たたいて笑った。


    「正しい判断よ。これでアジトを動かさなくても済みそう」


    　彼女はジェットの無事を無線で仲間に知らせてトラックを引きあげるように伝達した。


    「へーえ」


    　無線の先で、誰かが鼻で笑った。


    「〝腰抜け〟ジェットが無事なのか。そりゃ、神様も随分気前が良くなったもんだ」


    「おい、クソッタレ。どういう意味だ？」


    　ジェットがシャーリーの無線機を強引に奪い取る。無線口からは、相変わらずバカにしたような笑い声。


    「どういう意味も何も、お前はそういう奴だろ。銃でミルスキを撃てない腰抜け野郎め。素人なら話は分からんでもないさ！　ガキや、老人だったらな！　だがお前は元軍人だろう？　腰抜け野郎め」


    「……」


    　ジェットが項うな垂だれて沈黙する。その隙すきに、シャーリーが再び無線機を奪い取った。


    「はいはいそこまで。下らない争いを続ける気なら、次はアンタの口を縫ぬい合わせるわよ」


    「分かった、分かったよ。だがな、そいつは以前ミルスキと交戦したときに、銃をガキに渡して自分は震ふるえていたクソ野郎だってことを、よく覚えておけ！　生き残っただと？　生き残れと誰かに言われたんじゃないのか？」


    　それは、言外に彼がスパイではないかという含みを持った発言だった。


    「……」


    　シャーリーははあ、と溜ため息いきをついて無言で無線を切った。ジェットは屈辱のためか、ぶるぶると震えている。僕は無言でマンホールの蓋ふたを持ち上げた。


    「行きましょう」


    　帰り道、ジェットはほとんど無言だった。シャーリーが「アンタの判断は正しかった」と慰なぐさめのような言葉を投げかけていたが、彼がそれを聞いていたかどうかは分からない。


    　僕も、ジェットの行動は正しかったと思う。


    　武器弾薬が尽きれば、強奪するか徒と手しゆ空くう拳けんで戦う以外に方法がなくなってしまう。そもそも、強奪するにもやはり武器が必要なのだ。ジェットが戦わずにトラックで逃げた行動はまったく正しい。


    　だが、直情的な人間からすれば彼の行動は我慢できないのだろう。いや、分かってはいても──彼が銃を苦手としているらしいことが、行動にケチをつけることになっている。


    　正しい行動をしたのに、動機がそうではないと思われている。何ともやるせない出来事だった。


    



    　そして、本拠地である美術館へ辿たどり着いた僕たちを待っていたのは最悪の情報だった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　配膳台を運んでいたグレタは、慎重に速度を落とした。拳銃は肉料理用の大皿にクロッシュふたをして隠してある。安全装置セーフティは既に解除済み。


    　そして、長い廊ろう下かの向こう側から二人のボディガードを引き連れて〝あの男〟がやってくる。


    　にこやかな笑顔で、堂々と胸を張って歩いてくる。


    　あの笑顔。


    　あの笑顔ほどこの世に疎うとましいものはない。


    　手順を脳内で繰り返す。大皿の蓋ふたを開く、銃を手に取る、狙ねらいを定める、銃ひき爪がねを引く。


    　できる。できるはずだ。


    　感情が表に出ない性格であることを神に感謝する。ゆったりと配膳台を運ぶ。ボディガード二人は、リンドマンの前を歩いている。すれ違いざま、背後から狙い撃つことにしよう。


    　それにしても、ボディガード二人はこれまでの人間と比較して、あまりに異質だった。こう、なんと言うか──道化師のような珍妙な格好をしていた。


    　三ｍ先のところまでリンドマンが来たところで、彼女は一度配膳台を停止させた。主あるじが前から歩いていくのだ、使用人としては交差するよりは立ち止まって通り過ぎる方を選ぶだろう。


    　二ｍ──リンドマンを殺した後のことを考える。上う手まくボディガードも射殺できれば、逃げるチャンスがあるかもしれない。


    　一ｍ──でも、その前に何よりリンドマンを殺すことだけを考える。最も早はや、憎悪という感情すら超越してしまったような相手に。


    　ゼロ──会釈すると、リンドマンは尊大に頷うなずいた。通り過ぎるのを、じっと待つ。だが、真横に来た途端、彼は首をグレタに向けた。


    「……何か？」


    「君が運んでいる料理は、使用人のためのものかな？」


    　グレタは首を横に振った。


    「いいえ。これは警備長のためのものですが……」


    「その中には何が？」


    　リンドマンは、拳銃が入っている皿を指差した。


    「……牛ホホ肉の赤ワイン煮でございます」


    「そうか。では、永世終身大統領としての絶対権限を行使しよう。少しつまみぐいをさせてくれんかね？」大統領のくすくす笑い。


    　グレタは自分の表情がまったくもって崩れなかったことに、心底感謝した。


    「……分かりました」


    　彼女はクロッシュに手をかけた。怯おびえることも、迷うこともなくそれを開いた。中にある拳銃を見て、リンドマンが顔をしかめた。


    　グレタは滑らかな動作で拳銃を手に取り、リンドマンに突きつけた。


    　後は指一本動かせば、それで全てが終わる。


    　自分の人生を狂わせた男の人生も。


    　自分自身の人生も。


    　この国の暗あん澹たんたる未来も。


    　何もかも全て──────。


    



    　だが、次の瞬間。全身に雪崩なだれのような衝撃が襲いかかり、グレタは壁に勢いよく頭を叩たたきつけられた。


    「あ、ぐっ…………!?」


    　凄すさまじい痺しびれが走り、指一本とて動かせない。ただ、眼球だけはその場の状況をよく認識していた。


    　憤ふん怒ぬの表情でこちらを見やるリンドマン。そして、口くち髭ひげを生はやしている方のボディガードがニヤニヤ笑いながら、こちらに右腕を突きつけていた。どうやら、電撃は彼が放ったらしい。


    　やがて、衝撃が唐突に収まった。グレタは床に崩れ落ち、耐え切れずに瞼まぶたを閉じた。


    「…………エレクトロニクスは素晴らしい。なあ、〝ノーベル〟？」


    　ノーベルと呼ばれた男はフン、と鼻を鳴らして言った。


    「下らん子供のおもちゃだ」


    　二人のボディガードが殺意を以もって睨にらみ合う。リンドマンはそんな二人を呆あきれたように眺めつつ、グレタの髪の毛を掴つかんで揺さぶった。


    「起きろ」


    　グレタは答えない。意識は先ほどの電撃で刈り取られている。


    「やり過ぎだ、ニコラ・テスラ。少しは手加減してくれたまえ」


    　リンドマンの叱しつ責せきに、ニコラ・テスラはひょいと肩を竦すくめ、口髭を撫なでた。


    「済まない。私の電流はちと手荒でね。だが、これでも充分に手加減したつもりだよ？　本来ならば、死んでいる」


    　確かに彼の言う通り、傷一つなく生きている。


    「うむ……？」


    　リンドマンはもう一度、じっくりと彼女の顔を見た。決して遠くない過去に、自分は彼女の顔を見たことがあると感じた。


    　物音を聞きつけたのだろう、ミルスキたちが慌あわててやってきた。リンドマンは、グレタを引き摺ずって彼らに手渡して告げた。


    「彼女は私が尋じん問もんする。目が覚めるまで、尋問室にでも放り込んでおけ。余計な手出しをして殺してみろ。次は貴様たちを処刑する。行け！」


    　ミルスキたちは蒼そう白はくの表情で頷うなずき、彼女を抱え上げて連行した。


    「なあるほど。あの毒女神ネヴアンめが。ぬけぬけとやってくれるわ」


    　リンドマンは窓から外を睨にらみ付け、彼女に聞こえるようにと大声で笑い出した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　グレタが、リンドマンの暗殺に失敗したらしい。アジトに集まったメンバー全員が沈痛な面持ちで、ガートルードを取り囲んでいる。


    「政府から公式発表があったわ。リンドマン大統領を暗殺しようとした不届きなテロリストを、明晩処刑すると」


    　……暗殺？　まさか。


    「あの娘ね、シャーリー」


    　ガートルードが悲しげに微ほほ笑えんだ。


    「……申し訳ありません。やめるようにとは言ったのですが」


    　シャーリーは申し訳なさそうな表情をする。ガートルードはいいんですよ、と呟つぶやいて遠くを見た。


    「あの娘に銃を撃つ術すべを教えたのは、私よ。危険な任務であることを承知で、彼女の要望を聞き届けたのも私。……だから、死ぬことも覚悟の上だわ」


    　雰囲気が悪い。


    　確かに、彼女は大統領官邸という場所で働いている以上、その情報はかなりの重要性があっただろう。だがしかし、使用人という身分ではそれほどの精度のものは期待できないのでは？


    　言い方は悪いかもしれないが、彼女一人が情報源というわけではないだろう。彼女の自白により、メンバーが危機に陥おちいる可能性はあるが……。


    「……」


    　だが、この余りにも深刻な雰囲気はそれだけではないということを匂わせている。


    　周囲の表情は罪悪感、苦しみ、怒り、そして同情────同情？


    　同情の視線は、全てがガートルードに向けられている。グレタと、ガートルード……。


    「ガートルードさん」


    「あら。何かしら、ロキ？」


    「グレタは、貴女の孫娘なんですか？」


    　さっ、と場の雰囲気が緊張を帯びた。ビンゴだったらしい。ガートルードは、大きく息をついた。


    「その通り。グレタ・クライン。私を除のぞいたクライン家最後の生き残りよ」


    



    　グレタ・クライン。


    　名門クライン家の三女として生まれる。長男、長女、次女の三人はバレルガニアで育ったが彼女は例外的に国外で育てられる。


    　これは両親が当時激動していた自国を鑑かんがみての判断だった。ただし、両親は国と共に生き、滅ぶ覚悟をしていたし、既すでに成人に差し掛かっていた三人の子供たちも同じだった。


    　たった一人。彼女は両親の愛情を受けることができずに、育った。


    



    　けれど、だからといって性格が曲がったりなどはしなかった。ただ、ひどく冷静になった。幼い頃に泣いても笑ってもそれを認識してくれる者がいない、ということは泣いても笑っても誰も助けてくれないということであり──表情を作ることを馬鹿馬鹿しいと、彼女は思ってしまった。


    　それでも、忙しい合間を縫ぬってちゃんと自分のことを抱き締めてくれる両親や、仲良くしようとしてくれる兄姉は好きだった、と祖母に言った。


    　そうして。ようやく独立が果たされる頃になって、彼女は故国で家族と共に生活できるようになった。それは、グレタにとって一番幸せな二年間だったに違いない。


    



    　二年後、彼女は幸せの象徴だったもの全てを奪われた。


    　その日、クライン家では長男の議員当選パーティが開かれようとしていた。とはいえ、招待されたのは親しん戚せきだけの慎ましいお祝いだったが。


    　そこへ後にミルスキと呼ばれることになる傭よう兵へいたちを率いて乗り込んできたのが、コリキア・リンドマン将軍である。彼は、外務大臣であるジュリアーノ・クラインが海外の投資企業と通じていたことを弾だん劾がい。問答無用で、その場にいた全員を〝処刑〟した。


    　そして、屋敷を含む財産は全て接収された。グレタ・クラインがその難を逃のがれたのは、二つの幸運によるものだ。


    　一つ目は処刑が開始されたとき、幸運にも祖母の家にいたこと（別宅に住んでいたガートルードを迎えに行ったらしい）。二つ目は、政変の際の騒ぎによってグレタ・クラインという少女が戸籍上存在しないという異常事態に陥おちいっていたことだ。


    　年が離れすぎていて、政治に関わることも皆無だった彼女を覚えている者は、身内を除のぞいてほとんど誰もいなかった。そして、その身内はリンドマンの手によって全滅している。


    　ガートルードが抵抗組織レジスタンス〝ホッドミーミル〟を立ち上げたとき、彼女はその創立メンバーの一人として名を連ねた。しばらくの間は、生きるために、戦うために必要な技術を学ぶ日々が続いていたが、やがて彼女は不意に大統領官邸で働くことを申し出た。


    「危険だと、何度も諭さとしたけどね……」


    　ガートルードが寂しそうに笑う。グレタはこう言ったそうだ。


    



    　──どうせ、私はあのとき皆と一緒に殺されたの。


    



    　誰も止める術すべなどなく、彼女は大統領官邸のメイドとして潜り込んだ。あらゆる危機をすり抜けて、情報を流し続けた。


    　だが、とうとう彼女は失敗した。


    　目の前の誘惑に耐えきれず、その手に銃を取り──失敗した。


    「彼女がクライン家の末まつ裔えいであることを、リンドマンは知っているでしょうか？」


    　ガートルードの態度は落ち着いたものだった。落ち着いているように見せているのか、それとも本当に覚悟をしているのか。


    「……知らなかった、でしょうね。でも、ラジオでグレタ・クラインを処刑すると発表したということはグレタが何者か理解したのでしょう。グレタが自白してしまったのか、それともリンドマンが幼い彼女をどこかで見ていたのか、それは分からないけれど」


    「どうにかして、助けを────」


    　誰かが沈痛な表情で、恐らく不可能だと理解していて、それでもそう提案した。


    　沈黙。


    「それは、できないわ。彼女一人のために、組織を動かすことなどありえない」


    　悲痛な沈黙が部屋に満ちた。


    　誰もが口を開こうとする。助けに行こうと。救出しようと。だが、誰も言えなかった。


    　グレタはガートルードの孫であり、重要な人間であるが──組織の重要性は、それを上回る。


    　そう。それが当然だ。組織はそんなことでおいそれと動かしてはならない。私情で動かせば、私情で崩壊するのが組織の常だ。まして、これから自分たちより巨大な組織を打倒せねばならないのなら、尚なお更さらだ。


    　そう。斬きり捨てるべき、斬り捨てるべきなのだ。彼女は誰も救えない。


    （そんなわけがない）


    　彼女を殺すのは、理不尽な力を持った暴君だ。


    （ふざけるな）


    　そして、その暴君は僕が殺すべき存在だった。


    （僕がもう少し早く動いていれば、この国の人間はその分死なずに済んだはずだ）


    　誰もが諦あきらめている。


    （諦める必要がどこにある）


    　誰もが嘆いている。


    （嘆く必要などない）


    　当然だ。


    （当然だとも）


    　僕には力がある。助けに行く動機がある、力がある、あとは方法を探すだけだ。


    



    「そうだね」


    



    　幻影の少女が微ほほ笑えむ。僕を誇るように、満面の笑顔を浮かべる。


    



    「楼ろう樹きくんなら、絶対にそうする。わたしの自慢の幼おさな馴な染じみなんだもん」


    



    　あやなの言葉。


    　幻影の少女の隣にいる、かつての僕が僕を睨にらんで告げる。


    「僕では、その女の子を助けてあげられない」


    「僕なら彼女を助けられる」


    　頷うなずく。僕が僕の肩を叩たたいて告げる。


    「やってやれ、僕」


    　ああ。やってやる、やってやるとも。


    　グレタ・クラインは僕が助けに行こう。


    　僕はそう決めた。もう誰にも覆くつがえさせたりなどしない。


    



    　何の打開策も出ないまま──強しいて挙げるなら、政府の非人道的な処刑に抗議するくらいのものだった──深い闇やみ夜よが訪れた。


    　僕は弓矢とククリナイフを手に、そっとアジトの美術館を抜け出る。車を拝借しようかとも考えたが、少しでも迷惑は避けたいと考えて、山を走って下りようと決意する。


    「はい、お待たせ」


    　先を越されていた。車のドアにもたれかかったシャーリーが、僕を見て笑っていた。


    「……」


    「だんだんとだけど、アンタの思考回路が分かってきたわ」


    「……」


    「乗って。車の中で大統領官邸の内部を頭に叩たたき込んでおきなさーい」


    　僕はおとなしくそれに従うことにした。車内で僕は、必要な情報を片っ端から脳に叩き込んだ。シャーリーが猛スピードで車を走らせつつ、僕に尋ねる。


    「どうして、助けようと思ったわけ？」


    「ついでに、リンドマンの首も刎はねられやしないかって思っただけ」


    「グレタは青酸カリを持ってる。今頃、死んでいるかもよ？」


    　またも嗤わらう。


    　そうなったらそうなったで面おも白しろそうと考えているような、不謹慎な笑みだ。


    「それならそれで、仕方ない。だけど、まだそれは可能性だ。絶対じゃない。助けられるなら、助けたいと思う」


    　意地というやつだ。あの世界最低の鬼畜どもを、これ以上喜ばせてたまるものか。彼女を救うことで、彼らががっかりするのなら、それだけで僕は救われる。まして、首を刎ねられるのなら尚なお更さらだ。


    　げらげら笑いながらシャーリーが叫ぶ。


    「アンタがやろうとしていることは、普通ならどう考えても無謀だわ！」


    「まあ、確かにそうだろうね」


    　ガタガタと道路が揺れる。かなりの速度で走っているらしい、自分でコントロールできない分、不安がある。


    「でも！　でも、アンタならやれる！　確実にやれる！　ああ、なんて胸がときめく展開なの！」
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    　目覚めると、両手と両足を拘束されていることに気付いた。そればかりではなく、猿さる轡ぐつわを噛かまされている。つまり、自殺することができない。


    　その真実に気付いたグレタは一瞬酷ひどく焦あせったが、やがてすぐに思い直した。どうやら、自分は今、監禁されているらしい。いずれ、手て錠じようを解いて猿轡から解放されるときが来るだろう。拷ごう問もんか何かで、事情を吐かせるために。


    　そのときこそがチャンスだ。奥歯を噛かみ砕き、速すみやかに死地へと向かえばよい。


    （……やっとだ）


    　一いち日じつ千せん秋しゆうの思いで待ち焦こがれた。ようやく、やっと、やっと死ねる。やっと家族と共に暮らせるのだ。


    　家族が全員殺されているのに、自分が生きていていいはずがない。


    　家族は一緒にいるべきだと思う。心の底から、そう思う。


    　祖母を残すことだけが、ただ一つの悔恨だが──ここまで来れば、仕方ないと思ってくれるはずだ。


    　暗殺に失敗した人間の末路など、死以外の何があるだろうか？


    　ただ一つ可能性として、祖母が組織を動かして大統領官邸にいる自分を救い出すという荒こう唐とう無む稽けいなものも残されているが──それは、まず有り得ないだろう。


    　祖母は、この国に残されたただ一つの希望なのだ。


    　この国を犯す暴ぼう虐ぎやくに対抗できる、唯ゆい一いつ無む二にの存在なのだ。


    　本人もそのことを承知しているはずだ。だから、自分を救うはずがない。どこまでも冷えた現実を見つめるグレタは、ただ落ち着いていた。


    　他人と比較して、自分の人生が恵まれているとはとても言い難い。けれど、そんな自分は自分なりにできることをしたと思う。


    　とりあえずそう自分の中で結論付けた。


    　未練が無いと言えば嘘うそになる。恐怖が無いと言えば、やはり嘘になる。だが、もう考えたところで自分が死ぬことはほぼ決定的だ。


    　ならば、夢を想おう。叶うことのない夢のことを。


    　……海外で暮らしていたときは、アジアに興味があった。日本や中国、タイやインドネシアといった自分たちとは根本から異なる国を旅してみたかった。見てみたい、暮らしてみたいとずっとずっと願っていた。


    　脳は有り得ない未来を夢想し始めている。グレタ・クラインはクライン家の三女として生まれ、育ち、故国の激動にも耐え抜き、遂に国民と共に自由を勝ち取るのだ。


    　そして、彼女は兼ねてからの夢であったアジアへの旅を決意する。もちろん、父は許可をするだろう。小さな外交官扱いをさせてくれるかもしれない。日本、中国、タイ、インドネシア──そういった国々を隅々まで見て回り、場合によっては留学を願うかも知れない。


    　これはちょっと父親への説得が必要だ。綿密な根回しが必要になるだろう。祖母と兄、それから二人の姉、そして母親に自分がいかにアジアを好きかを説得して回るのだ。そして、父親はちょっと苦にがい表情を浮かべながらも、行ってきなさいと応援してくれるのだ。


    　楽しい夢だ。


    　楽しすぎる夢だ。


    　有り得ない夢ほど、楽しくて悲しいものはない。


    　自分がまともに思考できるのは、あと数時間というところだろう。早く猿さる轡ぐつわを解いてくれと、心の底から願った。


    　このままだと、自分は夢に溺でき死ししてしまいそうな──そんな感じがした。
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    　僕は今、大統領官邸のすぐ近くまで来ていた。近くとはいっても、何しろ警備が厳げん戒かい態たい勢せいだ。ビルの壁にヤモリのように貼りつき、気配を断たっている状態でどうにかここまで辿たどり着けた。


    　脳内の地図はほぼ完かん璧ぺきだ。周囲も、内部構造も把握している。ただ一つ分からないのは、見張りのローテーションだ。もちろん、グレタが流した情報にはその辺のところも掲載されていたが、あれはあくまで通常時のものだろう。


    　グレタ・クラインの処刑が発表された以上、警備は通常の倍以上だと考えるべきだ。


    　凍こごえるような風が僕の頬ほおを撫なでる。いや、撫でるというよりは噛かみついてくると言うべきか。


    　誰もが絶望している。そして誰もが諦あきらめている。


    　仕方ない。


    　そう呟つぶやき、囁ささやき、嘆き、目の前で起こる惨劇を傍観しようとしている。


    　ああ、そうだとも。仕方ない。きっと確かにこれは仕方のない悲劇だ。


    　そして、相手はこう思っている。


    　ざまあみやがれ。我われ々われに逆らうからだ、この家畜どもめ。奴ど隷れいが主人に歯向かうな。いいか、我われ々われはあらゆる暴力を躊ちゆう躇ちよなく行使して、あらゆる横暴を押し通してみせるぞ。止められるものなら、止めてみろ！　殴なぐれるものなら、殴ってみろ！　どうした、殴れないだろう！　当然だ、我々は強いのだ。我々の前に敵はない！


    



    　──ここにいるぞ。


    



    　僕は声なき咆ほう吼こうと共に、その一歩を踏み出した。


    　暴ぼう虐ぎやくには更さらなる暴虐を。


    　高慢には氷の刃やいばを。


    　ケモノには、ケモノガリをあてがうために。


    



    　大統領官邸は、高く分厚い壁に囲まれている。戦車の砲弾すら防ぐといわれる馬鹿げたシロモノだ。お陰で、実に登りやすい。するすると壁を登り、鉄条網をククリナイフの一いつ閃せんで切断する。


    　前庭の木陰に隠れ、迂う回かいしつつ使用人専用の扉とびらへと向かう。


    　途中、警備員の巡回を二度やり過ごす。


    　三度目の警備員は、番犬を連れていた。


    「……」


    　ウ、ウ、ウと唸うなりをあげるドーベルマンに、何か不審なものを感じ取ったのか警備員が立ち止まる。僕は、そのまま視線を犬に叩たたきつける。


    　途端、犬はひどく取り乱して警備員が握り締めていたリードを強く引っ張った。


    「おい、どうした！」


    　犬は黙ったままで、とうとう耐え切れなくなった警備員がリードを手放すと、たちまち庭の向こう側まで走り去ってしまった。


    　そのすぐ後で、玄関付近で騒ぎが起きた。恐らく、警備員たちは犬が走り出した先に何かがあるのだと思ったに違いない。実際には、怯おびえて逃げただけなのだが。


    



    　僕は迷わず、使用人専用の扉から中に入った。さて、彼女が監禁されている可能性のある部屋は────。


    「尋じん問もん室あたりか……？」


    　もしくは食料貯蔵庫あたりという線もないではないが、まあ尋問室とみるのが妥当だろう。


    　暗い廊ろう下かを滑るように歩く。電子的な警報装置は一切見当たらない。また、外と違って中はそれほど警戒が厳重というわけでもないようだ。


    　尋問室──どうやら僕の考えは合っていたらしい。この状況で、誰もいない尋問室に見張りを二人もつけるはずがない。弓に矢を番つがえ、できるだけ身を屈かがめた状態で──射った。


    「それで、あのクソ爺じじいがよ──」


    　何やら自分の武勇伝を語っていた男が、唐突に沈黙し倒れた。


    「な──!?」


    　僕は既に疾走し、跳躍し、壁を蹴けっている。ククリナイフの一いつ閃せん、拳銃を抜こうとしていた男の意識を、たちまち死で刈り取った。ポケットを素早く探り、尋じん問もん室の鍵を入手。


    　部屋の扉とびらを開けると、部屋の隅に手て錠じようと足かせ、そして猿さる轡ぐつわを噛かまされたグレタが座り込んでいた。とりあえずでき上がった死体を二つ、部屋の中に移動させる。


    「……」きょとんとした表情で、彼女は僕を見上げている。


    　扉を閉める。


    「じっとしてて。……その、なんだ。叫ばないで」


    　僕の問い掛けにも、彼女は応じない。彼女はただ、僕を見ているだけだ。あ、大事なことを言い忘れていた。


    「君を、助けに来た」


    　彼女の手と足を自由にし、その後で猿轡を取り外す。幸い、悲鳴は上げなかった。


    「立てる？　走れる？」


    　彼女はその問い掛けに頷うなずき、ややふらふらしながらも立ち上がった。グレタは首を傾かしげて、僕に尋ねた。


    「……どうして？　どうして、救出を？　お祖ば母あさまの指示？」


    「いや、僕の自主的な行動」


    　ドアを開き、左右の様子をそっと窺うかがう。よし、大丈夫。誰もいない。


    「嘘うそ……」ふるふると、現実を否定するかのようにグレタは首を横に振った。


    　うぅむ……酷こくだとは思うけれど、これが夢でも何でもなく現在進行形の事実なのだと早く理解してもらわねば。


    「ついてきて。脱出する」


    　僕はそう言って、彼女の手を強引に引っ張る。彼らがこの異変に気付くまで、どの程度の時間がかかるだろう？　五分？　十分？　いずれにせよ、一分一秒が貴重だった。


    　ドアを閉じ、少しでも時間が稼げるようロックした。


    　グレタは僕の手に引っ張られるまま、おとなしくついてくる。ただ、心ここにあらずという状態なのが気にかかる。


    　ぐいと、むずがるようにグレタが僕の手を引っ張った。


    「どうして？　どうして、私を助けに来たの？」


    　もう一度、グレタが僕に尋たずねる。その辺はあとでゆっくり話すから……と思いつつも、僕は律儀に答えた。


    「助けられると思ったから。ただそれだけだ」


    「嘘うそ……」


    　もっと時間があれば、たぶん更さらなる論理的な答えを聞かせられると思うのだけど。生あい憎にくとそういう状況でもないのだ。


    「あとで、ゆっくりその辺は答えられると思うから。今は、黙って僕についてきて」


    　その言葉を聞いて、彼女はようやく〝起動〟したようにも思えた。瞳ひとみから戸惑いが消えて、最初に会ったときのような、どこか冷徹さすら感じさせる態度を取り戻した。


    「分かった」


    「僕は壁を乗り越えてきたんだけど、君はいける？」


    「……無理」


    　だよな。僕もそう思う。彼女を無理矢理引っ張り上げるという手もないではないが、時間がかかりそうだ。


    「他に、誰にも見つからないような出口とか、ある？」


    「リンドマンが緊急脱出用に作った地下通路がある。こっち」


    　グレタは僕の服を掴つかんで、くいくいと引っ張った。


    　少し迷ったが、僕はそちらを選んだ。少なくとも、外壁を乗り越えるよりはマシだろう。そう思った。結果からすると、この判断は誤りだった。


    



    　僕の過ちは、ただ一点。


    　コリキア・リンドマンの秘書、〝娯楽提供者エンターテイナー〟であったファーレンヴァイダーが、大統領官邸にいたこと。そして、彼の勘の鋭さが尋常のものでなかったことだ。
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    　ファーレンヴァイダー──秘密警察ミルスキの長官であり、元〝娯楽提供者エンターテイナー〟。ただ、元なのはあくまで現時点での役割を果たすためであり、実力的には未いまだ現役であるともいえる。


    　年齢三十七。戦闘能力の衰え一切なし。


    　現役であるならば、かの〝ロビン・フッド〟と並び立つと呼ばれた男である。もっともこれは、ロビン・フッドと同じ〝師匠マスター〟に教えを受けたというのも大きな理由の一つであるが……。


    　今、彼は尋じん問もん室の前にいた見張りが消えたという報告を受けた瞬間、即座にリンドマンの緊急脱出口へと向かっていた。


    「我が相棒──〝ノーベル〟をしばらく借り受けるぞ」


    　リンドマンを叩たたき起こした彼は、そう報告すると彼の抗議も待たずに無線を繋つなげた。


    「侵入者だ。恐らく緊急脱出口へ向かっている。ノーベル、来い」


    　ノーベルは無線機越しに、ゲラゲラと楽しそうな笑い声をあげる──ともあれファーレンヴァイダーはノーベルが了解したと認識し、疾走する。尋じん常じようではない足の速さに、すれ違ったミルスキたちはポカンと口を開けた。


    　なかには暗がりのせいで自分の上司だと認識できず、思わず銃を構える者もいた。


    　銀ぎん光こう双そう閃せん。銃を向けられた以上、誤って射撃される可能性をファーレンヴァイダーは考慮する。相手の指の腱けんを切り裂いて射撃を防ぎ、喉のど笛ぶえを切り裂く。


    　死体を三つほど増やしたところで、彼は緊急脱出口が使用されたことを知った。即座に追跡を開始する。


    　ノーベルも、すぐに追いつくだろう。


    　ファーレンヴァイダーは、久方ぶりに獲物を追い詰める快感に酔いしれたくなったが、戦場ではそれが何よりの隙すきになることを知っている彼は、相変わらずの鉄てつ面めん皮ぴを保っていた。
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    　緊急脱出用の入り口は、なんと二階図書室の使用されていない暖炉の中だった。僕とグレタは、そこから地下まで梯はし子ごを伝って下り、照明以外には何もないリノリウムの廊ろう下かをただ走った。


    「もう少し行ったら、シェルターまで辿たどり着く。そこから、もう少し進めば街まち外はずれに脱出できるはず」


    　グレタの言葉に、僕はどうにかなりそうだと胸を撫なで下ろしかけ……立ち止まった。


    　立ち止まり、後ろを振り返った。


    「……どうしたの？」


    　誰もいない──。僕は身構えた。ククリナイフを前に突き出しつつ、左腕でグレタを僕の背後に回らせた。


    　何か、ある。


    　何かあるぞ。


    　何かがやってくる……！


    　一秒後。音が、した。


    



    　──疾走する銀光は合わせて四つ。その悉ことごとくを叩たたき落とした。


    



    「え……!?」


    　床に転がる投とう擲てき用の短剣ダガーを見て、グレタが凍こおりつく。


    「動くな！」僕はそう叫んだ。


    　更さらに重ねて八つ、ほぼ同時の投擲。畜生、迅はやい……！


    　左目を見開き、一瞬を知覚する。一、二、三、四、五、六、七、八！


    　右みぎ肘ひじを掠かすめた。鋭い痛みはすぐに和やわらいだものの、服の下から血が滲にじみ始めていた。


    （──来る！）


    　埒らちが明かないと思ったのか、短剣ダガーを投げていた〝誰か〟が突進してきた。武器を弓に替えたかったが、そんな余裕が……ない！


    　一本の短剣ダガーが投擲され、それを迎撃した。着地した男は、カチカチと指の関節を動かしながら、僕とグレタの顔を見て納得したように頷うなずいた。


    「この大統領官邸に侵入したのが、君のような少年だったとは意外だ。会えて、とても光栄だ」


    「ファーレンヴァイダー……！」


    　憎悪の塊のようなグレタの叫び。ファーレンヴァイダーは、そのとき初めて彼女の存在に気付いた、とでも言うような感じで目を向けた。


    「君がグレタ・クラインか。……ああ、そう言えば尋じん問もん室には君がいたのか。その忌いま忌ましい目つきはやめたまえ。君などどうでもいい、興がそがれる」


    　そうして、ファーレンヴァイダーは不思議そうに首を傾かしげて僕を見た。


    「彼女を助けに来たのか…………正気かね、君？」


    「アンタよりはマトモだと思うよ。〝娯楽提供者エンターテイナー〟なんて職業を自称しているよりは、ずっとマトモだろうさ」


    　僕が放った言葉に、彼は一瞬だけ身を震ふるわせた。


    「ふむふむ、なるほどなるほど。……君は私が誰か知っているのか」


    「知っているのは職業だけ。中身は知らない。知る必要もない」


    　ファーレンヴァイダーは無言で首を横に振る。


    「いやいや、娯楽を追求する者としては名前こそ何より重要なのだよ。ミルスキ長官という地位など、クソ喰くらえだ。私の真名ステージネームは〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟。君の名前は？」


    「……ロキ」


    　グレタに手を振って、先に行くようにアピールする。だが、グレタは動かない。チラリと彼女を窺うかがうと、憎悪に瞳ひとみを焦こがしてファーレンヴァイダーことタランチュラを睨にらみ付けていた。


    「ふむ、君に恨まれる理由は山ほどあるが、やはりアレかね？　君の家族を皆殺しにしたのが私だからかな？」


    　……動かなくもなるわけだ、そりゃ。タランチュラは肩を竦すくめて告げる。


    「いい加減大人になりなさい。それはまあ、君の人生が狂ってしまったことを気の毒だとは思う。だが、私たちは楽しめたのだからよしとしようじゃないか」


    「……」


    　グレタの表情が凍こおりつく。


    　何を言っているのか、たぶん彼女は理解できていて、だからこそ理解ができない。


    　絶対的な〝悪〟という存在に、たぶん生まれて初めて彼女は直面したのだ。


    「数年経つが、未いまだに覚えているとも。最初に殺したのは君の母親だ。私が首を切断し、リンドマンはその頭でリフティングに挑戦した。次女の叫びがけたたましすぎたので、苛いら立だったリンドマンが彼女を殺してしまったのは残念だった。長女と長男は、部下たちの射撃練習として使わせてもらった。君の父親は、それでも精せい神しん崩ほう壊かいせずによくもっていた。尊敬するに値する人物だった。なので、娯楽提供者エンターテイナーの端くれとして、何としてでも彼を笑わせたいと思い、私は────」


    　弓に矢を番つがえて、躊ため躇らいいなく打ち放つ。聞いてられるか、そんなイカれた世迷い言。


    　タランチュラは指に挟んだ短剣ダガーで、その矢を受け流す。


    「いかんな、年を取るとお喋しやべりが長くなって困る。だが、年を取っていいこともあった。たとえば────こうして、搦からめ手を使うこともできるようになる」


    



    　──総毛立つ。陥かん穽せいに足を踏み入れる直前の、独特の冷えた空気が脊せき髄ずいに突き刺さった。


    　ヤバい、絶対にヤバい。ここにいてはならない。彼と決着をつけようと考えてはならない。予感、予感、予感が正しければ──。


    「爆発は芸術だ！」


    　僕はグレタをひっつかみ、咄とつ嗟さに後方へ跳躍した。


    　足あし下もとに、高速の物体が突き刺さった。


    　矢だと思った。


    　正確には違った。鏃のついた爆薬だ。導火線から、火花が散っている。


    「逃げ……！」


    　言葉が終わらぬうちに、爆薬が物もの凄すごい勢いで周囲を吹き飛ばした。僕とグレタは二人、壁に叩たたきつけられる。咄とつ嗟さに彼女の服を掴つかんで庇かばったせいで、右腕が変な方向に折れ曲がった。


    「……ロキ……！」


    　グレタの呼びかけに、僕はどうにか頷うなずいた。


    　哄こう笑しようをあげながら一人の男が乱入する。左腕に巨大なクロスボウを装着した鉄仮面の男。


    　新手の〝娯楽提供者エンターテイナー〟！


    「偉大なる発明に祝福を！　偉大なる爆発に信仰を！　私の名はアルフレッド・ノーベル！　偉大なる爆薬者！」


    　立ち上がる。一刻の猶ゆう予よもない。逃げろ、この場はなんとしてでも全力で逃げろ……！


    　銀光がまたも煌きらめく。迎撃することは考えず、ただダメージを最小限に食い止めることだけを考える。


    　背中に一本、短剣ダガーが突き刺さった。焼け付くような痛みに顔をしかめるが、引き抜くこともせず、そのまま出口へ向けてグレタと共に廊ろう下かを走り抜ける。振り向きざまに、僕はシャーリーの車から持ってきたスタングレネードを投とう擲てきした。


    　ほんの数瞬でもいい。梯はし子ごを昇って出口を開く時間を稼かせげ……！


    　轟ごう音おんを背後で聞きつつ、僕とグレタは更さらに疾走する。


    　貯水用のタンクが並ぶ大きな部屋を、息せき切って駆け抜けた。背中の痛みが、どんどんと酷ひどくなっていく。足もふらつき始めた。


    　出口に向かう梯子へと到達。マンホールを肩で押して外へ飛び出す。誰かいるか？　誰かいるか？　誰か────。


    「ロキ……！」


    　大丈夫。誰も、いない。


    　頭が揺れる。意識が霞かすみ始める。冷徹な思考が告げる。毒を受けた。背中と、先ほどの短剣ダガーの切り裂き。何の毒だ？　痺しびれるだけなら、いいのだが。

  


  [image: ]



  
    　──心臓が一つ鼓動するたび、全身を引き裂かれるような激痛。


    



    　ふらつく。ふらつくが、まだ歩く。


    「グレタ……」


    「……！」


    　彼女が僕の肩を掴つかみ、僕は歯を食い縛って歩き出した。


    「大丈夫……もう少し、もう少しだから……！」


    　車のタイヤの音がする。だが、不思議なことに危機感はない。クラクションを鳴らされる。大丈夫、このクラクションは先ほども聞いた記憶がある。


    「グレタ！　ロキ！　乗りなさい、速く！」


    「シャーリー……！」


    　僕はグレタに引き摺ずられつつ、車に乗り込んだ。乗り込んだ瞬間、僕の内部で使命クエストが果たされたと認識したのだろう。それまでなんとか保っていた身体能力が軒並みシステムダウンし始める。


    　僕は完全に意識を喪失した。


    　ケモノガリは、傷ついた体を休めるため──深く深く眠りに就ついた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　机に拳こぶしを叩たたきつけた、怒りのあまり痛みすら感じない。


    「ふざけるな、逃がしただと!?」


    　リンドマンの怒声に、ファーレンヴァイダーとノーベルは揃そろって頷うなずいた。


    「まあ、私の〝毒牙〟で負傷させた。運が良ければ死ぬかもしれん」


    「だったら、追跡して確認すればいいだろう！」


    　再びの怒声に、ファーレンヴァイダーは肩を竦すくめた。


    「すまんね、リンドマン。気分が乗らなかった。あれではハンデ戦なんでな。楽しくないし、美しくもない、エンターテインメントたり得ない」


    　彼の言い訳──ですらない理由を聞いて、リンドマンは深く呻うめいた。


    「貴様とは長年の付き合いだが、その辺の気まぐれだけは直らんな。ええ？　貴様が〝娯楽提供者エンターテイナー〟でなければ、即刻処刑していたよ。ああ畜生！　世界とは言わんが、この国くらい私の思い通りにならんのか！」


    「申し訳ない、ボス」


    　ノーベルは律りち儀ぎに謝罪する。リンドマンははぁ、と溜ため息いきをついた。


    「それで。グレタ・クラインを救い出した英雄は、どんな男だったんだ？　ＣＩＡの特殊工作員が潜入してきているという情報があるが、そいつか？　それとも、軍の反乱分子？」


    「子供だ」


    　リンドマンはその単語に、一瞬戸惑った。


    「子供？」


    「年齢十四……よくて十五。人種はアジア系……恐らく日本人だろうな」


    「……ファーレンヴァイダー。いや、〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟。私は、お前がどんな存在かよく理解しているつもりだ。そこのノーベルも、付き合いこそ浅いが経歴は知っている」


    　葉巻を口に咥くわえる──怒りのあまり、噛かみ千ち切ぎった。


    「そのお前たちが！　アジア人のガキにグレタを連れ去られ、あまつさえ逃がしただと！　嘘うそは大きければいいというものではないぞ！」


    「──レントブロア共和国の事件を覚えているか、リンドマン。半年前のアレだ」


    　その言葉に、怒声がピタリと停止した。


    「覚えていないはずがないだろう。……参加した会員が、主催者もろとも全滅した事件だ。忘れようったって忘れられるものじゃない。スケジュールの都合がつけば、参加しようとすら思っていた。残念だよ、まったく」


    「〝クラブ〟の公式発表では運悪く軍との撃ち合いになったということになっているな？」


    　沈黙。


    　ノーベルは眉まゆをしかめて、ダイナマイトアローを手持ちぶさたに弄いじっている。


    「……そうだ」


    「大嘘だ。あの場にいたクラブの会員たちは、スタッフや〝娯楽提供者エンターテイナー〟を含めて残らずたった一人の日本人に全滅させられた」


    　ノーベルも、リンドマンも、ファーレンヴァイダーの言葉に口を開くこともできないほどに驚いた。


    　思考が淀よどみ、上う手まく論理的に物事を考えることができない。それでも、コールタールのような流れを掻かき分けて、リンドマンはどうにか結論に辿たどり着いた。


    「つまり……」


    　ファーレンヴァイダーは頷うなずき、楽しげに告げる。


    「グレタ・クラインを助けたのは、その少年…………という可能性もある」


    「目的は、何だ？」


    「知らん。だが、君ならどう考える？　ある日、我われ々われの狩りに巻き込まれた少年だ。突然のことだ。絶望もしただろう、くるいそうになっただろう。だが、生き残った。生き残ったばかりか、狩ろうとしたハンターたちを返り討ちにした。そんな少年は、次に何を考えると思うのかね？」


    　復ふく讐しゆう。


    　復讐。


    　爆発的な憎悪を抱いだき、あらゆる物を焼き払う復讐しかない。


    「つまり、その子供は私の…………私の、命を狙ねらうと？」


    　リンドマンは怒りで震ふるえた。たった一人の子供が、終身永世大統領たる自分を狙うなど、あまりにも侮ぶ辱じよくに過ぎる。


    「最近、会員たちが次々と姿を消しているという噂うわさも流れている。可能性は極めて高いな」


    「……だがしかし。彼は私を殺さず、グレタを救っただけだぞ？」


    　リンドマンの言葉に、ふーむとファーレンヴァイダーは首をひねる。


    「確かにそれはおかしいことかもしれないがね。だが、こうも考えられないだろうか？　この国に何の伝手もなく、大統領官邸に近づくことすらできなかったはずの少年は抵抗組織レジスタンスに加わることで、官邸内部の隅々まで情報を得ることができた」


    「……」


    　ゆっくりと、リンドマンにも状況が飲み込めてきた。つまり、ほんの少し気まぐれを起こして銃殺刑を即時執行していた場合、少年は救出など考えずに──。


    「命を狙われる気分はどうかな、リンドマン。久しぶりに味わうスリルだろう？」


    　くつくつと、ファーレンヴァイダーが笑う。


    「その少年は……ホッドミーミルが匿かくまっているんだな？」


    「恐らくは」


    「ならば、遊びは終わりだ。ファーレンヴァイダー、ホッドミーミルをミルスキの総力を挙げて潰つぶしにかかれ」


    「……本来の方針とはいささか異なるが、それでいいのか？」


    「構わん！　私がこの国の最高権力者だ！　この国を導くべきは、この私だ！　誰にも、誰にも異を唱えさせるものか！　あのクライン家の亡霊にもだ！」


    　ファーレンヴァイダーは頷うなずいた。


    「承知した。では、あの抵抗組織レジスタンスで楽しく愉快に遊んでいた阿あ呆ほうどもに、希望が打ち砕かれることが、如い何かに素晴らしいことかを教えてやろう」


    　ファーレンヴァイダーが執務室から退出しようとしたとき、入れ違いにメイドの一人が食事を盆に載せて運んできた。リンドマンが夜食を要望したのだ。


    「ところで。グレタがここから逃げたことを兵士たちに悟られないために、代わりが必要なのではないかな？」


    「ん？　ああ、そうだな」


    「あの、お食事を──」


    　そう言いかけたメイドの後頭部に、ファーレンヴァイダーの短剣ダガーが突き刺さった。


    「代わりにしておけ」


    「食事に血がかかったらどうするんだ」


    　リンドマンは心底厭いやそうな表情で顔をしかめた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──夢が炸さく裂れつする。


    　あやながいる。貴き島しまあやながいる。彼女は、どうにも虚うつろを湛たたえた瞳ひとみでこちらを見返す。


    「あやな」


    　僕の呼びかけに、彼女はただ虚ろに見返すだけ。


    



    　──どうして？


    



    　彼女は世界のどこかで、悲嘆と笑顔を織り交ぜながら現実と向き合って生きているはずだ。


    　こんな表情をしていいはずがない。


    



    　──でも。でも。でも。寂しいの、寂しいの、寂しいの。


    



    　……違う。


    　これは、僕の心だ。畜生、畜生、畜生。あやなに会いたい。ただそれだけでいい。それだけで、どれだけ慰なぐさめられるか。


    　だが、会えない。会わない。終しゆう生せい、幻をただ一つの縁として生きていくと決めたのだ。


    　どれだけあやなが寂しいとしても、どれだけあやなが悲しむとしても。


    　僕は世界における僕の役割を果たすと誓ちかったのだ。彼女のために、己のために、名もなき弱者たちのために。


    　なのに。


    　怒ど濤とうの如ごとく押し寄せる苦痛は、僕の皮を、肉を引き剥はがし、骨すらも砕いてしまう。そうして、剥むき出しの神経が残り、本能が残る。


    　あやなに会いたい。


    　あやなに会いたい。


    　あやなのそばにいたい。


    　他に何をしたいわけでもない、ただ彼女の手を握り締められればそれでよかった。だけど、だけど、だけど────。


    



    　──歯を食い縛れ。彼女の幻はここにいる、だが現実のあやなはいない。お前のいる世界とは異なる場所にいるのだ。


    



    　黙殺する。無視する。打倒する。踏破する。超越する。


    　そうあろうと祈る。


    　溶岩の海に投げ出されたような苦痛が、全身を苛むしばみ続ける。背中に穴が空いていて、そこに溶岩が入り込んでいく。内側が焼け爛ただれ、臓器を溶かす。


    　鋭く、鈍く、熱く、冷たい、極限の苦痛。この世の地獄のような気分。頭を抱えて蹲うずくまりたかった。いっそイカれてしまえばと願った。だが、僕の頭は相変わらず冷静な思考を続ける。


    　毒だ。


    　これは毒だ。毒を受けたのだ。いつ？　……〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟との戦いのときだ。あの短剣ダガーだ、思い出した、畜生め。


    



    「……」


    　誰かが傍そばにいる。敵か？　味方か？　くそ、判断がつかない。体が勝手に動き、〝それ〟から離れようとする。


    「…………！」


    　無理矢理、体を掴つかまれる。暴れて逃のがれようとする。手探りで武器を探す──何もない。両腕を押さえつけられ、のしかかられた。


    　噛かみつこうとした瞬間、口に布を詰め込まれて後頭部をブン殴なぐられた。殺意のない一撃にまで対応できるほど、僕の体は元気ではないらしい。


    　今の僕は、とにかくただ逃げようとしていた。脱だつ兎との如ごとく逃走し、どこか一人になれる場所を探したかった。だが、全身──特に末端である手足はほとんど動かすことができず、ただ刻まれているのは痛覚だけだ。


    　痛覚。痛覚だけが、今の僕の意識を支えていた。くそ、悪趣味極まりない毒だが意識が朧おぼろでもあるだけ感謝だ。


    　両肩を押さえつけられ、口を開かされた。どろりとした液体と固体の混じった何かを飲み込まされる。吐き出そうとすると、やはり押さえつけられた。


    　それでも暴れようとした僕の手を、誰かが握った。温かい手に、ほんのわずか──ほんのわずかだけど、苦痛が和やわらいだ。


    「…………」


    　暴れるのをやめて（ようやく無駄だと悟った）、内側の苦痛を排除することに全身全霊を傾ける。脳内麻薬を総動員で巡らせ、体内の針で刺すような痛みを吸収する。血の中に巡っている僕のものではない物質を認識し、排除しようとする。


    　人間なら誰もが持つメカニズムが、僕の場合は凄すさまじい速度と力で進行していた。それでも、いかなる毒なのか、凄すさまじい勢いで体のあらゆる部分を傷つけていた。神経、骨、筋肉、表皮、眼球、鼻孔、口こう腔こう、耳────あらゆる感覚器が毒に蹂じゆう躙りんされる。


    　ただ一つ、握り締められた手だけが救いだった。


    「あ、がぁぁぁぁぁっ……！」


    　久しぶりに、悲鳴をあげた。悲鳴と同時に、口から血を吐き出した。背骨が折れるくらいに仰のけ反ぞった。


    　一秒が一日に感じられ、十秒は一年に到達した。永えい劫ごうとも思える時間を、ひたすら戦い続けた。武器を持たず、ただ耐えるだけという絶望的な戦いを。


    　それでも、僕は死神の手を払い除のけ続けた。あやなの名を二度か三度叫び、彼女の面おも影かげを微かすかに思い出し、無力な人間の命を奪った憎悪に値する人間たちの嘲ちよう笑しようを頭に描いた。


    　殺してやるとも。そうだ、殺してやる、殺してやる、絶対に、確実に、あらゆる手段を用いて、貴様らの首筋に刃やいばを突き立ててやる！


    　炎のような憎悪が、体内を駆け巡って毒を焼き尽くす。手から流れ込む人間の温かさが、それを後押しする。


    　生きなければ────生きなければ。畜生、生き延のびろ、生き足あ掻がけ。絶対に許さないぞ、僕の体が毒ごときに押し負けるなんて絶対に許さない。血を何度か吐いた記憶がある、僕の手を握っていた誰かの手を握り潰つぶしかけたことも覚えている、幾度か喉のどにどろっとしたものを流し込まれたことも覚えている、気が遠くなるほどそれを繰り返して────。


    



    



    　ゆっくり……ゆっくり、まともになっている自分に気付く。体内の状況よりも、周囲の状況を捕捉することを優先できる。


    　瞼まぶたを開き、首をぐるりと回す。粗末なベッドに寝かせられていることに気付く。僕の手を握り締めている少女に気付く。その少女が、僕の顔を見て少し驚いていることにも気付く。少女の名前がグレタ・クラインだということを思い出す。


    「……」「……」二人して沈黙中。


    「……」「……」二人して未いまだ沈黙中。


    「……」「……あのぅ」ようやく僕が口を開いて、沈黙を打ち破った。


    「………………よかった」


    　グレタはそう囁ささやき、今まで一度も見なかった表情を浮かべた。


    「…………ほんとうに、よかった」


    　彼女は、微ほほ笑えんでいた。うっすらと目め尻じりに涙を溜ためていて、感動したかのように一瞬身を震ふるわせた。ええと、いや、その、あの、ごめんなさい？　いや違うのか。


    「よかった、よかった、よかった、よかっ…………………………」


    　ゆっくりと彼女は僕に体を預けるように倒れ込んだ。何かあったのか、と思う間もなくすぅすぅという寝息が聞こえてきた。


    　……寝た、のか？


    　人の気配に、首だけを傾ける。開いたドアにもたれかかり、ニマニマと笑みを浮かべるシャーリーがいた。


    「六十八時間」シャーリーは端的に時間だけを告げる。少し考えると、それだけで言いたいことはだいたい飲み込めてしまった。


    「ずっと、起きてたの？」僕の胸で眠り続けるグレタは、どうやら六十八時間起きていたらしい。


    　シャーリーの頷うなずきに、僕はなんとも申し訳ない気持ちでいっぱいになる。


    「……ごめん」誰に謝るでもなく、とにかくそう口にした。


    「この娘が、自分でやり出したことだから仕方ないよ。ガートルードの婆ばあちゃんといい、グレタといい、頑固で一度言い出したら聞きやしないんだから、ふんとにもう」


    「あ。スタングレネードありがとう、助かった」


    「まあ、いいってことよ。で、あんたの代わりにグレタを寝かせてくんない？」


    　もう眠気はない。ただ、恐ろしく体が重たく、気け怠だるかった。僕は彼女を起こさないように、するりと寝床から身を抜け出し、シャーリーに手伝ってもらって彼女を寝かせた。


    「……」拳こぶしを握り締め、また開く。それを繰り返すと、ゆっくりと手足の痺しびれるような感覚が消え失うせていくのが分かった。だが、それでもこの体の重さはキツい。あと、右腕ががっちりとギプスで固定されていて、ちょっと不便だ。


    　一歩一歩、しっかりと確認しながら足を踏み出す。


    「呆あきれた回復力ねー。正直、死ぬと思ってたわ。というか、一度か二度くらい死んでた気がするんだけど」


    「そこまで酷ひどかった？」


    「とっても」


    　シャーリーはそう言いつつ、僕にククリナイフと弓と矢筒を差し出した。


    「つけておいた方が、気が引き締まるんじゃない？」確かに彼女の言う通り、装着したらずいぶんとマシになった気がした。


    　それでも、よろよろと、壁に手をつけて歩かねばならなかった。


    「……現状はどうなってる？」


    「ミルスキの活動が活発化してる。どこもかしこも酷ひどい状況よ」シャーリーは煙草たばこに火をつけようとして躊躇ためらうように、僕の顔を見た。たぶん、厭いやそうな表情をちらっと浮かべてしまったからだろう。


    「ひょっとして苦手？」正直に言って苦手だった。煙草の匂いはいざというときになかなか消えてくれないのだ。僕がそう言うと、彼女は諦あきらめてポケットに煙草のパックを押し戻した。


    「酷い状況って、具体的には？」


    「一般市民の虐ぎやく殺さつ、一般市民を巻き込んだ銃撃戦、密告者への私刑リンチ……まあ、マザーの統率が上手なせいか、こちらの被害は最小限に留とどまっているけど」


    「見通しは？」


    「……暗いわね、とても暗いわ」


    　そう呟つぶやくシャーリーの顔は、どうにも精彩を欠いていた。


    「………………」


    　静まり返った美術館の廊ろう下かを、とぼとぼと歩き続ける。やはり体が重い。戦闘能力を適当に計算してみる。がた落ち──たぶん、万全の状態から考えると四割程度だ。


    　せめて、八割か最悪でも七割まで回復しなければどうにもならない。


    「あんたはしばらく休んでなさい。それだけのことをしたんだし、それだけの代償を払ったんだから」


    「そうかな……？」


    「グレタ・クラインはクライン家の後継者。かつてこの国をよりよくしようとした一族の末まつ裔えい。正直、マザー……ガートルードはいつ亡くなってもおかしくないの。でも、あの娘がいればレジスタンスは希望が持てる。一般市民が立ち上がることだって、有り得ない話じゃない」


    　凄すごいな、と思いつつも疑問を抱いだく。


    「……そんな子を、どうしてスパイに？」


    「あの子の希望だったから。マザーは止めたけど、それでも彼女は行ってしまった」


    「頑固なんだ」


    「私たちが手を焼くほどにね。……ね、お願いがあるんだけどいいかしら」


    「僕にできることは、戦って殺すことくらいだけど」


    「いやいや、残念ながら……今の貴方あなたしかできないことがあるの」


    「？」


    　首を傾かしげる僕に、彼女はそっと肩に手を置いてニンマリとした笑顔でとてつもなく困難な任務を告げた。


    「グレタがまた無茶をやらないよう、当分は貴方が彼女を頼ってちょうだい。頼って、頼って、できれば甘えてくれるとアタシ的には嬉うれしいわ」


    



    　………………。


    



    　僕の表情は、たぶん最近では例を見ないほどに困惑しきったものだったと思う。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──目覚めると、あの人はいなかった。


    　私は身を起こし、自分があの人のベッドで眠っていたことに気付く。彼が目を覚ましたことはよく覚えている。だから、安心した。安心した途端、意識が遠くなってしまった。


    　絶望的な六十八時間だった。


    　彼が血を大量に吐き出したのは十一回。背骨が折れそうなほど仰のけ反ぞり、悲鳴をあげたのが六回。シャーリーに言わせれば、それでも奇跡的というか信じがたい忍耐力だそうだ。


    　毒はコノトキシンの特別調合品。ただただ、凄すさまじいまでの苦痛が襲いかかるという悪趣味極まりないシロモノ。血清や解毒剤は存在せず、対処法としてはただ耐えるしかない。耐えて、耐えて、耐えて……一定量の毒を排出しきれば命は助かる。


    　つまり、私にできることは何もなかった。彼によって命と尊厳を救われた私は、何もできずにただ手を握り締めているしかなかった。


    　彼の苦しみを分かち合うこともできず、彼の痛みを和やわらげることもできなかった。自分が、あまりにみじめだった。恥ずかしくて消えてしまいたい。


    　有り余るほどに大きな〝恩〟を、果たして自分はどう返すべきなのだろう。


    



    　……とにかく、悩んでいても仕方がない。


    



    　私は立ち上がる。ぱんぱんと埃ほこりを払い、鏡の中の自分がみっともなくやつれていないかを確認する。……かなりやつれているが、まあ許容範囲だ。


    　私は歩き出す。まだ体力が戻ってないせいか、ちょっとよろけた。


    「っとっとっと……」


    　歩き出した途端に誰かの胸板に顔を突っ込んだ。


    「…………」


    　あの人だった。


    　不思議なことに。なんとも不思議なことに────私は、無性に恥ずかしくなってしまった。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　扉とびらを開くなり、グレタが僕の胸に飛び込んできた。ええと……何だろう、この状況は。しばらく、じっとしていると彼女は僕から離れるでもなく、頭を胸に当てたままじっとしている。


    「ええと、ええと、えー……」


    　僕は躊躇ためらいつつ、彼女を引き離そうとしてやめた。よく分からないけれど、彼女はたぶん、生まれてこの方一度もこうして頭をだれかの胸に預けたことがないんじゃなかろうか。


    「………………あの、ごめんなさい」


    　申し訳なさそうに、彼女は僕から離れた。


    「いや、いいよ。……大丈夫？」


    「貴方あなたこそ」


    　まあ、その通りだ。毒に全身を侵され、爆発で吹き飛び、腕が折れたからな。それでもまあ、なんとか生きている。


    「平気……だと思う。右腕はしばらく駄目っぽいけど、骨はそのうちくっつくってさ」


    　グレタははぁぁぁぁ、と大きく息をついて囁ささやいた。


    「何度か、駄目かと思った」


    　まあ、聞く限りはこの三日間の僕は相当ヒドい有様だったらしい。毒が全身に行き渡り、背骨が折れそうなくらいに仰のけ反ぞり、悲鳴もあげたらしいから。なんたる不名誉。


    「毒はまだ抜け切ってないから、興奮すると発作みたいに痛みが走るかもってシャーリーが言ってた」


    　彼女の言葉に僕は無意識に腹部を押さえた。確かに彼女の言う通り、なんとはなしの違和感が全身のそこかしこに残っている。まるで、熱い泥が腹部に溜たまっているようだ。


    　これらはいつか爆弾のようにどかんと爆発し、僕を死に至らしめようとする。


    　そんな、予感がした。


    



    「お腹空すいてない？」


    「ええと、えー…………ちょっと空いてるかな」


    　彼女の言葉に呼応するかのように、ぐぅぐぅと腹が鳴った。ちょっと恥ずかしい、などと考える僕に構わず、グレタはうんうんと納得するように頷うなずいた。


    「食事取ってくる。部屋で待ってて」


    　ぱたぱたと、彼女は駆けだしていった。それを見送ってふと気付く。あれ？　……彼女はメイドに扮して潜入していただけなのに、なんでまたメイド服なんだろう。


    



    「服、全部貴方あなたが吐いた血で汚れた」


    「ごめんなさい」もぐもぐと、オートミールを食べさせられる。食べさせられる、というのはまあ、僕の右腕が折れたために彼女が食事をスプーンで僕の口で運んでいるためだ。


    　味の方は……まあ、日本人の僕にはちょっと合わないとだけ伝えておく。それでも、お腹が空すいているせいで、胃はひっきりなしに食事を求めていた。


    　しばらく、機械的な動作が続いた。


    　グレタがスプーンで食事を突きつける。僕はそれをパクリと食べる。咀そ嚼しやくする。飲み込む。ひたすらその繰り返し。


    「……魘うなされたときのことって、覚えてる？」


    　グレタの問い掛けに、僕は首を横に振った。


    「曖あい昧まいにしか覚えてないんだ。……酷ひどかったらしいっていうのは、よく聞くけど」


    「うん。とても酷かった。…………食事も大変だった」


    　食事？


    「僕、そんな状況で食事ができたの？」


    　僕の問い掛けに、グレタは何な故ぜか頬を赤らめた。


    「ううん。仕方ないから、無理矢理口の中に入れたの。……無理矢理」


    「はぁ……」


    　棒の先にでもくっつけて、ねじ込んだってあたりだろうか。グレタはパタパタと、何故か焦あせるようにスプーンを僕に突きつけてくる。


    「いいから、食事続ける」グレタは何故かちょっとおかんむりのようだった。


    　了解しました。僕はスプーンを口にくわえて、満腹になるまで食べ続けた。


    



    　──さて。これからどうしよう。


    　僕は途方に暮れた。戦闘は論外で、体を鍛きたえることも少し休むべきだった。となると、回復するまで待機ということだが、その待機がくせ者だ。


    　ぶっちゃけ、することが何にもなかった。


    「……」


    　そして、僕の傍そばでただじっと立っているグレタ。


    「あの……座ったら？」


    「座ったら、いざというときにあなたの世話ができない」


    　キッパリと言い切られた。というか、いざというときってなんだ。


    「……ともかく。メイドが座っているなんて、言語道断だと思う」


    　メイドじゃないだろ、グレタ。いや、メイドの格好しているけど。


    　僕がそう言うと、彼女は首をふるふると横に振って──実に、衝撃的な発言をぶちかました。


    「三日前から。私は貴方あなたのメイドになった」


    　さすがの僕も、しばらく絶句した。


    「ええと、その。…………ど、どうして？」


    　グレタは平然と、本当に有能なメイドのような面おも持もちで告げる。


    「私は貴方に命を救われた。無謀な暗殺を計画し、失敗したときに死ぬはずだった。でも、私はこうして生きている。貴方のお陰で」


    「……そんな大したことじゃないよ。僕にも僕なりの理由があった」


    　そう。あまり大したことではない。それに僕だって、計画があった。グレタが死んでいたら、即時リンドマンの暗殺に切り替えるという薄汚い計画だ。


    「それでも。命を賭かけて……救ってくれたから。私にできることは、貴方のために誠意を尽くすことだけ」


    「ええと。それで、メイドになる…………ってこと？」


    「うん。迷惑ならそう言って。貴方の前から姿を消して、二度と現れないから」


    　なんでそう、生きるべきか死ぬべきかという感じに振り幅が極端なんだろう……。


    「いや、そこまで迷惑じゃないけど」


    「なら、世話をしてもいい？」


    「…………」


    　僕が押し黙っていると、平然としていた彼女がどんどんと震ふるえ始めた。で、目に涙が溜たまり始めた。


    「って、泣くの!?　ここで泣くの!?」


    「……泣いてないから」いやいや、泣いてる。物もの凄すごい勢いで泣き出してる。


    「うぅ……」


    「どっちなの？」


    　僕はたぶん、今までで最大の溜ため息いきを吐き出した──と思う。


    「分かった。ええと、お願いします」


    　僕が頭を下げると、彼女は満足げに頷うなずいた。


    「ん、よろしい」


    　僕の立場、むしろ下なような気がする…………。


    



    「じゃあ。なんなりと命令して」


    　グレタの言葉に、僕はしばし考えて言った。


    「とりあえず……この美術館を一巡りしたいかな。ガートルードさんはいる？」


    「了解。お祖ば母あさまのところに連れて行く」


    　彼女はそそくさと、僕の左手を握り締めた。さすがに照れ臭いので、振り払おうと手に力をこめた途端──。


    「…………」分かった。分かったから泣かないでくれませんか。


    「泣いてないから」うん、諦あきらめよう。僕はそう結論付けた。


    　美術館は負傷者でごった返していた。全員が疲れ切ったという感じで、俯うつむいていたがグレタの姿を見るなり、笑顔を取り戻した。


    「グレタ……！」


    「グレタ、生きていたなんて……！」


    　彼女は空あいた手で、ふるふると手を振った。その仕草だけで、どっと負傷者が歓声をあげた。


    「おい、あんたがグレタを助けたアジア人か？」


    　不意に一人の男が近づき、真剣な表情で問い掛けてきた。頷うなずくと、彼はたちまち喜き色しよく満まん面めんになって僕を抱き締めた……って痛い痛い！


    「ありがとう……本当にありがとう……！　生きていたなんて！　クライン家の末まつ裔えいが、生きていてくれたなんて……！」


    　周囲がたちまち、感謝の眼まな差ざしを僕に投げかける。


    「英雄だ！　アンタはこの国の英雄だ！」


    　やめてくれ、と叫びたくなったがギリギリで押し留とどまった。なるほど、確かに僕の行為はどうあれ英雄的なのだろう。動機がどうあれ、僕はこの国の重要人物（になろうとしている）の少女を救ったのだ。


    　無下に否定すれば、彼らは傷つくだろう。それに、日常を謳おう歌かするには全くもって役立たずなこの〝才能〟で、誰かが救われるのは決して悪い気分ではなかった。


    「……」


    　グレタは少し戸惑いながら僕を見る。僕は迷わず、彼女から手を離す。彼女は一人一人、負傷者に話しかけた。淡々とした、冷静なものだったが──だからこそか、彼女の言葉は負傷者たちに安心感を与えていた。


    「ねえ、グレタ様」


    　足に傷を負って、引き摺ずるように歩いていた子供が不安そうな瞳ひとみで問い掛ける。


    「……いつか、僕たちも自由になれるの？」


    　グレタはしばし凍りついたように、少年の顔を見つめていた。


    「なれるわ、約束する」


    　ぱっと、少年の顔が輝いた。はにかむようにグレタに手を振り、元いた場所へと足を引き摺ずって戻っていく。


    「…………ロキ、行こう」


    　僕は頷うなずいた。自分が英雄扱いされるのは、どうにも居心地の悪いものだ。目の前の少女は、もっとだろう。僕たちは、負傷者だらけの大広間を抜けた。


    　廊ろう下かを二人、何とも言えない気まずさを抱えながら歩く。グレタは独り言のように呟つぶやいた。


    「間違ってる。私は、皆が思っているような人間じゃないのに」


    「……」


    「私は、ただ……ただ、あいつらを殺したいだけなのに」


    　リンドマンへの復ふく讐しゆう。


    　もしくは、ファーレンヴァイダーこと〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟への復讐。


    　リンドマンが「殺せ」と指示を下し、ファーレンヴァイダーがその指示に従って彼女の家族を破壊した。それも、随分と悪趣味なやり方で。


    　許せないに違いない。殺したいに違いない。ただ、それだけなのだ。国家のために戦っているわけではなく、自由を勝ち取るためでもない。そんな崇高な動機ではなく、ただただ胸に巣す食くった憎悪をどうにかしたいだけ。


    　僕には、彼女の気持ちがよく分かる。


    「英雄じゃない。この国がどうなったって構わない。独立なんてどうでもいい。それはやりたい人がやればいいのに……！」


    「そこまでよ、グレタ」


    　慌あわてて向き直ると、向こう側から微かすかな駆動音と共にガートルードがこちらにやってきていた。グレタは随分と大声で呟いていたようだ。彼女は顔色を失って、ぎゅっと僕の手を握り締めた。


    　そんな彼女を安心させるように、ガートルードは穏やかに言う。


    「貴女あなたの気持ちはよく分かるわ。とっても。……それは、たぶんどうしようもないことなのよ」


    「……お祖ば母あさま」


    「でもね、グレタ。貴女は最も早はや、それだけで生きてはいけないの。貴女のお父さん……私の息子は、この国のために全てを捧げた。私の義理の娘であり、貴女のお母さんも。三人の孫も、全員ね」


    「……」


    「もちろん、私もそのつもり。この国のために、あるいはこの国を見守ってくださる神のために。全てを捧げるつもりよ。命も、智ち慧えも、何もかもを」


    「……でも、私は……」


    「いらっしゃい、グレタ」


    　ガートルードは、両手を広げた。グレタはおずおずと、彼女の胸に頭を埋うずめる。ガートルードは、彼女の頭をゆっくり、優しく撫なでた。


    「今すぐに、とは言わないわ。でも、時代は待ってくれない。よく覚えておきなさい。いつか、選択しなければならない──復ふく讐しゆうを取るか、国家を取るか、ね」


    「……」


    「大丈夫。私は貴女あなたを信じているわ。愛しているからね、グレタ」


    「…………はい、お祖ば母あさま」グレタはほんの少し、安らいだように微ほほ笑えんだ。


    



    「さてさて。英雄さん」


    　ガートルードが、僕の方へと向き直る。


    「改めてお礼を言わせていただくわ。私のグレタを助けてくれて、本当にありがとう」


    「僕の方こそ、礼を言わせていただきます。相当酷ひどかったみたいで……」


    「ええ。脱帽するようなタフネスさね。英雄を通り越して、悪魔めいた領域に達しているんじゃないかしら」


    　……褒ほめていると受け取っておこう。


    「現状で、私たちが貴方あなたにしてあげられることはあまりないわ。グレタが貴方のお手伝いをしたがっているけど、構わない？」


    「ありがたい、ですが……」


    　グレタには、グレタの役割があるのではないか──そう言おうとしたが、彼女が僕の手を強く掴つかんだ。


    「迷惑だったら、やめさせるけれど？」


    「……いえ、迷惑ではないです」


    　手を強く握り締められ、目に微かすかに涙を溜ためているうえに物もの凄すごく恨みがましい瞳ひとみで睨にらみ付けられると、僕としてはどうにもこうにも強く出られない。


    「そう。ではロキ。もう少し、この国を見守っていてちょうだいな。……きっともうすぐ、決着がつくでしょう」


    　ガートルードはそう囁ささやいて、電動式の車くるま椅い子すを動かして立ち去っていった。どうやら大広間に向かったらしい。


    「他に、どこか行きたい場所はある？」


    　グレタの問い掛けに、ふと思いついた。


    「あ、そうだ。本を読みたいんだけど、ある？」


    「地図とか歴史書とか、退屈なものしかないけど……」


    「それでいいよ」


    「じゃあ、こっちに来て」


    　そう言って、彼女は僕の左手を引っ張っていく。廊ろう下かをしばらく進み、一番奥のこぢんまりとした部屋に案内された。


    「お祖ば母あさまの部屋だけど……書籍が一番多いのは、ここだから」


    「勝手に使っていいの？」


    「大丈夫」


    　それなら遠慮なく、というわけで本を何冊か選んだ。


    「あ……持っていかずに、ここで読んだ方がいいかも」


    　僕とグレタは、ベッドの足あし下もとの方に腰を下ろした。まず、地図を広げる。


    「今、私たちがいる美術館は…………ここ。大統領官邸はここね。下水を……こう……通って、辿たどり着いたの」


    　グレタが丁てい寧ねいに説明してくれた。


    「この地図は古いから、警察署とかがそのまま残っているけど……実際には、ほとんどの場所がミルスキの駐ちゆう屯とん地ちに変わってる」


    　グレタは悔しそうに歯を食い縛った。


    「……」


    「首都の治安維持は、ミルスキが担っていて……軍の配備は、大部分が国境に集中してるんだ」


    「うん。リンドマンはクーデターで政府を打倒した後、同僚だった将軍を何人か粛しゆく清せいしたの。だから、軍の一部からは蛇だ蝎かつのように忌いみ嫌われている。国境に配備されているのは、だいたいが反抗的な部隊」


    「こちらが行動を起こしたら、軍も立ち上がるとか？」


    　グレタは少し迷い、首を横に振った。


    「……分からない。立ち上がるかもしれない、けれど……リンドマンの手駒じゃないという確証もあまりない。彼らの力を期待して立ち上がって、もし裏切られたら破滅だから」


    　逆も言える。


    　もし、レジスタンスたちが立ち上がったという情報を得て軍の一部が立ち上がったとしても……早々にミルスキに潰つぶされるか、あるいは仲間に裏切られたら、軍といえどもおしまいだ。


    　一種の膠こう着ちやく状態か……厄やつ介かいだな。


    「……文字、読める？」


    「大おお雑ざつ把ぱにしか分かってなかった。教えてくれない？」


    「分かった」


    　グレタは地図を指差しながら、まず地名を教えてくれた。それから、地図に載せられた山の名前、都市の名前、警察署はなんと読むのか、標識はどう読み取ればいいのか、それらを一つ一つ教えてくれた。


    　とにかく、これから先必要になるであろう知識なので一つ残らず吸収しようとする。そうして数時間経った頃には、僕はこの国の首都を（あくまで地図上でだが）だいたい把握できていた。


    　まだまだ、こちらの言語で完全なコミュニケーションを取るにはほど遠いが、英語と入り混じった状態ならばなんとかなりそうだ。


    「お腹空すいたよね。夕食にしよう」


    　ふと、グレタが時計を見て思い出したように立ち上がった。ちょっと朝を思い出して、げんなりしたがお腹が空いていることは間違いないので、味は期待しないでおこう……。


    「──何か、不満があるの？」


    　う。猛もう禽きん類るいのような凶暴かつ無機質な鋭い瞳ひとみで、グレタが僕を睨にらんでいる。


    「ふ、不満はない」


    「本当？」


    「食事、楽しみ」なんか、とっても嘘うそくさかった。


    　グレタは不審さを全開にしつつ、ぼそりと呟つぶやいた。


    「分かった。……………………本気出すから」


    　本気を出せば、果たして夕食はどうなるのか。それが分かったのは、一時間後だった。


    



    　僕の部屋まで運ばれてきた夕食は、例のオートミールとタマネギとジャガイモを煮込んだ塩味のシチューだった。


    「どうぞ」


    「……いや、どうぞはありがたいんだけどさ。グレタも一緒に食べなきゃ」


    「貴方あなたが食べ終わって、それを片付けてから食べる」


    「一緒に食べてもいいんじゃ……」


    「……」じわっ、と目に涙が溜たまり始める。あれ、ここって泣き始めるタイミングなの!?


    「わ、分かった。分かったから泣くのはやめてください。お願いします」


    「了解した」


    　背筋をぴっと伸ばしたグレタは、なんともそのメイドっぽかった。目は泣きそうなままだったけれど。


    　……ここで口論しても、徒労なだけか。僕もさっさと食べて、お腹が空いているであろう彼女にご飯を食べてもらおう。


    　いただきます、と手を合わせて一礼。グレタが何をやっているのかと首を傾かしげた。日本の挨あい拶さつ、と答えるとグレタがおお、と呟いた。


    「ロキ、日本人っぽい」……まあ、日本人ですから。


    



    　さて、シチューとオートミールの味であるが。コメントは控えるのが優しさではないか、と僕は考えた。……うん、そういうことにしておいてくれ。


    「……じゃ、私も食べよう」


    　グレタはそう言って自分にシチューをよそい、僕の真ま似ねをして手を合わせて一礼した。そして、パクッと一口。グレタはしばらく硬直した後、目にじわりと涙を溜ためて淡々と告げた。


    「嘘うそつき」


    　それでも、悪いのは自分だとわかったのかシチューは綺き麗れいに完食した。


    



    「あの……ロキ。頼みがあるんだけど」


    　食事の後、しばらくしてグレタが一冊の本を抱えてやってきた。懐かしいとすら感じる見慣れた文字──日本語だ。題名は『春と修羅』……宮沢賢治の詩集か。国語の時間に、いくつか読んだことがあるような。


    「読める……かな？」


    「うん。読めるけど……英訳は無理」


    　僕が申し訳なさそうにそう言うと、彼女はふるふると首を横に振った。


    「ううん。日本語で読んでほしい」


    「それなら、分かる」


    　僕は彼女から本を受け取り、ぺらりとページを捲めくった。少し驚く……ページにはびっしりとこちらの文字で書き込みがされていた。一つ一つの単語の脇にペンで線が引かれている。


    「ごめんね、見にくいかも」グレタは申し訳なさそうに呟つぶやく。


    　ぱっと見た感じ、別に単語そのものを消したり修正したりしているわけではなさそうなので構わないと答えた。


    　咳せき払ばらいを二回。ちょっと緊張しつつ、すぅっと息を吸って──ゆっくりと、読み始めた。


    



    　わたくしといふ現象は


    　仮定された有機交流電でん燈とうの


    　ひとつの青い照明です


    （あらゆる透明な幽霊の複合体）


    　風景やみんなといっしょに


    　せはしくせはしく明滅しながら


    　いかにもたしかにともりつづける


    　因果交流電燈の


    　ひとつの青い照明です


    （ひかりはたもち、その電燈は失はれ）


    



    　一行一行指でなぞって、今ここを読んでいるのだとグレタに指し示しながら、僕はどんどんと詩を読み進めていく。


    「……」


    　しばらくの間、グレタはじっと僕の言葉に耳を傾けていた。綺き麗れいな詩、力強い詩、様々な言葉が、そこにあった。どれもこれも、ただ素晴らしいとしか言いようがない。


    　そうして、最後の一行まで読み終えると彼女は僕の肩に頭を預けた。


    「お母さんは、日本人の血を引いていたの」


    「じゃあ、この書き込みはお母さんのもの？」


    「うん。いつか、母国の言葉で家族に読んで聞かせるのが夢だったって……そう、言ってた」


    　訳したのは、この詩の気持ちを理解するためか。よっぽど好きだったんだろうな。


    「夢、だったのに。どうして、叶かなわなかったんだろう」


    　悲しい呟つぶやきに、僕は瞼まぶたを閉じる。彼女の家族は、何の罪もなかったのだろう。あるとすれば、父親が偉い人間で、この国を左右するような人間だった。ただそれだけだ。ただそれだけで、彼女の父親はもちろん家族全てが、生きようとする権利を、夢を、全て踏みにじられた。


    　彼女もまた、〝クラブ〟の犠牲者なのだ。命を狩られたのではなく、大切なものを狩られた。
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    「…………ごめんなさい。こんな話するつもりなかった。ただ、母がやろうとしていたことを、代わりにやってほしかっただけ」


    「……うん」


    「ねえ、前にも聞いたけど。貴方あなたはどうしてこんな国に来たの？　日本は、とても平和でしょう？」


    「そうだね、平和だ。……でも、僕は平和じゃなくなった」


    「……？」


    　不思議そうに首を傾かしげるグレタに、僕は何を言うべきか迷った。真実は論外だった、嘘うそもつきたくなかった。一生懸命に言葉を探し、ところどころつっかえつつ答えた。


    「その、なんて言うか……自分の一生を変えてしまうような出来事があったんだ。グレタがリンドマンを許せないように。僕は〝彼ら〟を絶対に許せなかった」


    「〝彼ら〟？」


    「彼らは、彼らだ。人間の皮を被かぶったケモノたち」


    「…………復ふく讐しゆうなの？」


    　グレタの問い掛けに、僕はしばし考えて首を横に振った。


    「直接的な復讐なら、もう済ませている。だから、もう復讐じゃないと思う」


    　僕の友人を殺し、僕の大切な女の子を傷つけた輩やからは等しく地獄へ叩たたき込んでやった。復讐ならばそれで終わり、波は瀾らん万ばん丈じようのエンターテインメントもあそこで終わっていたはずだ。


    　けれど、僕は違う道を選んだ。どこまでも続く地獄への道を選び、ケモノたちを狩り続ける道を選んだ。


    「じゃあ、どうして……」


    「僕は、そういう……才能があったみたいなんだ。人殺しの才能、戦う才能が」


    「じゃあ、貴方の目的は──」


    　僕は少し迷った末、彼女の目を見て告げる。


    「僕の目的は、君と同じ。リンドマンの首だ。彼を殺す、もしくは彼の死を見届ける。僕がこの国に来たのは、そのためなんだ」


    「……………………そう」


    　グレタはわずかに目を細めて、悲しげに僕を見つめて言った。


    「なら、どうして私を助けたの？　命令されたから？　依頼されたから？　気まぐれ？」


    　さて、どう言えばいいのだろう。僕はつっかえつっかえ言葉を探す。


    「あのときも言ったけど、誰かに頼まれたわけじゃない」


    「…………なら、どうして？」


    　嘘をつくこともできず、僕はあのとき抱いだいた気持ちを素直に口にした。


    「君を救えれば──僕は、〝彼ら〟を失望させることになるって思ったんだ」


    「ロキが殺そうとしている人たちが？」


    「そう。僕は許せない、理不尽な理由で人間を殺す連中を絶対に許さない。あいつらが悔しがることなら、絶望することなら何だってやってやる」


    「……」


    　グレタは無言で立ち上がった。怒っているような、悲しんでいるような……ともかく、彼女の感情が、いまいち掴つかみづらい。


    「自分の部屋に戻るわ。また、明日」


    　ばたん、と扉とびらを閉じた。と思う間もなく、すぐにまた開く。


    「……言い忘れていたことが一つあった」


    「な、なに？」


    「本、読んでくれてありがとうございました」


    　ぺこりと頭を下げられた。


    「いや、その……」


    「じゃ」


    　ばたん。また速攻で扉を閉じられた。なんとなく、外界との接続を断たれた気分。まあ、他にすることもない。瞼まぶたを閉じて、体を休ませることにする。


    　毒がかなり抜けたせいだろうか、体の重さはどんどん消えていった。急速な回復力に、自分自身でも驚く。もう、折れた腕もあまり痛くはない。


    　ただ……。


    　瞼の裏に垣かい間ま見みえたあやなは、今までとは違って何な故ぜか膨ふくれっ面つらだった。


    　な、なんか悪いことしたんだろうか、僕は……。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──君を救えれば──僕は、〝彼ら〟を失望させることになるって思ったんだ。


    



    　彼の言葉が、脳でぐわんぐわんと反響している。何だろう、この……ショックとも、悲しみともつかない、胸にぽっかりと穴が空あいたような、奇妙な気分は。


    　彼は彼の意志で、誰に頼まれたわけでもなくグレタ・クラインわたしを助けてくれた。それは確かだ。とても嬉うれしい……と思う。


    　なのに、私は妙に彼に対して怒りを感じていた。


    　何故って、私を助けた理由に私への感情はなく、あるのはただの……怒りだからだ。


    　ロキが言う、〝彼らケモノ〟への純粋な憤怒。


    　つまり、例えば私じゃなくても彼は助けに駆けつけた。


    　……あれ？　それは、良いことではなかろうか。


    　ええと。ええと。ええと。ええと────────。


    



    「あら、ご機嫌斜めね。それとも、何か難問でも抱えているの？　目を吊り上げたり下げたり、忙しいことね」


    　うんうんと唸うなっている私に、背後から声がかけられた。振り返ると、シャーリーが両手に弾薬箱を抱えていた。弾薬庫から持ち出してきたらしい。やたら重たそうだけど、それは箱の上に胸を置いているからだと思う。どうでもいいことだが。


    「任務？」


    「そ。ちょっくら第四基地まで弾薬輸送のお手伝い」


    「……シャーリー、一つ聞いていい？」


    「ん。何？」


    　私はちょっと躊躇ためらいつつ、ロキが私を助けてくれたときの状況を尋ねた。シャーリーは歩きながら、うーんと考え込む。


    「どうして聞きたいのかしら、そんなこと」


    「よく分からないけれど、知りたいの」


    「ふぅん…………そう。一ひと目め惚ぼれしたんだ」


    　その呟つぶやきに、私は思わず立ち止まった。構わず、ずんずんと先を行くシャーリー。ぐるぐるする思考を慌あわててまとめて、私は叫んだ。


    「……………………違う！」


    　シャーリーがくるりと振り返る。ちょっと厭いやな笑顔だった。


    「果たしてそうかな？」


    「だ、だってまだ会ったばかりだし。ロクに話もしてないし。だから違うと思う、思います」


    「三日間一睡もせずに付きっきりで看病して？」


    「そ、それは私の義務だったから！」


    「義務ねぇ。私がグレタの立場だったら、あそこまで徹底的にはできないけど」


    　私は沈黙して俯うつむく。シャーリーは歩くのをやめて、こちらに振り返った。


    「というか、一体全体何があったの？　お姉さんに話してみなさいな」


    「ええと、その。つまり、あの、ロキは、私を助けたんじゃなくて」


    「……？」


    　私は混乱した思考のまま、だらだらと先ほどから思っていたことを垂れ流した。


    



    　──ロキは、〝私〟を助けたのではない。


    　──ロキは、ただ私を死なせることでリンドマンが失望することを期待しただけに過ぎない。


    　──だからつまり。私のためではない。


    



    「変だと思うでしょう？　でも────」


    「いやそれフツーだから」


    　そして、シャーリーは私の悩みをバッサリ斬きり捨てた。


    　私は目をぱちぱちして、彼女の顔を見る。彼女は、はぁと呆あきれたように溜ため息いきをついて、私の鼻にちょいちょいと触れた。


    「そりゃ貴女あなた。囚とらわれのお姫様を助けたヒーローが、実は悪の魔法使いへの復ふく讐しゆうを主目的としてたら面おも白しろくもなんともないでしょ」


    「──私は別に──」


    「お姫様よ、アンタは。囚われの夢見るお姫様。でもあの子は白馬に跨またがった騎士でもなんでもなく。ただただ戦闘のみに特化した殺さつ戮りく機械だった」


    「……機械というほど、酷ひどくはないと思うけど」


    　ちょっと言い過ぎじゃないかなと、思わず弁護してしまった。けれど、シャーリーは不意に真剣な表情を浮かべて頷うなずいた。


    「そうね。機械は駄目だわ。機械なんかよりよっぽど酷い」


    「え……？」


    「いい？　あの子が貴女を助けた理由はもう一つあるわ。本人がこう言ったのよ。『助けられると思った』って」


    「うん……」


    「冷静にならなくても分かる。異常よ、それは。大統領官邸に単身忍び込んで、群がる警備兵など物ともせずに、貴女を救うことを『できると思ったからやった』ですって！　もし、タイミングが間違っていなければ、きっとリンドマンの暗殺だってやってのけたと思うわ」


    「それ、は……」


    　確かに、異常なのだけど。


    「あのロキはね。つまるところ怪物よ。並みの人間では歯が立たないレベルの怪物。いや、あれほど面白い人間は見たことがない」


    「分かってる」


    「いやいや、分かってないでしょ。ロキの運動性能は……本当にもう、どうかしているのよ。二足歩行する、重火器で武装したチーターみたいなもの。完全に反則的存在なのよ」


    「……そこまで……凄すごく、ない……」


    　そう言いかけて、彼女は思い出した。あのとき、自分では反応どころか視認すらできなかった短剣ダガーに反応し、ククリナイフで叩たたき落としていた。あれは正しよう真しん正しよう銘めいの神かみ業わざだった。


    　爆発する矢に吹き飛ばされながらも逃げ出した、あのときの迅はやさも──異常だった。


    「まあ、だからね。惚ほれたんなら、今のうちに醒さめた方がいいと思うわよ？　別の次元に存在する奴に惚れたところで、悲しいだけだから」


    　私は何だか、妙に悲しくなって……俯うつむいた。悲しい？　悲しいの？　何な故ぜ？


    　まあまあ、とシャーリーが肩を叩たたきながら私に囁ささやいた。


    「身体能力では確かに怪物だけど、精神的にはアンタと同レベルだから。まあ、初恋の練習相手くらいなら、ちょうどいいかも。性格はあの通りだし」


    　私はその言葉に、何故だか呼吸が停止するほどの驚きと喜びを抱いだき、時間にして大体三分くらい経過したところで、それがどうした、嬉うれしくもなんともないという表情を浮かべて告げた。


    「だから、恋愛じゃない」


    　シャーリーはほー、へー、ふーんと極めていい加減な返事で、ちょっとだけ腹がたった。

  



  
     第三章　壊滅


    



    　そうして、一週間が過ぎた。僕は全ての時間を静養に費ついやしたが、それでもやはり右腕の骨折は当分治りそうにはない。大部分を体外に排出した毒は最も早はやわずかに体を疼うずかせるだけだったが、それでも己の内部に時限爆弾のように毒が未だに潜んでいるのもよく分かった。


    「とりあえず宙返りができる程度には体が動くようになった」


    　……と言って宙返りしてみせると、グレタはちょっと僕を馬鹿にしたような表情で見た。


    「怪け我がしてるのに飛び跳ねるのは、馬鹿のやることだと思う」


    　実際馬鹿にされていた。


    「うん、まあでも。とりあえずこれなら、戦えるし手伝えるよ。……何かやることある？」


    「……休んでて。貴方あなたの世話は、私がする」


    「休みたくない。世話になりっぱなしというのは、ちょっとその、厭いやなんだ」


    「……」


    　はぁぁぁぁ、とグレタが大きく溜ため息いきをついた。


    「ワガママだと思う、ロキは」


    「そ、そうかなぁ？」


    　そう、とグレタは断言しつつも仕事をくれた。


    「とりあえずだけど。子供たちのお世話とか手伝ってくれると助かる、かも」


    　子供……か。


    「や、やってみるよ」


    「大丈夫？」グレタが眉まゆをひそめて問い掛ける。


    　こと殺人の才能に特化しただけの僕に、果たして子供の世話などできるだろうか？


    　無理っぽいなぁ……。


    



    　僕の予想はもちろん的中した。


    「あー、えー、そのー……」


    「……」


    　しどろもどろの僕に、子供たちの視線が突き刺さる。誰も彼も、傷ついているのは一ひと目めで分かった。肉体的にも、精神的にもだ。父を失った子、母を失った子、両方を、あるいは近しい者全てを失った子──大人たちに傷つけられた子供たちだった。


    　〝狩り〟を始めてから、僕は幾度となく同じ境遇の子供たちに出会った。どうすることもできなかった、僕は彼らを助けることもできず、ただその場を立ち去るだけの人物だった。


    　彼らからすると、僕は薄情者なのだろう──。


    「……ねえ、あそんでくれないの？」


    　女の子が不審そうに小首を傾かしげて、俯うつむいた僕を覗のぞき込んだ。顔を上げた僕は、慌あわてて答える。


    「あ、いや、その、うん。遊ぶ、遊ぶけど……何して遊ぼうか？」


    「お医者さんごっこ」


    「かくれんぼ」


    「おうた」


    「おはなししてー」


    　一斉に要望が放たれる。しまった、一人一人の願いを聞くより自分が率先して遊びを決めればよかった。後悔しつつ、一つ一つの案件を検当する。お医者さんごっこ……は、患者と医者が多すぎて捌さばき切れそうにない、無理だ。


    　かくれんぼ？　うーん……なんかこう、一人いなくなりましたってオチになりそうな気分がちらほらと。


    　合唱おうたと童話おはなしが……妥当なところだろうか。


    「よし、じゃあ……おはなししてみようか」ぱちぱちぱちと拍手。


    　やっぱり子供向けというと……。


    「よし、じゃあ白雪姫だ」


    「しってるーっ！」


    　子供たちの声の一斉掃射だった。仕方ない、別のを話そう。


    「シンデレラ」「しってるーっ！」


    「人魚姫」「しってるーっ！」


    「三匹のこぶ」「しってるーっ！」


    　……なんだかんだ言って、子供はよく知ってるもんだなァ……。


    　悩んでいる僕の背中を、とんとんと誰かが叩たたいた。振り返ると、先ほどの女の子が僕の腰を指差していた。


    「それ、何？」


    「ええと……ククリナイフ」


    「サムライブレードでしょ？」


    　え。……思わずじっと彼女を見ると、にへらーと笑いながらグレタを指差した。


    「グレタおねえちゃんに、日本のこといろいろきいたの！　わたしもしらべたわ！　日本人って、かんふーできるんでしょ？　やってー！」


    　中国と混同されるのは、海外においてよくあることだな……。


    「いや、カンフーなんてできな…………いや、できる！」


    　そ、その程度ならなんとかできる！　でも、とりあえず全世界のカンフーをたしなんでいる人、本当にごめんなさい。


    　僕は危険なので、少し離れるように言ってからククリナイフをすらりと鞘さやから引き抜いた。


    　おおー、というざわめき。


    　周囲に子供がいないのを確認し、虚空に向けて勢いよくナイフを振るう──斬！


    　さらにもう一度、片足で旋せん回かいしつつナイフを振り下ろす──断！


    「ハチョー！」何がハチョーだ、アホか。……などと心の中で思いつつもとにかく派手に動いた。意味もなくくるくると回転しつつ、物もの凄すごく大おお袈げ裟さにナイフを振り回し、思いつく限りの格好いいポーズを決めた。


    　ぱちぱちぱち、という拍はく手しゆ喝かつ采さい。子供たちの表情が少しだけ変わった。なんというか、目に輝きが戻っていた。


    　……嬉うれしかった。自分のどうしようもなく下らない才能でも、たまに他人に喜びを与えることができるらしい。


    　嬉しくて、どんどんとポーズが大袈裟になっていく。なればなるほど、ウケを取れた。


    「……何やってるの？」


    「はちゃー！　とあー！　……………………あの、いつからそこに？」


    　グレタがきょとんとした表情で、僕を見つめていた。子供たちが彼女に気付き、わっと歓声をあげて駆け寄る。親から、グレタのことについて聞かされているのだろうか。あっという間に、僕の周囲には一人を除のぞいて誰もいなくなっていた。


    　とりあえず気まずさを押し隠しつつナイフを鞘さやに収めた。


    「ま、おにーさんよくやったよくやった」


    　カンフーやって、と言った少女がぽんぽんと僕の背中を叩たたいて慰なぐさめてくれていた。


    　うん、まあ……いいんじゃないかな。ともかく、子供が笑っていればそれでいい。


    「おにーさんも、グレタさまも、いっしょにあそぼ」


    　そう言いつつ、少女がぐいぐいと僕を押す。周囲を取り囲む、頭一つ以上小さい──せいぜい、腰か胸くらいの高さしかない子供たち。なんだか、海の中にいるような気分だった。


    「……で、何やってたの？」


    「カ、カンフー」


    「──貴方あなた、日本人でしょう。カンフーを使うのは中国人」細かいな、でもカンフーを使う日本人だって沢たく山さんいるはずだ。


    「ま、子供たちが喜んでるからいいけど……右腕怪け我がしてるんだから、あまり無理しちゃ駄目」


    「あ。忘れてた」


    「……」猛もう禽きん類るいの瞳ひとみで睨にらまれた、少し気け圧おされる。


    「けんかだー」


    「けんか」


    「ふーふげんか？」


    「違うから」素っ気ないグレタの回答。まこと模範的である。


    「ふーふ？」


    「けっこん？」……話がどんどんずれてきてる。


    「こんやく？」


    「違うから、全然違うから」心なしか、グレタの回答に熱がこもり始めたような気がする。


    「ちゅー？」


    「ちゅーするの？」


    「しないから、絶対しないから」


    「ちゅーだ」


    「ちゅーするんだ」


    「絶対にしない、やらない、やらせない」僕もやるつもりはないからな。


    　それでも、子供たちの間で何やらドラマが始まったらしく、わーっと一斉に囃はやし立てた。


    「ロキ、ここは私に任せて先に戻って」


    「え？　あ、いや……」


    「いいから…………戻らないと、私とちゅーすることになる」顔を赤くするグレタに、僕は迷わず、くるりと踵きびすを返した。


    「あ、にげた」


    「こしぬけだ」


    「へたれだ」


    「ちきんヤローめ、ぺっ」ガラ悪いよ、子供たち……。


    



    　僕はそのまま、子供たちがわいわい騒ぐ部屋から出ると大広間に向かった。先ほど張り切ったせいか、少しだけ右腕が痛む。鎮痛剤が余っていればもらっておこう、なければないでいいけれど──。


    「ふざけるな……ふざけるな！」


    　ジェットが憤ふん怒ぬの声をあげて、白しら髭ひげを生やした男に掴つかみかかっていた。掴みかかられている男の顔には見覚えがあった。少し前に合流したホッドミーミルの一員だ。


    「何度でも言ってやらぁ。密告者はお前だ！」


    「殺してやる……！」物騒な台詞せりふと共に、ジェットが拳銃を引き抜いた。安全装置は──かかっていない。白髭の男もまた、憎悪を湛たたえた瞳ひとみで彼を睨にらみ付けて叫ぶ。


    「ああ、やれるもんならやってみろ！　腰抜けが……！　お前が戦っていれば、俺の娘は死なずに済んだ！」


    「違う！　俺が行ったときには、もう既に……！」


    　ジェットの顔がくしゃくしゃに歪ゆがむ。拳銃を取り落とす、その隙すきを逃のがさず男は強烈なボディブローを彼に叩たたき込んだ。


    　呻うめきながらジェットが倒れ、男が立ち去る。周囲は、戸惑いと非難の目を向けて彼を助け起こそうともしない。


    「大丈夫？」僕がそう言って近づくと、ジェットは心底厭いやそうに腕を振るって自分で立ち上がった。


    「俺に構うな」


    「いや、でも……」


    「うるせえ、昨日も俺のベッドを漁あさっていただろうが……！」


    「濡ぬれ衣ぎぬだ。僕は……」


    「俺に構うな！　畜生、構うな、構うな、構うな……！」


    　のろのろと歩き出す。背中を丸め、どうにもならない屈辱感を抱えながら、彼はその場を立ち去った。後になって、シャーリーが喧けん嘩かの原因を教えてくれた。


    「例の襲撃事件。あれで、彼の娘さんが亡くなったみたいなのよ」


    「それをジェットの責任だと？」


    「……アイツはね、元軍人なの。あ、これは知ってたか」頷うなずく。確か、無線機のやりとりでそんなことを言っていたような。


    「リンドマンがクーデターを起こしたとき、彼は軍の三割程度しか掌握できていなかった」


    「残り七割は？」


    「もう一人の将軍がいたの。ステファン・ウリアフ。クーデターが起きたとき、彼が即座に立ち上がれば、なんとかなったはずだった。軍の七割を率いて、ただちにリンドマンを斃たおせば終わっていたはずだった」


    「その人は？」


    　シャーリーは物もの凄すごく大きな溜ため息いきをついた。


    「逃げたわ。軍の物資をありったけ部下に運ばせて、逃亡したの。以降は全くの行方不明。自殺したって気もするけど」


    「…………モラルもへったくれもないなー」


    「ジェットは、彼の部下だった。でも、逃亡は拒否してこっちにきたってわけ。ただ、そういう理由でいまいち信用されてなくてね。元々、アイツはなんて言うのか……誰も信用してないような素振りを見せるから」


    　ああ、僕もジェットに信用されてないよなぁ……まあ、僕の場合は仕方なかったとも言えるが。


    「で、そのことへの反発もあって……ジェットが裏切り者って雰囲気が漂ってるわけ」


    「シャーリーはどう思う？」


    「んー……個人的には〝不正解〟だと思うわ。裏切り者っていうのはね、もうちょっと朗ほがらかに振る舞うものよ──？」なるほど、それはそうだ。


    「……僕も一度、裏切られたことがあるけれど。確かにそうだよね」


    　かつて僕たちを裏切った横見アイツは怯おびえ、逃げ惑っていたが……僕たちの感情を害するようには動かなかった。それはそうだ。裏切り者が嫌われていいことなど、一つもない。


    「まあ、もちろん。そのウラをかくって方法もないではないけど。……ジェットはどうも、その、そこまで頭が回らないだろうし、演技が上う手まいわけでもないと思うのよねぇ」


    「……」


    　僕はそこまで彼を信用するわけでもないが、確かに彼が裏切り者だと断定するには証拠がなさすぎるし、目立ちすぎると思う。


    「そう言えば、なんでジェットは銃を使えないの？」


    「ああ、それは──聞いてない。ただ、なんとなく分かる。軍人が銃を使えなくなる理由なんて大抵そうだから」


    　僕には、その理由が分からなかった。


    　ただ、聞いてはいけないものだろうということだけは理解できた。


    「それよりも。グレタとはどうなってる？」


    「どうなってるって、何が？　とりあえず、険悪じゃないと思うけど」


    「……うむ。どうもなってないならいいのよ。あー、でも。ちょっと残念かな」


    　肩をポンポンと叩たたかれた────ところで、なんだかキツい視線が僕たちに突き刺さった。


    　振り返ると、グレタがいた。


    「私は別に、ロキとどうもなってないしなる予定もないから」


    「はいはい」


    「ロキ」


    「あ、うん」


    「子供たちが、またロキのカンフー見たいって」


    「げ。さっき披ひ露ろうしたばっかりなのに」


    「子供は飽きっぽいけど、そのぶん執着心もあるの。……お願い、見せてあげて」


    「分かってる。あの子たちが笑えるようになるなら、なんでも見せてやるつもりだ」


    　僕が走って戻ると、子供たちが再びどっと湧わいた。


    「ロキー。カンフー！」


    「カラテー！」


    「ムエタイー！」


    「うん、君たち。まずは僕の国籍をどうにか確定させてくれないかな……？　いや、まあこの際なんでもやるつもりだけどさ！」


    　子供たちの歓声は、僕の心の深い深い部分をくすぐるような優しさがあった。彼らは大人たちのせいで傷つき、それでも必死になって生き抜いていた。それは、かつて平和な国の住人だった僕にはなんとも眩まぶしくて、素敵なものに感じられた──────のだが。


    



    　その数日後。


    「……なんで、こんなことになったんだろう」


    　僕とグレタは揃そろって遠い瞳ひとみで空を見る。


    　確かに、いつまでも子供たちに美術館の中で引き籠こもっていろというのは酷こくだったかもしれない。だから、ちょっと遠出してお花畑に行くというのは悪くないアイデアだと思う。


    　大人たちは誰も彼もが忙しい。


    　正直、戦場にも行かずにここで静養しているのが悪く思われるほどだ。ただ、彼らからすれば僕はグレタ・クラインを単身で救出した、というだけで充分よく働いた──ということらしいけれど。


    　あと、やはり僕が部外者なのも大きいのだろう。僕はこの国の人間ではなく、成人すらしていない。


    　……とはいえ、僕には僕の目的がある。右腕の治療が終わり次第、今度こそリンドマンの暗殺に挑もうと思っている。立ちはだかる〝娯楽提供者エンターテイナー〟は三人。


    　ダガー使いのファーレンヴァイダー長官──別名〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟。


    　ダイナマイト使いの〝ノーベル〟。


    　そして、グレタの証言によるとあと一人。電気使いの〝ニコラ・テスラ〟。


    　いずれ劣おとらぬ怪物揃ぞろいだ、やれやれ。リンドマンを狩るには、他にも様々な障害がある。それでも、僕は戦い続ける──殺し続ける。


    　しかし、今はとにかく右腕を治さないと。右腕さえ治ればなんとかなるはずだ。不安だった毒についても、それほど問題ではなさそうだ……などと考えていたら、子供たちにわーっと担ぎ上げられ、グレタと共に花畑へ強制移動させられ、花香る大地にぺたりと座らされた。


    「……あれ？」


    「あー、またまちがったーっ」


    　グレタは子供たちからのリクエストで、花飾りを作っている。ただ、彼女自身は花飾りなど作ったこともないらしく、あれやこれやと悪戦苦闘していた。


    　僕は右腕を怪け我がしているので、その手伝いもできず、ただぼんやりと彼女が一生懸命花飾りを作るのを見ていた。


    「…………あ、駄目だ」


    　グレタがそう言うと同時、絡めていた草が解かれてバラバラになってしまった。


    「おねえちゃん、ほんとうぶきようさんなんだから……」少女の呆あきれたという溜ため息いき。


    「ごめんなさい」


    　グレタしょんぼり。それでもめげずに、彼女はせっせと花飾りを作り続ける。周囲には我われを忘れたように遊ぶ子供たち。大人たちの誰かがギターをかき鳴らすと、子供たちがざざーっと集まっていた。


    「……」


    　少し、泣きたくなってしまった。僕も彼らも、この光景は失ったものだったはずだ。誰もが願う──平和で穏やかで、世界を愛したくなるようなひととき。


    「ねえねえ、グレタおねえちゃん」女の子がニッと笑って、彼女の耳に何か囁ささやいた。


    「……！」


    　グレタが全身をビクンと震ふるわせた。それからチラリと僕を見て、カーッと頬ほおを赤くして俯うつむいた。どうやら、少女に何か恥ずかしいことでも言われたらしい。


    　少女はそそくさと立ち去り……いつのまにか、グレタと二人だけになっていた。彼女は気付かず、一生懸命花飾りを作り続けている。


    「グレタ」


    「気が散るから話しかけないで」


    　……すいません。


    　僕はなんとはなしに、彼女の一挙手一投足を眺めていた。日頃から、あまり感情を露あらわにしないグレタだけど、最近は薄ぼんやりと彼女が今考えていることが分かるようになっていた。


    　緊張してるみたいだった。僕を意識しているみたいだった。


    「……くっ……」


    　なんか今にも花飾りの茎くきが解ほどけそうだ。けど、なんとか誤ご魔ま化かすようにぐるりと巻いた。その分、形が微妙に歪ゆがんでしまったようにも見えるけど。


    「これで、なん、とか……」


    　ふー、と大きく息をついて、グレタが僕に花飾りを突きつけた。反射的に、僕はそれを受け取る。


    「あ……」


    　ええと、これはどうすればいいだろう。被かぶればいいんだろうか、やはり。僕がそういう仕草をすると、グレタはなんとなく気恥ずかしそうにこくりと頷うなずいた。


    （あ、あ、あれ？）


    　恥ずかしいことに、僕はたぶんこのときはじめてグレタ・クラインが可愛かわいらしい女の子だということを自覚したんだと思う。僕にとって彼女は助けるべき存在であり、あるいは日常生活において助けられる存在であり、それ以上でもそれ以下でもないと。


    　僕とグレタの間に、奇妙で不思議な空気が流れ始めていた。彼女は頬ほおを赤らめつつ、不満そうに──恥ずかしそうに、呟つぶやく。


    「……ちゅーしろ、だって」


    「僕と、グレタで？」


    　うん、と頷く。ちらりと脇を見ると、数人の子供が木陰に隠れて様子を窺うかがっていた。これは……どうすれば、いいんだろう。


    「ちゅーしないと、ガッカリするかも」グレタがひそひそと囁ささやく。


    「子供たちが？」僕もひそひそと応じる。


    「このために、花畑に来たがったみたい……だから」


    「それは……ガッカリするだろうね」


    「大丈夫。キスくらいなら、別になんでもないし。適当にちゅーちゅーしていれば、子供たちも満足すると思う」


    　一分、考えさせてもらうことにした。おおよそ数か月以上、全くもって縁のなかったトラブルに僕の思考がまったくついてこれなかった。


    「……わ、分かった」あやなゴメン！　と日本に向けて土下座したくなった。でもたぶん、絶対許してくれないと思う。


    「そっちからちゅーするのか、私からちゅーするのか、決めて」


    「ぼ、僕からするべき？　やっぱり、その……」


    「この国だと……べ、別にどっちがちゅ、ちゅーをしようとしたところで、大した違いはない」


    　な、なら。僕からしても構わないか。いや待て、するのか。そもそもしなければならない理由はないんじゃないか、いやあるのか、子供たちがガッカリしないためか、なら仕方ないんだろうか。


    「さ、さぁ！」


    　ぎゅっと目をつむったグレタが、座ったまま僕にずいと迫る。


    　おおおおお、という子供たちのどよめき。僕は自分の中で必死にあやなに言い訳しつつ、彼女の肩をしっかりと掴つかむ。ビクンと、彼女の全身が震ふるえた。


    　そして次の瞬間、全方位から雪な崩だれ込んでくる〝殺意〟に気付いた。


    　細胞が反応する。


    　神経が起動する。


    　筋肉・骨・表皮全てが連動する。


    　グレタを迷わず押し倒す。静せい謐ひつだった空間を、たちまち銃の無遠慮な音が切り裂き始めた。


    「隠れろォッ！」──絶叫。子供たちはパニックになって逃げ惑い、シャーリーたちが応戦を開始する。


    　グレタはぎゅっと唇くちびるを噛かみ締め、叫ぶのを必死に堪こらえている。彼女の耳元で、僕は囁ささやいた。


    「子供たちのところまで、走ってくれ！」


    　彼女は頷うなずき、這はいつくばりながら必死になって走り出した。このとき、彼女はまったく間違った行動を取っていなかった。勇気はあった、冷静さもあった、目的に向かって最短で進んでいた。本当に、何一つとてミスはなかった。


    　ただ、ミルスキの誰かが支給された装備品を活用しただけ。


    　六〇ミリ軽迫撃砲────。


    　ヒューッと音を立てて発射された迫撃砲の弾頭が、子供たちの集団を直撃した。鋭い破片は、悪魔の爪のように周囲をズタズタに引き裂いた。


    「あ………………え…………？」


    　ほんの一瞬──あのシャーリーですら、愕がく然ぜんとして応戦を停止したほどに。その光景は凶悪だった。


    　沈黙。


    　沈黙。


    　沈黙────────────絶叫。


    「い、や…………いやあああああああああああああああああああああっ！　たすけ、てっ！　だれか、だれか、お願い、この子たちを助けてェェェッ！」


    　グレタの絶叫。


    　僕は半分残った意識でそれを聞いていた。残り半分は、暴力に沸わき立つ体を駆り立てていた。


    　左腕一本で、ククリナイフを引き抜いた。獣欲めいた何かが、僕の足を前に踏み出させた。


    　疾走する。世界がひどく透明かつ歪ゆがんだようにも見える。


    　こちらに向かう無数の銃弾を知覚する──どう走れば躱かわせられるのかを考えようとして放棄し、ただ僕の暴力的本能の思うがままに任せた。


    　果たして、僕は銃弾を潜くぐり抜けた。


    「あ、ああああああああああああああああァァァァァァァッ！」


    　僕の咆ほう吼こうに、森の中からこちらに向かって射撃しようとしていた何人かのミルスキが、ビクリと震ふるえて、ほんの一瞬思考を彷徨さまよわせた。


    　逃げるべきか、撃つべきか。


    　当然、彼らは撃つべきだった。撃てば、チャンスだけは残されていたはずだ。しかし、もう遅い。


    　そして僕は、彼らに生存のチャンスなど与えるつもりは全くない。


    



    　僕は憤ふん怒ぬを通り越して能面のようになった顔を持て余しながら、まず二人を叩たたき斬きった。生き残った人間が、慌あわてて僕に銃口を向ける。まったく怯ひるむことなく突撃。


    　銃口はもう、僕と数センチも離れていない。


    　だが、不幸にも──ある意味必然ではあるが──彼らの銃はＡＫ74の初期型モデルであり、銃身が長いぶん、極度に接近されると取り回しが難しかった。


    　僕はぐるりと体を回転させて、銃口から体を逃のがれさせると同時にククリナイフで頸けい動どう脈みやくを断ち切った。たちまち全身に返り血を浴びるが、そんなことはどうでもいい。


    　今この瞬間、為なさねばならないのは彼らの撃滅である。


    　跳躍と同時に、木の幹を蹴けって移動する。呆あつ気けに取られていたミルスキの連中が、慌てて銃口を空に向ける。僕は猿ましらのように、跳躍を繰り返す──唐突に落下する。


    　落下と同時に、傍そばにいた男の胴体を斬った。


    「う、て……！　撃て撃て撃て撃て撃て撃てェッ！」


    　うるさい、やかましい。誰が貴様らの銃弾になど、当たってやるものか。


    　一人一人、恐怖の絶叫を上げながら僕に立ち向かっては斬り殺されていく。死体の手しゆ榴りゆう弾だんを掴つかみ出し、叩きつけた。


    　爆発が更さらなるパニックを呼び起こし、同士討ちすら始まった。


    　僕は彼らの命を略奪する。一片の慈悲もなく、ただただ憤怒のみを力に変えて──殺さつ戮りくを完かん遂すいする。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──シャーリーは見ていた。


    　──こんな悲惨な状況下にもかかわらず、笑いそうになった。


    



    　銃ひき爪がねを引きつつ、その恐ろしさを通り越して荘そう厳ごんささえ感じられる光景を、目撃していた。


    　森の中を、ゴムボールのような勢いでその〝生物〟が駆けていく。それがほんの一瞬立ち止まるとそこに〝死〟が出現していた。


    　戦場を巡っていると、そういう都市伝説アーバンレジエンドめいたものが誕生することは、彼女もよく知っていた。


    　ミニガンを腰だめで撃つ身長二ｍを超える巨人とか。あるいは、銃弾が効かないサイボーグのような軍人とか。ナイフ一本で戦場を渡り歩く傭よう兵へいだとか。


    　ロシアで、中東で、南米で──いくつもいくつも、そういう伝説が生まれては消えていった。


    



    　そして今、シャーリーは自分が伝説を目撃していることを理解した。


    



    　銃弾の嵐を潜くぐり抜け──右腕は折れ、左腕一本の状態で──全く恐れることも怯ひるむこともなく、勇敢というよりはイカれているとしか言いようのないおぞましさで戦い続けている。


    　最も早はや意味すらない援護射撃を加えつつ、シャーリーは考える。


    　果たして少年は人間なのだろうか？　人間の持つ常識一切をねじ伏せるような力を以もって暴れるあの怪物ケモノは。


    



    　暴力の塊、ただ勝利し喰くらうために生まれたような少年バケモノ。


    



    　かつて、戦場には英雄がいた。ただ一人で、戦況を引っ繰り返す英雄が。だがしかし、時代が流れ武器が洗練され、銃器が生み出されるに至って英雄の時代は終わりを告げた。


    　それもそうだ。銃弾を躱かわせる英雄などいない。運良く避けることはできても、己の意志で音速を凌りよう駕がする銃弾を躱せる人間など存在しないはずなのだ。


    　だがしかし。


    　英雄はここにいた。怪物はここにいた。理不尽な暴力に対してそれを上回る圧倒的なまでの膂りよ力りよくを行使する血染めの英雄。


    　本当に、本気で、シャーリーは確信した。


    　この少年がたった一人いれば、そしてこの少年がその意志さえ抱いだけば、この国の戦況は至極あっさりと引っ繰り返るだろうと。


    　己のこれから先続くであろう長い人生。その中で、もっとも強烈に光り輝き続けるであろう怪物。


    　この世界に、こういう者が、本当に存在するなど────！　シャーリーは己の中の価値観がガラガラ崩壊していくことに快感すら抱いた。


    



    　やがて、銃声が散発的になり始め──シャーリーは撃ち方をやめるように指示を下した。森から、ひょっこりとロキが出てくる。歓声をもって出迎えるには、あまりに悲痛な状況だったせいか、気まずい沈黙が周囲を覆おおうだけだ。


    「グレタ、子供は……」


    　シャーリーの悲痛な呼びかけに、グレタは涙を流しながら首を横に振った。五十人近くいたはずの子供は、たった三人に数を減らしていた。


    　流れ弾で殺され、あの迫撃砲で吹き飛ばされた。


    　そうして、彼らの死を悼いたむ暇ひまもなく──次なる敵が出現した。


    　ぱらぱらという音に、愕がく然ぜんとしつつ空に目を向ける。


    「チョッパー……！」


    　アメリカ旧軍用ヘリコプターＵＨ─１、愛称ヒューイが大地のレジスタンスたちを噛かみつくように見据えていた。


    



    　──その一方。美術館。


    　数人の仲間と共に、リーダーであるガートルード・クラインは裏口から脱出を図った。


    「こっちだ！」


    　裏口から、森へと抜け出した。だが、後を追ってきたミルスキたちと壮絶な銃撃戦になった。ばたばたと、あっという間に仲間は倒れた。


    　数が違いすぎた、装備が違いすぎた、練度が違いすぎた。


    　ガートルードにはもう何も残されていない。


    　彼女は、近付いてくるミルスキたちに穏やかな笑顔を向けた。笑顔は忘れずに。それが彼女のモットーだ。


    「……仕方ないわね、仕方ないわ」


    　ミルスキは笑いながら、ガートルードに銃を突きつけ、ファーレンヴァイダーによる〝皆殺しにせよ〟との命令通り、彼女の頭目がけて銃ひき爪がねを引いた。


    　たん、と乾いた銃声が鳴り響く。


    　悲鳴もなく、絶叫もなく、あとには──ただ沈黙だけが残された。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　……ヘリコプターか。さすがにマズいな、さてどうしよう──と考え始めた瞬間、ヘリコプターの機首下面に備え付けられたスピーカーから、脳天気にさえ聞こえるような声が響き渡った。


    「爆発は芸術だ！」


    



    　──うあ、まさか。


    



    　コクピットにはミルスキの制服を着た男。そしてキャビンには────機関銃の代わりに、巨バ大リ弩ス弓タが搭載されていた。


    　そして迷わず、僕に狙ねらいを定めた。そこにいるのは、一目会っただけで永遠に記憶に刻み続けられるだろう、異い形ぎようの鎧よろいを纏まとった凶乱爆薬男。


    「〝ノーベル〟……！」


    「Ｂｏｍｂ！　Ｂｏｍｂ！　Ｂｏｍｂ！　全ては爆発！　爆発から生まれぇぇぇぇぇぇるぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」


    　バリスタの太矢クオレルが僕に狙いを定める…………くそ、やっぱりそうだよなあ！


    　走り出す──放たれた太矢そのものは楽に躱かわせるだろう。問題は──そう、問題は。


    　地面に突き刺さった矢には、予想通り爆薬が仕込まれていた。躱しただけではだめだ。全力でその場から離れようとする。


    



    　次の瞬間、爆発してもいないのに僕の全身には無数の針が突き刺さったような激痛。


    



    「あ、が…………！」


    　マズい、これ、毒の痛みか…………!?


    　戦闘で興奮したせいで、眠っていた毒が再び僕の体に牙きばを剥むいたらしい。


    　倒れ込みたくなるのを堪こらえ、よろよろとひたすら歩き、歩き、歩き…………。


    　爆発。


    　背後の空気がちりちりと焦こげ、巨大な拳こぶしに殴なぐられたような感覚。


    　凄すさまじい爆風が、僕を思いきり吹き飛ばしていた。


    「クッ……！」　地面に叩たたきつけられる──ごろごろ転がる。矢が突き刺さってから数秒以内に離れないと、マズいらしい。


    　普段ならどうということはない距離だ、だが今の僕は毒による再発作の真っ最中。激痛で失神しないのが不思議なくらいだった。


    　歯を食いしばり、堪こらえて堪えて堪えて──立ち上がる。


    　シャーリーたちが、一斉にヘリコプターに銃を向ける。だが、さすがに防弾仕様なのだろう、銃弾はカンカンと甲高い音を鳴らすだけだ。


    　ノーベルは全く彼らに関心を持たず、ただ僕に全神経を注いでいる。


    「ＢｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏＭ！」


    　高笑いを上げながら、立て続けに太矢クオレルを射出する。くそ、森の中に逃げ込むか？　いや、無駄か。あの爆裂矢の威力では、樹木など何の防壁にもならない。


    　躱かわす──逃げる──爆発する。


    　どん、と僕の体に重たい何かがぶつかって倒されてしまった。身を起こしてそれを除のける。


    半分になったミルスキの死体だった。腰から上はないが、それでも二〇㎏はある肉塊だ。だが、死体のガンベルトに、この状況を打破する役割を持つ武器──手しゆ榴りゆう弾だんを発見した。


    　もう少しだけ、力を振り絞れ──生きるために。


    　手榴弾を引き抜き、肉塊を蹴けり飛ばして立ち上がる。ピンを捨て、振りかぶった。狙ねらいはキャビン、一瞬だけこちらに狙いを定めているバリスタのことを忘却する。毒の痛みも忘れる。我慢すれば、死にはしない……！


    　投とう擲てきした手榴弾は真っ直すぐヘリコプターに向かい、空あいたキャビンから機内に入り、天井に激突、コクピット内部に転がった。


    「狙い……通り！」パイロットがパニックになり、ヘリコプターがふらふらと揺れ動く。


    　ノーベルは驚くべきことに、即座にヘリコプターを放棄した。キャビンから跳躍する。高さ一〇ｍ以上はあっただろう、鎧よろいを着込んだまま地面に落下し、着地した。


    　ヘリコプターの中で小規模な爆発が起きた。パイロットは手榴弾で死亡し、当然のようにヘリは墜つい落らくする────────ぐしゃり。


    　爆発が起きた。


    　僕とノーベルは花畑で佇たたずみ、向かい合い、互いの武器を構えている。僕はククリナイフを握り締めた。ノーベルはクロスボウに矢を装そう填てんした。


    



    　ノーベル──〝爆薬魔〟は、当然のように爆弾マニアである。彼が爆弾に興味を持ったきっかけは実に安易だった。


    　アルフレッド・ノーベル……輝かしい業績を誇る偉大な科学者である彼と、生まれた土地と誕生日が一緒だったという、ただそれだけが理由である。


    　ただし、彼はノーベルの晩年や若かりし頃などに全く興味はなかった。彼が喰くいついたのは、ただひたすらにダイナマイトに四苦八苦するノーベルだった。


    　彼をして苦く心しん惨さん憺たんさせたダイナマイトとは、如い何かなる物質なのか。


    　それは世界の歴史に名を残すほどの存在なのか。


    　爆薬に興味を抱いだいた彼は化学を専攻し、爆薬の製造に手をつけた。


    



    　誰もいない場所で爆薬を爆発させた瞬間、怒ど濤とうのような快感に襲われて彼は狂きよう喜き乱らん舞ぶした。だが、爆発というものは構造物……つまり、爆発させるべきモノが存在しなければ、それがどんな威力か想像するだけでしかない。


    　彼は少し躊躇ためらったものの、数年前に卒業した学校を訪れて爆弾を設置し、爆発させてみた。彼が学校を選んだのは「昔、クラスメイトにいじめられていたから」という、今の生徒たちには全く関係のない理由であった。


    　爆弾は見事に大爆発を起こし、大惨事を引き起こした。彼が、他の爆弾魔と違う点が一つだけあった。彼は爆弾の威力をなるべく間近で見ようとしていたため、彼自身もまた爆風により全身を滅め茶ちや苦く茶ちやに破壊されてしまったのだ。


    



    　逮捕されて警察病院で治療中、彼は極秘に搬送された。


    　望みを尋たずねられる。


    「爆薬を爆発させたい。そして、モノを壊したい」


    　彼の答えにクラブは満足し、〝娯楽提供者エンターテイナー〟の称号を与えた。


    　醜みにくく破壊された顔には、鋼鉄の仮面と兜かぶと。爆風に耐えるための、特製プレートアーマー。武装は、左腕に装着したヘビークロスボウ。突き刺さると爆発するダイナマイトアロー。


    　ノーベルは信じている。


    　爆薬は世界で最高の発明であり、それを統すべる自分は世界でもっとも優れた、そして謙虚で温おん厚こう篤とく実じつな人柄の素晴らしい人間だと。


    　ノーベルは人を爆発させることをなんとも思わない。


    　何な故ぜなら、爆薬は世界最高の発明品だ。それで爆発させられる人間は、むしろ幸せといっていいだろう。そう信仰しているからだ。


    



    　──決着の刻ときだ。


    　僕は冷徹に彼を見定めた。


    「爆発は……芸術だ！　芸術アート！　芸術アート！　芸々々々々々術アァァァァァト！」


    　ノーベルが左腕のクロスボウの狙ねらいをこちらに定めた。姿形はイカれているし、頭もすっかりイカれているが、それは単純に彼にとって必要のないものを削そぎ落とした結果なのかもしれない。


    　けれど、僕もまた似たような存在だ。殺人という才能に一点特化した存在だ。故ゆえに恐れはなく、慈悲もない、ただ煮えたぎるような怒りだけがこの身を支えている。


    　復ふく讐しゆうの黒い炎。


    　僕はそれを、全て肯定して受け入れよう。力になるなら、それがどうであれ構うものか。


    



    　────────吼ほえる、走り出す。


    



    　矢が射出される。狙いは頭でも心臓でもなく、もっとも標的を定めやすい腹部。


    　走りながら、僕は考える。この矢を躱かわすこと自体は、無理な相談ではない。だが、僕は見ていた。ノーベルは矢を射出した瞬間に、次の矢を装そう填てんしようとしている。


    　左右に横っ飛びで躱すのは、やめておこう。次の矢は、間違いなく僕を狙い撃つ。横っ飛びで一旦走ることを停止した僕に、躱す術すべはない。


    　では、跳躍する？　矢を飛び越え、その勢いのままノーベルを唐から竹たけ割わりにする──いや、これも却下だ。空中では、どうしても僕は無防備になる。二本目の矢を空中で躱す自信が、僕にはない。それに……それに、左右が駄目なら上というのは安易すぎて読まれている感じがする。


    　ならば、僕が取るべき手段は一つしかない。


    　僕は走りながら、全身を突然傾斜させた。矢は背中を反そらせた僕の目の前ギリギリを通過していく。僕は、走った勢いを殺さないまま滑るようにノーベルの元へと近づいていく。


    　毒の痛みを、憤ふん怒ぬに変換。


    　憤怒は力へと変わり────。


    「ギッ………………!?」


    　全身を捻ひねり、爆発させるようにしてククリナイフを振り抜いた。鋭く、分厚く、重い刃がノーベルの腰から腹部を鋼鉄の鎧よろいごと両断した。


    「あ、がぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


    　血がどぼどぼと溢あふれ出す。僕は間かん髪はつ容いれずに立ち上がり、彼の矢筒から矢を引き抜いた。


    「よし。確かにお前の言う通り、爆発は芸術だ。たまには自分でも味わってみろ」


    　そう言って、彼の喉のどに矢を突き刺して脱だつ兎との如ごとく離れる。


    　数秒も経たないうち、ノーベルは絶叫と共に吹き飛んだ。肉体の破片が雨のように降り注ぐ。


    　戦闘が終わったことを、肌で実感する。


    　それはつまり、憤ふん怒ぬと憎悪の時間は過ぎ去り──死を悼いたむ時間が始まったということだ。


    



    　僕は覚悟を決めて、戦場となった花畑へと帰還する。ほんの三十分前、まるで天国のようだった花畑は、無残に変わり果てていた。


    　迫撃砲と銃によって、花は斑まだらのように散っていた。地面は抉えぐれ、ところどころに人間が倒れている。敵も…………味方も。


    　だが、何より僕の心を抉ったのは子供たちだった。一人一人の名前と顔が、ようやく一致し始めてきた頃だった。……もう、顔すら分からない子供もいる。あの少女も、亡くなっていた。残されたのは、体のごくごく一部だけだ……。


    　グレタは、ただ生き残った子供たちを抱き締めて啜すすり泣いていた。子供たちは、目を見開いて呆ぼう然ぜんとしている。目の前で友達だった人間が理不尽に殺され、心を深く深く傷つけられた。ひょっとしたら、二度と立ち直れなくなるくらいに。


    「何ですって!?」


    　シャーリーが無線機に向かって怒ど鳴なった。常になく焦あせった様子で、無線機のレシーバーを握り締めている。


    「どうした、シャーリー！」


    「……………………美術館も襲撃を受けたみたい。生存者は数名、捕虜として二、三人連れて行かれたみたい」


    　シャーリーの言葉に、その場にいた全員が愕がく然ぜんとした。


    「……！　お祖母ばあさまは……！」


    　はっとして立ち上がったグレタの言葉に、シャーリーは言いにくそうに答えた。


    「マザーからの最後の言葉。『皆、お逃げなさい』だそうよ」


    　グレタは俯うつむき、沈黙する。エプロンドレスの裾すそをぎゅっと掴つかみ、必死に過酷な現実に耐えようとしていた──耐え切れるのだろうか。


    　昔の僕だったら、いや……誰でも、きっと耐え切れない。


    　シャーリーがパンパンと手を叩たたいて叫ぶ。


    「全員聞いて、今から指示を出す！　アンタたちはミルスキの死体から、使えそうな装備品を確保！　それから、ミルスキがここまで乗ってきた車がどこかにあるだろうから、分ぶん捕どってきて！」


    　彼女の指示に、レジスタンスたちは弾かれたように周囲に散った。


    　シャーリーは次に、グレタと僕の肩を叩いて告げた。


    「仲間と子供たちを埋めてやってちょうだい。時間ないから、急いで」


    　僕は頷うなずき、未いまだ自分を取り戻しているとは言い難いグレタの手を強引に引っ張って言った。


    「一緒にやろう」


    　グレタは震ふるえながら…………こくんと微かすかに頷うなずいた。


    



    　迫撃砲でできた穴を、もう少し深く掘ることにした。僕とグレタは小さなシャベルを使って土を掘っていく。グレタの額ひたいから、汗が零こぼれ始める。


    　彼女は今、必死になって──たぶん、何も考えまいとして──土を掘っている。


    　何かを言うべきだったのか、あるいは慰なぐさめるべきだったのかもしれない、けれど僕は僕で臓ぞう腑ふに染み渡る憎悪を堪こらえるので、本当に大変だった。


    　穴を掘り終えると、あとは子供たちを運ぶだけだ。さすがにこの仕事は任せられまいと思ったので、僕がやろうと申し出たが、グレタはふるふると必死になって首を横に振った。


    　彼女は唇くちびるを噛かみ締め、顔を蒼そう白はくにしながらも倒れることなく、子供たちを運んでいく。一人一人に声をかけ、体を撫なでた。


    　埋められた子供たちに祈りを捧げた後、グレタは精せい根こん尽つきたように崩れ落ちた。


    「だ、いじょう、ぶ……」


    　そう呟つぶやく彼女を助け起こした。行こう、グレタ。ここを、ただ静かなだけの場所にするべきだ。もう、彼らは騒ぐことはできずとも──穏やかに過ごすことだけはできる。絶望も悲しみもなく、喜びも愛もない。


    　何な故ぜこんな運命を神は与えたのだろう？　もし、彼らが神の御許に行ったのなら僕には一つ伝えて欲しいことがあった。ロキおにいちゃんが、いつかアンタを殴なぐりに行くと──と。


    



    　シャーリーが車を停止して待っていた。僕たちは、それに乗り込んで一息つく。


    「これから、小規模拠点にバラバラに潜ひそむことにするわ。少なくとも他の幹部やマザーと連絡がつくまではね」


    「……シャーリー、あの……生き残った子供たちは？」


    　僕の問い掛けに、彼女は硬い表情のまま、首を横に振った。


    「別の車。あの子たちは、このまま警戒の浅い都市に移動させるつもり。首都は、もう危険すぎる」


    「…………そう」


    　お別れというわけだ。何か言うべきだっただろうか？　言ったところで何を伝えられるわけでもない。言葉は、届くべきときにしか届かない。あの子供たちが、僕たちの言葉に心を動かされる状態だとは、とても思えなかった。


    　だから、これは単なる未練でしかない。


    　いつか彼らが笑うことができる日が来るようにと。


    　……そして僕は、その日に最短距離で届けるつもりになった。


    「グレタ、聞こえる？」


    「……」グレタはぐったりしていたものの、シャーリーの言葉に耳を傾けるだけの力はどうにか残されていたらしい。グレタの微かすかな頷うなずきをバックミラーで確認したシャーリーは、冷酷極まりない声で告げた。


    「マザーが亡くなっていた場合、この〝ホッドミーミル〟の指導者は貴女あなたになるわ」


    「私────に？」


    「もちろん、できるだけの手助けはする。作戦立案も私たちがするし、具体的な指示は任せてちょうだい。でも、抵抗組織レジスタンスはそれだけでは成り立たない。皆にとっての〝精神的支柱〟が必要なの。そして、今の組織でその資格があるのは貴女だけ」


    「………………」


    「ゆっくりと考えさせてあげたいところだけど、そんな時間も余裕もない。選択の余地は、貴女には残されていない」


    「────分かってる」


    　グレタが僕の手を握り締める。僕はそれに応じて、ぎゅっと掴つかむ。おおよそ考え得る限りの暴ぼう虐ぎやくを経験した彼女にとって、信頼できるのは僕だけだったのかもしれない。


    　こう告げたかった。


    　心配するな、僕がすぐに終わらせてやる。けれど、今その言葉を告げるとなんだか嘘うそのように聞こえる気がして、僕はただグレタの髪を撫なでた。べっとりとした血が付着したせいで汚れてしまっているけれど、それでも宝石のように綺き麗れいな髪だった。


    「ロキ……私、眠い……」


    　グレタはそう言って、僕の肩に頭を預けて瞼まぶたを閉じた……かと思うと、すうすうという寝息を立ててたちまち寝入ってしまった。


    　僕は無言で窓の外の流れる景色に目をやった。かなり遠くに、都市が見える。だが、あの都市の半分以上は死んでいた。生きているけれど──死んでいた。


    「もうすぐ、着くわよー」


    　都市郊外の廃屋──の、裏側にぐるりと回って車を隠し、すぐ傍そばにあった地下防空壕ごうに僕たちは移動した。そこが、今回の隠れ家らしい。防空壕といっても、途中で建設を停止したのか、部屋が三つあって、残りは全て改装中（恐らく永遠に）だった。


    　僕はグレタを寝かせ、彼女の手を握り締める。


    　起きるまで、待つつもりだった。


    　決意する。


    　決意する、これ以上ないほどに決意する。


    　あらゆる可能性を手た繰ぐり寄せて、この国を救うことを考える。


    　おこがましい、とは思う。国家は僕が救うべき代しろ物ものではない、そんなものを救えるはずがない。国を救うのは、その国の人間であるべきだ。


    　それは、正しい。


    　だからといって、見過ごすわけにはいかなかった。僕には関係ないとか、大局を見て判断するべきだとか、そういうことの以前に──。


    



    　泣いていた子供たちがいた。


    　もう、彼らは泣けない。笑えない。怒れない。じっとただ、停止し続ける。


    　泣いている少女がいた。


    　彼女はきっと、これから先もずっとずっと子供たちの死を悼いたみ続ける。


    



    　救える力があった。


    　義務があった。


    　そして何より、僕を何度でも立ち上がらせるような憤ふん怒ぬがあった。体に充満し、溶岩のように流れていた。


    



    「……そうだな」


    　そうするべきだ。たとえ、その結果として自分が本質と違う役割を押しつけられたとしても。


    　甘んじて、それを受け入れよう。


    　関わってしまったのだから──全て、受け入れよう。


    「ん……」


    　グレタが目を覚ます。僕は、彼女をじいっと見据える。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──目が覚めて最初に思ったのは、粘着質の液体がべっとり全身にまとわりついている、などというどうでもいいことだった。


    



    　全身がじっとりと、水を含んだみたいに重たく気け怠だるい。目が覚めることすら億おつ劫くうだけど、私の体は心に逆らって起き上がろうとする。体が、〝彼〟を求めていた。


    「グレタ」


    「ロキ……？」


    　彼は私の手を握り締めていた。数時間前、ミルスキたちを斬きり殺したその手で。


    　……汚けがらわしいとは、思えなかった。


    　彼は真剣に、私を見据えていた。


    「ごめん、起こした」


    「あ、ううん。いいの──」


    　色々と、考えなければならないことがある。頭は万まん力りきで締め付けられたようにキリキリと痛むし、目は妙に腫はれぼったい、足の筋肉は棒のように硬直している。


    　それでも、立ち上がらなければ。


    　周囲を見回す。薄ぼんやりとした灯あかりは、ランプのせいだろう。部屋に入った時には真っ暗だったから、ロキがつけたのか。


    「大丈夫？　話せる？」


    　体がとても重たくて、心は悲鳴をあげていて、夢の世界では死者となった子供たちに敵意を以もって傷つけられていた。寝ていても、起きていても辛つらいだけだ。なら、現実の方が少しはマシかもしれない。


    「…………大丈夫」


    　ロキの目は、とても優しい雰囲気に満ちていた。


    「怖い？」──肯定する。


    「死ぬことが？」──否定する。


    「何が……怖いの？」


    「上う手まくやれるかどうか。私が死ぬだけなら、いつだって死んでも構わない。でも、もし私が死んだら────」


    　戦線は瓦が解かいする。


    　抵抗勢力レジスタンスはその勇気を挫くじかれ、奴ど隷れいは死ぬまで奴隷であり続ける。


    「それが、厭いやなの？」──迷う。


    「違うかもしれない。私は、私は………………そう、ただこう思ったの。もう二度と、絶対に、あの子供たちのような犠牲を出したくないって」


    「……それで、いいんじゃないかな？　うん、いいと思う」


    「ありがとう……」


    　ほんの少しだけど、私は笑えた。彼の肯定が嬉うれしかった。彼の言葉が嬉しかった。


    「僕も協力する。僕も同じ気持ちだ。もう二度と、子供たちを殺させない」


    「ロキ？　えっと、その、どういう──意味？」


    　私の言葉に、彼はしばし戸惑いつつ囁ささやいた。


    「楼ろう樹き。僕の名前は赤あか神がみ楼樹だ。この真実の名前に誓ちかって、僕は必ず彼らを討ち果たす」


    「ろう……き」


    　そうか、アカガミ・ロウキ。それが貴方あなたの名前だったのか。


    　彼は頷うなずき、私を左腕で軽く抱き締めた。その血と汗の入り混じったような匂いに、思わず動どう悸きが弾む。


    　名前が、ようやく分かった。性格も分かっている。彼の本質はとても善良だと結論している。けれど、それでも私にとって彼はどこまでも謎なぞめいている不思議な存在だった。


    　何な故ぜ戦えるの？　何故勝てるの？　何故恐れないの？


    「貴方あなたは、何者？」


    　彼は優しく私の頭に手を乗せて、告げた。


    「僕は〝ケモノガリ〟だ。これから、グレタたちの街に巣食ったケモノたちを一掃する」


    　背を向ける──扉とびらが閉じられ、後には私だけが残される。


    　私は嘆息する。


    　最後に残した言葉には、恐怖も虚栄も感じ取れなかった。私がその言葉から感じ取れたのは、ただ一つ。絶対的な信頼だけだった。


    　不意に強烈な眠気が襲う。


    　抵抗もできずに、ベッドに横たわる。何故だか分からないけれど、夢の中で先ほどのような子供たちに巡り合うことはないだろうと確信できた。


    　私の意識を分厚いカーテンが包み込み、私はただ……眠った。

  



  
     第四章　死神伝説


    



    「どこへ行くの？」


    　シャーリーの呼び止めに、僕は背中を向けたまま応じる。


    「狩りに行く。一人残らず」


    　彼女はほう、と感嘆の息を吐き出す。どうやら、止める気は全くないらしい。彼女はポンと肩を叩たたいた。〝好きにしろ〟ということだろう。


    　好きにさせてもらうさ。


    「……いってらっしゃい」


    　僕は別れを告げ、隠れ家にあった地図を頂ちよう戴だいした。抵抗組織レジスタンスであるホッドミーミルと、秘密警察であるミルスキでただ一点、ホッドミーミルが有利な点がある。


    　それは秘ひ匿とく性だ。ホッドミーミルはゲリラであり、拠点をあちこちに持っていてそれらを全て把握できている人間はほとんどいない。


    　けれど、ミルスキは市民に恐怖を与える存在である。したがって、都市に点在する拠点は全てがどうにも目立って仕方ない。


    　加えて、あの制服とホルスターに吊つるされた武器。見間違いようがない。見知らぬ、罪のない誰かを傷つける可能性は少ないというわけだ。


    　よし、いこう。いこうじゃないか、この都市に〝ケモノガリ〟の名を知らしめよう。


    



    　かくして。僕は疾走を開始した。


    



    　見張り二名。


    「……？　おい、止まれ！」


    　走る僕を見み咎とがめた右側の男が、こちらに向かって叫ぶ。もちろん、僕は止まらない。


    「警告したぞ！」


    　さすがに判断が素早い、彼はホルスターから拳銃を引き抜いた。だが、ほんの少し僕の方が早かった。さらに大地に体を押しつけんばかりに前傾しての急加速。


    「……！」


    　撃とうとしたが、それよりは僕のククリナイフが彼の喉のどを掻かき切る方が素早かった。


    　反射的に喉を押さえた彼の手から、拳銃が転がり落ちる。ナイフを一旦捨てた僕はそれをキャッチして、もう一人……左側の見張りに突きつけた。


    「……あ……」


    　ホルスターから拳銃を抜こうとしていた男が、両手を掲げる。申し訳なさそうに笑う。


    　喉を切られた男が、僕の左腕を掴つかむ。笑みを消す。再度のチャンスを生かそうと拳銃に手をかける。


    　地面に落としたククリナイフを蹴けり上げ、宙空でもう一度蹴り飛ばす。銃を抜こうとした男の顔面に分厚い刃やいばが埋め込まれる。


    「腕が早く治るといいんだけど……」愚ぐ痴ちりつつ、僕は秘密警察が不法占拠した屋敷に向かう。現在、ここはミルスキたちの寝床として活用されているらしい。


    　さて、やるか。


    



    　僕は大虐殺ジエノサイドを開始した。そう、どう取り繕つくろうともこれは虐ぎやく殺さつだ。穏やかな眠りを享きよう受じゆするケモノを引き摺ずり出し、まったく躊ちゆう躇ちよせずにその命を刈り取った。


    　抵抗する者もいた──無意味だ。覚悟も、経験も、判断力も、速度も、耐久力も、視界も、動体視力も、聴力も、嗅覚も、第六感も、全てにおいて僕が勝っていた。


    　僕は高揚せず、咆ほう吼こうもせず、憎悪は糧かてに取り込んで──その屋敷の中にいたケモノたちを地獄へ叩たたき込んだ。


    



    　だが、これで終わりではない。


    　拠点は山ほどあるし、厳重に固められた要よう塞さいのような本部もまだ残っている。さて、本部は後回しにして──まずは、周囲から潰つぶしていこう。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──奇妙な噂うわさが、流れ出していた。


    



    　まず、最初。大規模な攻撃によって、抵抗組織レジスタンスホッドミーミルは散り散りになって各都市に逃げ延びたという悲痛な知らせだ。


    　この噂には、更さらなる追加情報があり──あのガートルード・クラインが凶弾に倒れたらしいというものだ。らしいというのは、不思議なことに政府は一向にテロリストであるガートルードを処刑したことを正式に発表しようとしないのだ。


    　生き延びたという者もいる、生きているが銃弾を頭に受けて再起不能という者もいる。だが、この噂はどれもこれもすぐに立ち消えになった。


    　新しい噂が、都市を駆け巡っていたからだ。


    



    　〝殺人鬼〟と呼ぶ者がいた。〝死神〟と呼ぶ者もいた。


    　〝英雄〟と呼ぶ者すらいた。〝悪魔〟と呼ぶ者もいた。


    



    　事の起こりは、三日前の朝。


    　ミルスキはホッドミーミルに協力していた男の屋敷を接収し、独自の駐ちゆう屯とん地ちとしていた。実際には単に酒と食い物と女を貪むさぼるための保養地に過ぎなかったが。


    　ともあれこの屋敷にいたミルスキからパッタリと連絡が途絶え、不思議に思った本部は隊員を何人か派遣し────絶句した。


    　一人残らず、斬り刻まれていた。本来、屋敷の持ち主であった男の書斎には部隊長が座っていた。彼の頭には紙が貼り付けられており、英語でこう記されていた。


    



    　〝まだ続く〟


    



    　その言葉通り、謎なぞの男による暗殺がたった七日で数百件以上起こった。


    　昼も夜も、彼のやることに一切の違いはない。彼はただ、突然出現する。空から、大地から、ひっそりとした路地裏から。


    　例えば、二人のミルスキは誰かとすれ違いざま、首に違和感を抱いてそっと手を当てた。


    「おい、俺の首変じゃないか？」


    　そう問い掛けて、首を横にいた同僚に向けようとした途端、気付いた。


    「あ、俺？　首？　取れてる？」


    　地面に向かって、自分の首だけが落下していく初めての感覚に驚きながら彼は死んだ。


    　数時間後、ミルスキたちは常にない混乱状態に陥った。異常に興奮した様子で駆け回るミルスキたちに怯おびえ、大通りからは市民の姿が消えた。


    　手当たり次第、市民の家に乱入して銃を振り回し、時には何の罪もない市民を問答無用で処刑した。だが、そうしているうちにもミルスキたちは凄すさまじい速度で数を減らしていった。


    



    　──誰だ？　／分かりません。


    　──どこへいった？　／分かりません。


    　──姿を見た者は？　／いません。


    



    　怪しい影を見つけ、勇んで追跡した者たちは誰一人として帰ってこなかった。


    　路地裏に置き去りにされた死体の山を見て、誰もが憎悪より恐怖を抱いだいた。あらゆる情報が錯さく綜そうし、狩猟にやってきた宇宙人だという説まで登場した。


    



    　夜、とある駐ちゆう屯とん地ちでは野良猫が近寄ってきただけで見張りたちは銃を構え、時には互いに誤射すら行うという有様だった。


    　ミルスキたちはますます恐怖を加速させていた。


    



    　今まで、彼らは本当に「楽」をして生きてきた。己の手に銃があり、相手には対抗する手段がない、そして支配者の意に沿っているという絶対的な安心感。


    　まして海外の傭よう兵へいたちを中心に組織された彼らには、バレルガニアに対する郷土愛など存在せず──全ての暴ぼう虐ぎやくを、己たちに許した。


    　楽しかった。


    　幸せだった。


    　天国のような日々。人を殺して、人を嬲なぶって、人をいたぶって、殺して殺して殺して──そして、金が貰える。それが天国でなくて、何なのか。


    　けれど。もう、その日は終わりを告げてしまった。


    



    　今や彼らは殺される側だった。いつ、どこから、どうやって死神が舞い降りてくるのか、自分のところに来るのか、戦友のところに来るのか、上官のところに来るのか。


    　逃亡すれば叛はん乱らん罪ざいで銃殺刑、じっとしていたらいつか死神がやってくる。


    　真冬ほどの激しさはないものの、ちらほらと雪が降り始めていた。恐怖を抑えるために酒を飲み、その酒が余計に体を冷やしていった。おまけに、酒は刺すような苦みがあって酷ひどく不味まずかった。


    　正門を見張っていた男は、風に舞う雪のせいで視界が遮さえぎられることに怯おびえた。ナイトゴーグルを装着したいところだったが、生あい憎にくと支給されていなかった。安酒のせいか、妙に目が霞かすんでごしごしと擦こすった。


    「くそ……」


    　男は与あずかり知らぬことであったが、彼が飲んだ酒は近所の酒場から接収したものであり、横暴さに苛いら立だったバーテンダーが武器工場から流れ出た廃液を度たび々たび混入させていたのだ。それは致死量には至らないものの、人間の神経を侵すには十分だった。


    　男は胡う乱ろんになった頭を小突きながら必死になって見張りの残り時間を計算していた。残り一時間、一時間過ぎれば温かい部屋で眠ることができる。女は要らない、食事も要らない、ただ眠りたい、眠りたい、眠りたい……。


    「……？」


    　目の前に、黒い影が立っている。叫ぼうとした、味方に自分の窮きゆう地ちを知らせようとした。右手に握り締めていた短機関銃ＵＭＰのことなど欠かけ片らも思い出せなかった。


    　叫ぶために、息を大きく吸った──────斬きられた。氷のような刃やいばの感触は一瞬で、それが体内に潜り込むときは、熱さすら感じた。


    　絶叫と共に、他の見張りが警告を発して銃を構えた。撃とうとした瞬間、雪の中に霞むように姿が消える。


    　構わず撃った。絶叫しながら、何もない場所を撃ち続けた。付近の民家は電灯をつけることすらなく、まるで己らだけが世界に取り残されたような気分だった。


    　弾が切れた。


    　　弾倉を装そう填てんしようとする。


    　　　死神が彼らのすぐ近くに出現する。


    　　　　どこからどう現れたのかすら分からない。


    　　　　　泣き出す。


    　　　　　　命いのち乞ごいをする。


    　　　　　　　無言で首を横に振られる。


    　　　　　　　　殺される。


    　　　　　　　　　逃げようとする。


    　　　　　　　　　　殺される。


    



    　初日のときと違い、今度は充分に警戒を強めていた。銃を構えた、火炎放射器も用意した、罠わなも仕掛けた、猟犬も準備した。


    　相手の武器は、ただの大振りの鉈なたであることも確認できた。あとは殺すだけだった。


    　だが──────だがしかし。


    　銃弾が当たらない。姿が見えない。視認できるのはほんの一瞬、侵入者は廊ろう下かを縦じゆう横おう無む尽じんに駆け巡り、天井裏を這はい回り、排気口から抜け出たかと思うと、突如カーテンの陰から現れた。


    　追いかけるはずだった猟犬は、一頭残らず怯おびえて動こうとしなかった。


    　ミルスキたちは、弾倉を再さい装そう填てんするたびに心臓が凍るような恐怖を味わった。撃ち続けなければ、とてもではないが恐怖に耐えられなかった。


    　同士討ちが続発した。時折起きる手しゆ榴りゆう弾だんの爆発に、彼らはますますパニックを加速させた。逃げようとした瞬間、仕掛け直されていた罠に引っかかって殺された。


    　弾倉が切れた男が、他の人間の弾倉を奪おうとして揉もみ合っているうちに殺された。


    　屋敷内部では、加速度的に人間の命が喪失していった。だがしかし、幸運に恵まれる人間も中にはいた。


    　長い廊下だった。既に電気系統が破壊されたせいで真っ暗くら闇やみになっていたが、ミルスキたちはナイトゴーグルを装着し、大小様々な銃を構えて待機中だった。


    　爆発音と悲鳴からこの廊下で待ち受けるのが最良と判断した彼らは、実に賢明だった。


    　肉眼よりは分かりにくいものの、長い廊下の向こう側を走っている男は絶対に自分たちの仲間ではないと断言できた。


    「……っ」


    　彼らは手振りで合図を送り、無言のまま一斉に銃撃を放った。銃ひき爪がねを引く、慎重に狙ねらいを定めるまでもなく、ある程度の間隔で銃弾をバラまけば、必ず当たる。ただ、彼らの思考としてはできるだけ早くこの恐怖の時間を終わらせたかった──という理由が主だが。


    　けれど。


    「え──!?」


    　ソレの行動は、彼らの想像を上回った。銃を構えたときの、微かすかな金属音を聞きつけるや否いなや、彼は廊下の壁から天井へと移り、ククリナイフを鞘さやに収め、四つん這ばいで動き回り始めた。


    　彼らが状況を理解し、対応策を練り、実行する──その速度はあまりに素早かった。


    　間合いを詰められた四人はたちまち全身を斬きられた。


    



    　事ここに至り、ミルスキの士気はほぼゼロに近いものとなった。脱走を試こころみる者が次第に増え始め、遂ついにはほぼ全員が逃亡を開始した。


    　ソレは全く躊ちゆう躇ちよせず、逃げる者も断固として追跡した。彼らがここで逃亡したところで、それは故国へ逃げ帰るなどということはない。単に一時的に撤退し、新たな部隊を編制するだけだと理解しているからだ。


    　だから、完全に逃げ切ったほんのわずかな隊員たちを除のぞいて、ソレは徹底的にミルスキたちを排除した。


    



    　──この日。紛まぎれもなくたった一人の少年によって、国の歴史は転換した。
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    　花畑の惨劇からずっと隠れていたアジトを出る直前、シャーリーはグレタに二度目の念押しをした。


    「本当に……貴女あなたがやるのね？」


    　グレタは頷うなずく。使命があった。悪あしき運命の巡り合わせで、自分はこの国を真に愛する指導者の末まつ裔えいという存在になってしまった。


    　けれど、もうそれを嘆なげかないし目を逸そらすこともしない。


    　受け入れる。


    　そして、自分の存在が彼らの力になるのならばそれでいい。それで己がどれほど磨すり減らされようとも構わない。


    　だって、あの人が戦っているのだから。


    　だから、自分だけが安全地帯にいるなど許されない。


    　シャーリーは溜ため息いきをついたあと、不意に表情を真剣にして敬礼でもってグレタに応じた。


    「降参。……グレタ・クライン様。貴女はたった今、私たちの本当の指導者になったわ。なんでも言って、指示を下して。迷ったら意見は出すけれど、貴女が決めてくれていい」


    　グレタ・クラインは力強く、指導者としての一歩を踏み出した。


    



    　数日の間、リンドマンは〝クラブ〟の友人たちと旧交を温めるために海外にいた。帰還して早々、青白い表情で部下が告げた報告により彼は緊急会議を開いていた。


    



    　がつん！　と文ぶん鎮ちんが机に激突し、微かすかに疵きずをつけた。


    「一体どういうことなのだ！　たった一人、たった一人の敵なのだろう!?　それが何な故ぜ仕留められん！」


    　リンドマンが会議室に集まったミルスキの高官及び大臣たちを怒ど鳴なりつけた。


    　先ほどから文ぶん鎮ちんで机を殴なぐり続けているせいで、頑丈な樫かし製せいにもかかわらず凹みが目立ち始めていた。


    　ファーレンヴァイダーは、カーテンを微かすかに開けて外の景色を見ている。彼の怒鳴り声にも我われ関せずというところだ。代わって、副長官がハンカチで汗を拭ふきながらしどろもどろに答えた。


    「それが……その……なんとも……神しん出しゆつ鬼き没ぼつと申しますか……」


    「そんなことは分かっている！　だがたった一人なのだろう！」


    「……たった一人です。一人なのですが、勝てないのです」


    「あいつらに供与した最新の銃火器は何のためにある！　装甲車だってあるはずだ！」


    「銃は……当たりません。躱すのです、避けてしまうのです。そして、装甲車はもっと最悪です。攻撃を避けて内部に入り込まれてしまえば終わりなので……そのせいで、装甲車の大部分はホッドミーミルに強奪されました」


    「そんな人間がいてたまるか！」


    　リンドマンが虎のような唸うなり声を上げてそう叫ぶと、ファーレンヴァイダーがポツリと呟つぶやいた。


    「いるんだ、リンドマン。世界にはそういう人間が必ず存在する」


    　──リンドマンはこの国の終身永世大統領である。最高権力者たる彼を呼び捨てするというのは、最も早はやそれだけで極刑に値する罪のはずだ。


    「……」


    　だが、リンドマンは彼を睨にらむだけで何も言わない。そのうち、興奮も静まってきたのか会議室の椅い子すにどっかと座り、副長官に告げた。


    「それで？　結局、お前たちは何人死んだ？」


    　副長官は助けを求めるように、長官に視線を送る──────黙殺。


    「あの、その……げ、現在この首都には九千人のミルスキがおりまして。地方には六千人のミルスキが散らばっているのですが……」


    「そんな当たり前のデータは聞いていな────」


    「この十日で、一千人が殺されました」


    　副長官の言葉に、リンドマンはポカンと口を開いた。


    「一千……一千人だと……？」


    「はい。襲撃を受けた駐ちゆう屯とん地ちは合計六か所。最初の一か所を除き、五か所においてミルスキは勇敢に戦いましたが、敵は………………」


    「ひ、一人なのか!?　本当は、レジスタンスの一斉襲撃ではないのか！」


    「私もそれを疑い、調べ上げました。監察医からの報告も吟ぎん味みしました。全てとは申しませんが、七百人以上が同一の武器で殺されております」


    「ククリナイフ」


    　長官がぼそりと呟つぶやいた言葉に、副長官は頷うなずいた。


    「はっ、大型の鉈マチエツトと申しますか──ともかく、そういう類たぐいの凶器で殺害されたのは間違いのない事実です。他、わずかながら生き残った隊員たちの情報も統合すると、どうしても単独犯としか────」


    「捕まえたレジスタンスがいただろう、そいつらを拷ごう問もんして情報を吐き出させろ！」


    「それが……三人中二人は拷問中に自殺し、残ったのは見た目に反して随分しぶとい奴でして。自白剤を射ってみたのですが、『何も知らない！』と声が枯れるまで絶叫するだけで……」


    「ええい、くそ！」


    　どっかとリンドマンは椅い子すに座り込み、苛いら立だち紛まぎれの表情で副長官に告げた。


    「……生き残った隊員がいると言ったな？」


    　リンドマンが目を細くして副長官を睨にらみ付けた。彼がはぁ、と頷くとリンドマンが咆ほう吼こうした。


    「敵前逃亡は銃殺刑だ！　即時死刑執行しろ！」


    「お、お待ちください。その──」


    　リンドマンがホルスターから素早く拳銃を引き抜き、副長官に突きつけた。彼は反射的に両手を掲げた。


    「この私に待てと言うのか!?」


    「そういうわけでは！　しかし、その、あの……あ、あまりにそれは……」


    　のたのたした言葉に、リンドマンはますます激げき昂こうし、周囲は副長官の脳のう味み噌そが飛び散ることを覚悟した。


    「──副長官。大統領への批判や反論は許されるものではない。即時、執行したまえ」


    「は、はっ！」


    　長官の言葉に、副長官は飛び上がって敬礼し、会議室を出ていった。彼にとってこれが最後のチャンスになることは、誰の目にも明らかだった。


    　リンドマンは憤ふん懣まんやるかたないという風情で、ファーレンヴァイダーを睨み付ける。


    「何者だ。お前が言っていた日本人の少年とやらなのか？」


    　ファーレンヴァイダーは頷き、机に無造作に載せていたレポートを手に取った。


    「ツテを頼って色々と調べてみたぞ。彼の名前は赤あか神がみ楼ろう樹き。例のレントブロア共和国での大規模な〝人狩りマンハント〟の生き残りだ。いや、勝ち残りか」


    「まさか、とは思うが……その子供一人で勝った、のか」


    「そのまさかだ。彼は一般人の少女二人を守りつつ、ゲームフィールドから脱出。その後、二人と別行動を取り、あの場にいた人間全てを狩り殺した。スタッフ、会員メンバー、そして〝娯楽提供者エンターテイナー〟とミスターをな。ああ、ミスターは追い詰められての自殺だが」


    「…………聞けば聞くほど、恐ろしいな」


    「学んだ戦闘技術などは一切不明。ただ、使用した武器は銃よりナイフ。弓は後々使うようになったらしい。銃弾に当たれば傷つくが、ミルスキたちの報告の限りでは殺気を読んで避ける。手しゆ榴りゆう弾だんは空中で捕獲して投げ返す。暗くら闇やみでもナイトスコープを使用せずに動ける」


    　リンドマンはその報告を聞いて、安あん堵どの吐と息いきをこぼして言った。


    「なるほど、大体分かった。つまりはお前と同レベルか」


    「その通り。経験ならば、私の方に分がありそうだ」


    　二人の会話に、集まったただの人間たちは唖あ然ぜんとなっていた。何を言っているのか、まるで理解できなかった。


    「……」ファーレンヴァイダーは窓から、市街を見つめた。


    「どうした？」


    「いや……」彼はその言葉をわずかな愉悦と共に飲み込んだ。


    　リンドマンとファーレンヴァイダーで、一つだけ異なる点がある。リンドマンは敗北したくはない、ファーレンヴァイダーは──勝敗を基点に置いてはいない。


    「だ、だ、だ、大統領……大統領！」


    　副長官が転がるように再び会議室に飛び込んできた。リンドマンはその騒々しさに、反射的にホルスターの拳銃に手を当ててしまった。彼の顔面は蝋ろうのように白く、舌が震ふるえるのか言葉をなかなか紡つむぎ出せなかった。


    「せ、せ、せ、せめ、せめて、せめてき……」


    「〝ホッドミーミル〟が攻めてきたのか？」冷静な長官の言葉に、なんとか彼は頷うなずいた。


    「だったら、モタモタしていないでとっとと応戦しろ！」リンドマンの檄げきに、彼はふるふると首を横に振る。


    「……なるほど、そうか」ファーレンヴァイダーは、何な故ぜか納得したように頷いた。


    　リンドマンは不審そうに尋ねる。


    「何だ、何が起こっている」


    　副長官は深呼吸を繰り返し、それでも恐怖を露あらわにしながらこう叫んだ。


    「市民が……一般の市民たちが、武装蜂ほう起きしました。現在、都市のあちこちでミルスキとの銃撃戦が勃発しています！」


    　全員がどよめき、驚きよう愕がくと恐怖に震えた。


    　リンドマンはポカンと口を開いていたが、しばらくして何かを諦あきらめたような苦い表情で呟つぶやいた。


    「……ここまで来て、負けるか」


    　これまで、彼らは市民を恐怖で押さえつけてきた。穴から顔を出すモグラを叩たたくようなものだ。的確にやれば、どんなモグラも穴から出ることはない。


    　しかし、一斉にモグラが穴から這はい出てきた場合は……最も早はや止める術すべなどない。


    　沈黙が会議室を支配する。リンドマンとファーレンヴァイダー以外は、誰も彼もが怯おびえ、震ふるえながらどうすれば自分の命が永らえられるかを必死に考えていた。


    　もちろん、結論はただ一つ。相手に与くみするしかない。


    　そのためには自分が大統領の命を奪うべきだ…………そんなことを考えた。


    「だ、大統領閣下────」


    　誰かがそう言いつつ、彼に近づこうとする。リンドマンは重苦しい溜ため息いきをつきつつ、その名を呼んだ。


    「〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟〝ニコラ・テスラ〟。……やれ」


    　次の瞬間、電流とナイフが部屋を混こん沌とんの渦に巻き込んだ。抵抗する暇いとまもなく、この国を動かしていたはずの彼らは粛しゆく清せいされた。


    「やりきれんな。ここまで国を育て上げたというに」


    　帽子に手をやりつつ、リンドマンは無念そうに漏もらして執務室へと向かった。


    「護衛はいるか？」


    「いらんよ〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟。私は敗北を噛かみ締める、君は好きにするがいいさ」


    「……そうしよう。〝ニコラ・テスラ〟、行くぞ」


    「はっ」


    　怪物二人もまた、会議室を退出した。後に残されたのは、ただただこの〝遊戯ゲーム〟に利用されただけの死体の山だった。
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    　街から、ミルスキの姿が消え失うせていた。誰も彼もが怯おびえ──何しろこの十日間、昼も夜も関係なく襲われたので──定時の巡回を拒絶するか、もしくはなるべく何も見ないように通り過ぎようとした。


    　市民たちは、久しぶりにあらゆる監視の目が存在しない状況に顔をほころばせていた。集まって誰憚はばかることなく話をする自由、笑うことができる自由、憤いきどおりを表現することができる自由。


    　そして何より、政府への不満を口にすることができる自由があった。


    　だが、それもホッドミーミルが木箱に山と積まれた武器弾薬を運んでくるまでだった。


    　ざわめく市民たちをよそに、レジスタンスたちは堂々と大通りの傍かたわらに木箱を置いた。中には拳銃があり、小銃があり、弾薬があった。


    　だが、誰もそれを手に取ろうとはしない。武器を手にしたら最後、あの野蛮人どもと敵対することになる──それを理解しているが故ゆえに、手に取れない。


    　けれど、目の前に牙きばがある。野蛮人どもに噛かみつくための、牙がある。手に取ることを躊躇ためらうが、逃げることも躊躇い、市民たちは次第に武器の周囲に集まり始めていた。


    



    　そんな光景を見ている少年と少女がいる。黒髪隻せき眼がんの少年は、心配そうに少女に囁ささやく。


    「やれる？」


    　少女は頷うなずき、自分の役割を確認する。何度も何度も、口上の練習はしたがそれでも不安は拭ぬぐえない。自分のような、若い娘の言葉で果たして彼らが動くのか。しかし動かなければ、全員間違いなく殺される。


    　自分の肩に、あらゆる人間の未来がかかっているのだ。


    （────それでも、大したことじゃない）


    　少女はそう思う。


    　そう、少年が成し得たことに比べればまるで大したものではない。武装した数千人のミルスキたちを相手に、たった一人で戦い抜いただけでなく、ずっと勝ち続けた彼に比べれば、まるで子供だましだ。


    　だから、不安はあるが恐怖はない、絶望もない。絶望から救い出してくれたのは、赤あか神がみ楼ろう樹きであり、彼は今もなお──この瞬間も、自分たちが立ち上がることを信じて戦っている。


    　それに応えなければ、自分は臆おく病びよう者ものの誹そしりを免まぬがれまい。


    



    　武器に集まっていた市民の一人が、ふと背後を振り返って一人の少女を目に留とめた。大通りを真っ直すぐ歩くメイドの姿は否応なく目立つ。ぽん、と隣の男の肩を叩たたいて囁ささやく。


    「グレタ・クラインだ」


    　その言葉に市民は武器のことを忘却して次々と振り返り、彼女を見た。そして、彼女の名前が波紋のように広がっていった。


    　グレタ・クライン。


    　悲劇のクライン家の一族。ガートルードが行方不明となって生存が絶望視されている今、彼女は正しよう真しん正しよう銘めい最後の生き残りだった。


    　そして更さらに一人。こちらの方が、ひょっとするとグレタよりずっと目を引いたかもしれない。


    　街を猿ましらのように、あるいは鳥のように飛び回り、ミルスキたちを狩り殺していた少年。顔や姿を、ほんの少し見ていた人間が騒ぎ立て──あっという間にその情報が増幅していく。


    　信じられない、と誰もが思っていた。


    　信じたくない、とも思っていたかもしれない。


    　二人はどこまでいっても子供だった。少なくとも、この世に生まれ落ちて二十年経っていないことは確かだ。


    　けれど、一方は抵抗組織レジスタンスの指導者であり。


    　もう一方は、単身であのミルスキに立ち向かい、しかも勝利し続けているのだ。


    　どこか後ろめたさと恐怖、そして憧しよう憬けいをない交まぜにしながら、市民たちは二人を遠巻きに見つめていた。


    



    「皆さん！」


    　グレタの呼びかけに何かが起こることを予感した彼らは、ざわめきを捨ててあっという間に静まり返る。同時にシャーリーたちが、素早く彼女の声をマイクで拾った。電波によって、この国全域に彼女の声が流されていく。


    「何な故ぜ、武器を取らないのですか？」


    　最初に彼女が発したのは、問い掛けだった。市民たちは戸惑いながら、顔を見合わせる。


    「武器を取るということは即ち、ミルスキと敵対することです。それが、厭なのですか？」


    　これもまた正しい。彼らは敵対するのが〝厭いや〟だった。


    「恐怖ですか？　絶望ですか？　諦てい観かんですか？」


    　どれもこれも理由として当て嵌はまっている。厭だった、何もかもが厭だった。敵対し、争い、傷つくことが、何もかも。


    　ミルスキという恐怖が刻んだ爪つめ痕あとはあまりに深く、大きすぎた。敵対すると考えるだけで、絶望がその身を支配する。


    　グレタは静かに囁ささやいた。


    「私たちは、強制はしない」


    「……？」


    　思ってもいなかったその言葉に、市民が戸惑う。彼女はずんずんと市民を掻かき分けて進んでいき、木箱の中から小銃を取りだした。銃弾を装そう填てんし、右手にしっかと握り締めて告げる。


    「強制はしない。私たちは、選択肢を与えるだけ。強制したって、何も変わらない。自分の運命を支配できるのは自分だけ。理不尽なものであっても、それらを全て受け入れて、そこから進むだけ」


    「あんたたち、死ぬぞ？　死んじまうぞ？」


    　誰かからの問い掛けに、二人は躊躇ためらいもせずに頷うなずく。


    　グレタの代わりに、少年が応じる。


    「誰にだって、命を懸かけなければならない瞬間がある。僕には、今日この日この時こそが、その瞬間というだけ」


    　二人は市民を掻かき分け、大通りを真っ直すぐ進んでいく。その後を、市民たちが一人、また一人とついていく。彼らの手に握り締められたのは、まさしく武器だった。


    　グレタは銃を持つ。


    　少年はククリナイフを掲げる。


    　ドス黒い血がこびりついていたそれは、陽光を反射してさながら聖剣のような輝きを帯びていた。


    　聖剣──そう、指導者リーダーであるグレタ・クラインの隣にいて、共に歩いているのは外ほかならぬ聖剣を持った英雄である。


    　英雄。


    　銃すらものともしない英雄が、自分たちの味方となっている。


    　甲高い笛の音と共に、数人のミルスキが彼らを解散させようと駆け寄ってくる。だが、手に握られた銃火器を見て顔色を変え、慌あわてて後退した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　私はほんの少し、逡しゆん巡じゆんする。今から叫ぶ言葉で、少なくとも数千人の命が失われることは確実だ。それが市民であれ、敵であれ。今から自分が、戦争の銃ひき爪がねを引く。


    　復ふく讐しゆうもある、憎悪もある、限りなくドス黒い感情全てが混ざっている。子供たちの、父の、母の、兄や姉、そして祖母のための復讐。そのために見知らぬ誰かを利用するという罪悪感すら存在する。


    　いいのか。


    　私はいいのか。


    　私の感情的な行為に、皆を巻き込んで──────────いいのか。


    



    「グレタ」


    　彼が私の手をきゅっと握り締める。


    　羞しゆう恥ちや嬉うれしさより、勇気という名の力が湧わいた。


    「罪は、二人で背負おう」


    　とても嬉しい共犯者としての誘惑をしかし、私はどうにかして払い除のける。


    「ううん。これだけは譲ゆずれない。これだけは、グレタ・クラインだけの罪」


    「だけど──」


    「いいの、それでいいの。楼ろう樹きだって、違う罪を背負ってる」


    　自分などより、よっぽど過酷な罪を。


    「……」


    「でも。ありがとう。楼樹のお陰で、勇気が湧わいた」


    



    　この罪を他人に背負わせられれば、どれほど楽だろう。


    　知らないと両耳を塞ふさいで瞼まぶたを閉じられれば、どれほど楽に生きられるだろう。


    　けれど、だからといってこの言葉を発する役割を他者に預けていいとは思わない。


    　あらゆる罪を背負い、あらゆる罪をねじ伏せる。それが、今の自分にできるただ一つの行いだ。さあ、叫べ────グレタ・クライン！


    



    「……自由のために！」


    　オオオオオオ、という凄すさまじい咆ほう吼こうが市民から放たれた。大地を揺るがすほどのその轟とどろきは、未いまだ自室に籠こもっていた市民たちを飛び出させるに充分な威力であり、それはほとんど瞬間的ともいえる速度で、首都全域に広がっていった。


    



    　自由のために。


    　復ふく讐しゆうのために。


    　溢あふれかえるような憤ふん怒ぬを叩たたきつけるために。


    



    「恐れることはない！　我われ々われには英雄がいる！」


    　私の言葉と同時、楼樹が高々と剣を掲げた。


    「単なる凶器だけどさ。……これで、皆が勇気づけられるなら」


    　彼はそう言って、己にとって苦痛でしかない役割を引き受けてくれたのだ──。

  



  
     第五章　英雄誕生


    



    　僕は無言で剣を掲げる。途端、勇気づけられたとばかりの大歓声が巻き起こる。


    　罪悪感の刃やいばが、胸にざくりざくりと突き刺さる。


    



    　油断すると、自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべてしまいそうになる。


    　そうなるのも当然だ。


    　だって、彼らにとって僕は英雄なのだ。


    　伝説の英雄であり、勇者であり、人じん外がいの力を以もって救国の存在となりうるべきものなのだ。


    　笑いたくなる。


    　違うのだと叫びたくもなる。


    　だけど、そんなことはしない。そうすれば、グレタの決意が台無しになる。


    　僕はただ、僕に投げかけられるむず痒がゆいような言葉を我慢すればいい。
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    　そうして、最後まで嘘うそを貫き通せばいい。


    　僕はこの国において、傲ごう岸がん不ふ遜そんにも英雄となる。


    　虚栄にして欺ぎ瞞まんにして真実の英雄に。


    　僕とグレタの行為によって血は流れる、死体は出る、悲しむ人間も山ほど出るだろう。


    　だが、それでも自由を勝ち取ることはできる。与えられるだけでは駄目だ、それではどうしても容易たやすく飲み込まれてしまう。彼らは理不尽にも戦わなければならないのだ。


    　そうしなければ、次の傀かい儡らいが生み出されるだけだ。


    　さあ、いざ突き進め。


    　自由というかけがえのない存在のために。


    　復ふく讐しゆうと憤ふん怒ぬを爆発させるために。


    　銃を手に取り、傲ごう慢まんを打ち砕くがいい。


    　僕は彼女の手を放し────走り出した。


    



    　都市が、激動していた。あちこちで銃火の光が瞬またたき、絶叫とそれを上回る咆ほう吼こうが轟とどろいた。


    　この国の平和を取り戻すために──前を向いて、歩き続けるしかないのだ。


    　僕にできることがあるとすればただ一つ。限りなく他者の犠牲を少なくして、平和を取り戻させることだ。彼女の罪が、少しでも軽くなりますように。


    



    　──体調確認。絶好調、右腕は相変わらず動かないがそれ以外は全く問題なし。


    　──武装確認。ククリナイフの刃は研といである、鋼鉄だろうが銃弾だろうがブチ斬きれる。


    



    　標的は三人。


    　〝娯楽提供者エンターテイナー〟である〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟と〝ニコラ・テスラ〟。


    　そして、最終目標──終身永世大統領にして〝クラブ〟の会員メンバーであるコリキア・リンドマン。


    　人を娯楽で狩り続けた男に、相応の報むくいを与えたまえ。


    



    　大統領官邸前では、既に戦闘が開始されていた。官邸周囲を防衛しているミルスキたちの表情は冴さえない。恐らく他のミルスキたちは都市の激戦に巻き込まれているのだろう。十万の市民が立ち上がれば、ただそれだけで数が少ない彼らは圧倒的に不利だ。


    　もちろん、それだけではない。


    　それだけならば、充実した武装で駆逐しようという意志もあるはずだ。


    　彼らが恐れているのは、それ以上のもの。あらゆる武装をもってしても仕留められなかった僕という存在だ。


    



    　市民たちとミルスキたちの激戦区。市民たちは自身の自動車などを、ミルスキたちは、予あらかじめ積み上げておいたらしい土ど嚢のうをそれぞれ遮しや蔽へい物ぶつにしていた。


    　現状はミルスキがやや有利だ、手慣れた様子で弾倉を装そう填てんしつつ軽機関銃や、手しゆ榴りゆう弾だんをフル活用して市民の攻勢を抑え込んでいる。


    　その戦場に向けて、僕は迷わず突貫する。


    　遮蔽物の一切を無視して、戦場のど真ん中に飛び出した。


    　次の瞬間──敵であるミルスキも、そして僕とは運命共同体である市民たちの銃声が一斉にやんだ。僕はミルスキを睨にらみ据えつつ、ククリナイフを構えた。


    　静せい寂じやく。この瞬間、この区域だけがただひたすら静かだった。


    　ゆっくりと、状況を理解した彼らミルスキの口が驚きよう愕がくやら恐怖やら絶望やらで、ポカンと開く。


    　誰も彼もが姿形は朧おぼろにしか見てなくて。


    　けれど、誰も彼もがその存在を知っていて。


    　そして、誰も彼もがソレと出会うことに恐怖を抱いだいていた。


    　明日も会わずに済むよう、明後日も会わずに済むよう祈りながら生きていた。


    　だが、この日この時この場所で。


    　──出会ってしまったのだ。


    　僕は吼ほえる。吼えながら疾風ハヤテのように駆けていく。銃弾は僕に向けて、嵐のように飛んでくる。殺意を感じ取る、殺意を視認する、銃弾の軌跡が僕の視界に刻み込まれる。


    　地を這はうように躱かわす、壁を蹴けって躱す、ククリナイフを一振りして弾き飛ばす──！


    「あ、あ、あ、ああああああああああああああああああァァァァッ!?」


    　悲鳴をあげながら軽機関銃を撃ち続けるミルスキの一人に到達、首を狩った。至近距離でアサルトライフルを突きつけられる、ごろりと転がりながら体勢を入れ替えると他の兵士が放った銃弾が不幸にも彼の脳のう漿しようをぶちまけた。


    　死んだ男が手にしていたアサルトライフルを奪い取り、手当たり次第に撃ちまくる。この頃になると、市民たちの銃撃が再開されていた。ミルスキたちは僕と市民への応戦に追われ、混乱を来きたし始めていた。


    　絶叫しながら誰かが手しゆ榴りゆう弾だんのピンを外した、僕はその男の手に狙ねらいを定めて銃ひき爪がねを引いた。


    　その弾みで、ミルスキの陣地内にポロリと手榴弾が落ちた、咄とつ嗟さに僕は脇目もふらずにそこから離れた。


    　数瞬後──ズドン！　他の爆薬が誘爆したことによって、彼らの陣地に穴が開いた。僕は残りのミルスキたちを放置して、そのまま大統領官邸正門へと飛び込んだ。


    　背後で大歓声と共に、銃撃戦が勃ぼつ発ぱつする。ミルスキたちは僕を追跡するよりも、眼前の敵を打ち払うことに全力を費ついやすらしい。


    　万が一、リンドマンに逃げ出されれば目も当てられない。僕はスピードを重視した。後から、必ずグレタたちもやってくるという確信があってこそだったが。


    　前庭のミルスキの数はそれほどでもなく、比較的容易に僕は、官邸内部へと侵入を果たした。


    　踏み込んだ広間はひっそりとしていた。シャンデリアは灯あかりとしての役割を果たしておらず、人間の姿は誰一人として目につかなかった。


    　佇たたずむはただ一人。


    　二階へと続く階段に、異い形ぎようの男が──僕を待っていた。


    



    　ニコラ・テスラもまた、ノーベルとほぼ同時期に〝娯楽提供者エンターテイナー〟となった男である。


    　彼はとある刑務所の看守だった。


    　極めつけの重犯罪者が送られてくるそこでは、死刑執行が頻ひん繁ぱんに行われていた。処刑方法は、いわゆる電気椅い子す。彼の社会人としての人生は重犯罪者を電気椅子に座らせ、スイッチを入れることが全てであった。


    　家庭も持たず、趣味もなく、ただひたすら電気椅子での処刑に全てを捧げてきた彼は、ある日突然放り出された。


    〝電気椅子での処刑は非人道的である〟という彼にとってはまったくもって納得のいかない理由であった。彼は廃棄されることになった電気椅子を盗み出し、自宅の近くに住んでいたチンピラを誘ゆう拐かいしてその椅子に座らせた。


    



    　そしてそれ以降、近隣でチンピラやホームレス、家に帰ろうともしない不良娘などが消え失うせるという事態が続発した。


    　丹念に捜査を続けていた警察により、ニコラ・テスラが犯人だと特定された。そして、一斉にニコラ・テスラの家に踏み込んだ彼らは、その内部のおぞましさに仰天した。


    　焦こげて腐り果てた死体が、無数に保管されていた。彼は電気を切った電気椅子に座って、コーヒーを飲みながら、踏み込んできた警察に平然と語った。


    「どうです？　電気椅子は人道的でしょう？」


    　逮捕された彼は、電気椅子による処刑を望み────執行前にクラブに拾い上げられた。彼はノーベルのアドバイス「お前は電気椅子に拘こだわりすぎだ、電気椅子が電気椅子たる理由は何か？　電気に決まっているではないか。爆薬のような芸術性は皆無だが、お前は電気に拘ればいいのでは？」を受けて開眼した。


    　電気椅子は交流電気の恐ろしさを伝えるために生み出されたのだと、彼は聞いたことがあった。かの発明王エジソンが敵視した唯一の人物──交流電流を発明したニコラ・テスラ。


    



    　──そう。重要なのは椅子ではなく、電気だ。


    　──電気を人体に炸さく裂れつさせたときの、あのパチパチという堪たえ難い快感！


    　──私にとってアレこそが望みなのだ！


    



    「人類最強の発明を何だと思っているかな？」口くち髭ひげを擦こすりながら、〝ニコラ・テスラ〟がそう言った。


    「……火薬？」思わず答えた僕に、彼は憤ふん怒ぬの表情を隠さず叫んだ。


    「電気に決まっているだろうがァァァァァァッ！」


    　彼は怒り狂いながら、僕に向けて左腕を突き出した。極小の針が僕に向けて射出される──ぞっとして、針を全力で躱かわした。


    



    　ティザーガン……だっけ、確か聞いたことある。ワイヤーで繋つないだ針を発射し、相手に突き刺すことによって電流を流す。もちろん本来は非殺傷の武器だが、コイツに限って非殺傷など有り得ない。


    　繋がれた瞬間、全身を黒くろ焦こげにされそうだ。


    「電流は神が与えたもうた武器だ！　電気は神だ！　怒れる神の鉄てつ槌ついなのだ！　貴様も神の愛に抱ほう擁ようされなさァァァァァァァァァァイ！」


    　どうして娯楽提供者エンターテイナーはこういう連中ばっかりなんだ、ああもう！　絶対に厭いやだぞ僕は……！


    　次々と射出されては巻き戻る針。瞬間を見極めて、ワイヤーを叩たたき斬きった。さらに自分の握り締めていたククリナイフを彼に向かって投とう擲てきした。よく見ていたのか、咄とつ嗟さに彼が転がり躱す。その間に、僕は間合いを詰めて彼と接敵した。


    　だが、ニコラ・テスラは動じる様子もなく、僕に向けて右腕を突き出した。


    「迸ほとばしろ我が電流ゥゥゥゥゥ！」


    　なんの……！　僕は彼の右腕を左手で握り押さえた。そうして、勢いよく頭を反らして──男の顔面に向けて、頭突きを放った。


    「いぎゃ!?」苦痛の絶叫。片眼鏡が割れたせいで、破片が目に食い込んだらしい。


    　迷わずもう一度、彼の頭に頭突き。脳が揺れ動く。僕は目め眩まいを堪こらえながらもう一度頭を叩たたきつける。だが、次の瞬間。


    



    　──全身が、沸ふつ騰とうしたような感覚。


    



    「あ、ガッ……ギ、グ…………!?」


    　こんな、ときに…………！


    　僕は蹲うずくまり、毒の激痛を必死で堪こらえる。あと何秒耐えれば復帰できる？　早く、早く、急げ、急げ急げ──！


    　だが、そんな望みも虚むなしく。彼の右手が、苦痛に悶もだえる僕の左腕に触れていた。


    　血に染まり、歯が抜けたグシャグシャの顔でニヤリと笑う。


    「喰くらえ」


    　バシュッ！


    　瞬間、とんでもない衝撃と共に僕は階段を転げ落ちて、扉とびらのそばまで吹き飛ばされた。僕の細胞が緊急を訴えかけ、とにかく安全圏まで退避することを命じていた。


    　朧おぼろになっていく視界で、ニコラ・テスラが立ち上がるのを知覚する。


    「勝利……だ。勝利、勝利、勝利ィィィッ！　私の科学が、私の発明が、私の交流電流が、人類の科学的勝利を勝ち取ったのであァァァァァル！」


    　両手を掲げて万ばん歳ざいしやがっている。


    　僕は細胞の逃げろという命令を拒絶し、立ち上がった。


    　勝ち目は薄い。


    　毒の痛みはゆっくりと和やわらいでいるが、完全に復活するまでにはまだたっぷりと時間が必要だろう。


    　両腕……無理だな。今の自分の握力は人並み以下で、何かを握ることすらも億おつ劫くうだ。となると残る武器は────。
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    「科学的勝利に向かって全ぜん身しん全ぜん霊れいにて邁まい進しんッッッ！」


    　呼吸を整え、全力疾走する。


    　両腕はだらりとぶら下げたまま。そのことに気付いて、ニコラ・テスラがニヤリと嗤わらう。嗤いたければ、いくらでも嗤うがいいさ。


    　階段を上る。


    　ニコラ・テスラが電流杖スタンロツドを構える。僕に向けて、剣道の刺突つき技を繰り出してくる。


    　掠かすめただけで、電流が流れて今度こそ死ぬ。僕は咄とつ嗟さの判断で、真横に跳躍する。


    　階段の手すりに足をかけて、三角飛び。


    　ドロップキックのように、両足を突き出す──ニコラ・テスラの頭を挟み込む。


    　振り子のように勢いをつけて倒れ込み、彼の首を圧迫しつつ投げる。


    　ニコラ・テスラが僕の脚力でふわりと浮き、頭部から落下した。


    「あ、あ、あああああぁ……!?」


    　ぼきり。


    　階段の縁に真っ逆さまに落下したニコラ・テスラは首の骨が完全に折れていた。


    　僕はなんとなく、映画のように気の利いた台詞せりふを探したが生あい憎にくと何も思いつかず、とりあえず彼の電気関係の製品のスイッチを切った。


    　痺しびれが残る左腕でどうにかククリナイフを拾い上げて、僕は更さらに先へと進む。


    



    　階段を上り、二階廊ろう下かへと辿たどり着く。この長い廊下をひた走り左に曲がってすぐの場所に大統領執務室があるはずだ。


    　注意すべきは、右側に並ぶ大窓。窓越しに狙撃される可能性がないとも限らない。屈かがみつつ一気に走り抜けた方がいいだろう。


    



    　──それにしても、不思議なことに。


    



    　兵士たちの姿が、まったく見当たらない。目をつむって、探査する──人の気配が、ほとんどない。どこまでもひっそりとしていた。


    「警備員たちは、全員出払っていてね」


    「…………」


    　僕の挙動で何を思考しているのか気付いたらしい。長い廊下の向こう側に、一人の男が佇たたずんでいた。


    　ミルスキ長官である〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟ことファーレンヴァイダーである。


    　彼がするりと腕を動かす。厭いやな予感に従い、僕はククリナイフを彼に突きつける。


    　ヒュッ、という微かすかな風切り音──────バチン、と僕のナイフが短剣ダガーを跳ね飛ばしていた。


    　満足げに彼は頷うなずく。


    「娯楽提供者エンターテイナー同士で果たし合いとは、何年ぶりだろうか」


    　……事実に物もの凄すごい誤認があるな。僕は違うぞ、断じて違うからな。絶対に一緒にするな。


    



    　ファーレンヴァイダーがこちらに向かって一歩一歩、近づいてくる。負傷は皆かい無む、胸を張り、手を背中に回して堂々と廊ろう下かを闊かつ歩ぽする。


    「〝ウィドウ〟〝ハリウッドスター〟〝ロビン・フッド〟。…………よくもまあ、彼らを相手にそんなククリナイフ一本で渡り歩いたものだ」


    　どうやら、彼は僕のことを調べ上げたらしい。


    「君は、リンドマンを殺すためだけに私の部下を殺したのかね？」


    「僕がどういう理由を伝えたところで、アンタが納得するとは思えない」


    　彼はクスクス笑って、ゆっくりと両手を交差させた。指と指の間に、スローイングダガーが挟み込まれている。


    「今日この日こそ、私の一世一代の晴れ舞台だ。それでは皆様、ご覧あれ！」


    



    　短剣ダガーが一気に投とう擲てきされた。


    



    　気合い一いつ閃せん、僕は疾走しながらその短剣ダガーをはね飛ばす。勢いよく屈かがみながら、足で勢いよく蹴けり飛ばす。その勢いを殺さずに壁を蹴り、一気に彼の間合いまで踏み込もうとする。


    「次はコレだ、躱かわせるかな。少年よ！」


    　今度はダガー二本、たとえ先ほどより近距離になったといってもこれなら躱せる！　僕は頭と足を狙ねらったそのダガーを難なく躱して────ざくり。


    「……ッ！」


    　全身から力が抜けて、床に跪ひざまずいた。僕の腹部にナイフが突き刺さっている、ただし透明クリスタルの。


    　くそ、しまった。油断した……！


    　激痛を通り越して、力が抜けていく。これはマズい、痛みは容易にコントロールできるけれど、力が抜けていくというのは抑えようがない。


    「では、ラスト」


    　袖そで口ぐちから両手の甲に沿うように、これまでで最大の長さの刃が飛び出した。ここまで長いと最も早はや短剣ダガーというより、長剣ロングソードに等しい。


    　力が抜ける。流出する力を止めなくてはならない。


    　僕は腹筋にありったけの力を注ぎ、出血を強引に停止させた。彼の顔が驚きのそれへと変わる。その表情に士気を回復し、僕は残存する力を以もって挑んだ。


    　二本の長剣がぐるぐるがつがつと唸うなりをあげて襲いかかる。


    　僕はほとんど何も考えず、野生の勘に身を任せて果敢に攻撃する。ひたすら──攻撃し続ける。


    　呼吸は停止し、エネルギーは枯こ渇かつしかかっている。


    　戦う。


    　徐々に──というより、加速度的に押され始めている。


    　彼が四度打ち込んでくるたび、僕は一度か二度しか打ち返せない。


    　それでも、戦う。


    　絶望など、喰くらい尽くした。


    　希望など、有り余るほどもらっている。


    　吼ほえながら、僕は僕のありったけを込めてククリナイフを乱舞させる。舞うように乱れ突き、躍おどるように襲いかかった。


    　ファーレンヴァイダーのスズメバチのように鋭い連撃。


    　僕の野獣めいた一撃。


    　戦い、戦い、戦い、戦い──そして、僕が跪ひざまずいた。


    　もう駄目だ。体が、動かな…………。


    



    　そのとき、唐突に銃声が轟とどろいた。ファーレンヴァイダーが劇的な反応で長剣を振りかざし、銃弾を弾き飛ばした。


    



    　後ろを振り返る。グレタとシャーリーがそこにいた。どうやら、いち早く駆けつけてくれたらしい。シャーリーと目が合う。


    「やれ！」


    　僕の叫びにシャーリーが拳銃の銃弾を放ち、グレタも短機関銃ＵＭＰで銃弾を掃射した。が、ファーレンヴァイダーは両手の刃でその悉ことごとくを弾き返す。


    「嘘うそでしょ……!?」シャーリーが驚きよう愕がくの叫びをあげた。


    



    　──ありがとう、二人とも。


    



    　お陰でほんの少しの勝機を掴めた。呼吸を整え、自身の身体状況を理解し、戦術を練り上げた。ククリナイフでの接近戦、それに勝利を見み出いだすしかない。


    　透明なダガーを引き抜き、僕は吼ほえた。


    「オオオオオオオオオオォォォッ！」


    　銃弾の雨が止まるとほぼ同時、ファーレンヴァイダーが僕の咆ほう吼こうに反応した。喜悦を隠せない瞳ひとみで、彼は僕を見ていた。


    　ケモノのように跳躍する。刃と刃が交こう錯さくする。


    　相手は二本、こちらは一本、おまけに僕は左手一本でしか操れない。おまけに腹部に深い裂傷を負っている。不利どころじゃない。それは気合いとかで跳ね返せるものではない。


    　一合い打ち合うたびに、ファーレンヴァイダーが嗤わらう、嗤う、嗤う。僕は苦痛に顔を歪ゆがめながら、防戦一方だ。


    　打ち合いながら、掠かすり傷を無数に作りながら、少しずつ、少しずつ後退していく。


    　予あらかじめ記憶に叩たたき込んでいた場所まで後退したところで、僕は一気に行動に移った。


    　透明なナイフを蹴けり飛ばす。


    　ファーレンヴァイダーは尋常じゃない反射能力でそれを見抜き、対応する。


    



    　右手の剣で短剣ダガーが両断される。


    　目を見開き、全神経を動員して切り飛ばされた短剣の刃を探る。


    



    　ほんの微かすか、捉えたその刃目掛けてククリナイフを叩たたき込む。


    　ファーレンヴァイダーが紙一重でククリナイフを躱かわそうとしたその瞬間、透明なダガーが彼の首筋を引き裂いた。
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    「……!?」


    　反射的に、彼は手で傷口を押さえた。


    　間かん髪はつ容いれず、ククリナイフを振り下ろす。反応がわずかに遅れた、彼が剣で防御するより先に、ククリナイフは彼の頭に埋め込まれた。


    　両膝ひざをついて、彼は呆ぼう然ぜんとした表情で僕を見つめる。


    「…………………………アンコール」そんな意味不明の囁ささやきと共に、満面の笑顔でファーレンヴァイダーは斃たおれた。


    　ククリナイフを引き抜く。シャーリーとグレタが駆け寄ってくる。シャーリーは安あん堵どしたという表情で、グレタは……どこか、困ったような悲しんでいるような混ぜこぜの表情で。


    「死んだ…………の」


    　彼女の呟つぶやきに、僕は頷うなずく。頷いて気付いた。そうか、コイツは彼女にとって家族の仇かたきだったのだ。できるならば、彼女は自分の手で牙きばを突き立てたかったのかもしれない。


    「グレタ。こいつは、君の仇ってだけじゃない。この国と、そしてたぶんこの国以外の人間も、片っ端から殺してきたんだ」


    　僕の言葉に、グレタは瞼まぶたを閉じて頷いた。


    「……分かってる。今のは単なる私の感傷。……二人とも、行こう」


    　彼女の答えに、僕とシャーリーは揃そろって頷き──執務室の扉とびらを開いた。


    



    　執務室には、こちらに背を向けて窓の外をぼんやりと見つめるコリキア・リンドマンの姿があった。


    　巨大な肖像画で顔は厭いやというほど見てきたが、こうして相対するのは初めてだったな──そう言えば。


    「……終わりか」


    「そうみたいね。えーと、悪いんだけど一応国民の皆様の前で死んでいただけるかしら？」


    　リンドマンはようやくこちらを振り返り、フンとふて腐れたような溜ため息いきをついた。


    「今いま更さらジタバタせんよ。軍は動かせず、ミルスキはもういない、〝娯楽提供者エンターテイナー〟は悉ことごとくそこのガキに討ち果たされた」


    「〝娯楽提供者エンターテイナー〟……？」


    　グレタの不思議そうな問い掛けに、リンドマンは何かを見み出いだしたらしい。椅い子すにどっかと座り込み、僕たち三人に向けて喋しやべった。


    「この世はな、お前たちが思っている以上にシンプルにできている。弱肉強食、弱者は餌えさで、強者はそれを喰くらう者だ。そして、喰うなら少しでも美う味まい方がいい」


    「──何が言いたいの？」


    　グレタの問い掛けに、彼は豪快に笑って答えた。


    「このクーデターは、私一人が絵図を描いたとでも思っていたのか？　あれだけの傭よう兵へいを雇やとう資金はどこから出た？　国民を好き勝手に虐ぎやく殺さつしておいて国家の運営などまるで考えてないのはおかしいと思わなかったのか？」


    



    　どくん。


    　僕の心臓が高鳴った。おい、おいおい。


    「まさか、お前…………」


    　絶句したような僕の呟つぶやきに、リンドマンは頷うなずいた。


    「さすがよくご存じだ。〝クラブ〟に牙きばを剥むく者よ。となれば、私が今ここにいる理由も分かるだろう？」


    　グレタは不思議そうに僕を見る、シャーリーは表情こそ変えないが僕の方に視線をちらりと移した。


    　僕は深呼吸して告げる。


    「ああ、分かったとも。これは娯楽だったんだな、お前が国を強奪し、国民を好き勝手にいたぶり、国を蹂じゆう躙りんするという一大娯楽映像だったんだな」


    「え──────？」


    　グレタがリンドマンを振り返ると同時、彼は豪快に笑い出した。


    「そう、そう、そう、その通り！　これは娯楽だ！　資金は〝クラブ〟が提供してくれた！　人材も〝クラブ〟が提供してくれた！　至れり尽くせりというやつさ！　私が国を蹂躙するたび、彼らは私に賞賛を浴びせてくれた！　途方もないスケールだろう、ええ？　強者が弱者を蹂躙する、まさに究極的な娯楽だ！」


    　リンドマンは笑いながら、今回の〝ゲーム〟に関して全てを語ってくれた。


    「ミルスキにお前たちを拷ごう問もんさせるときは、必ずリアルタイムで映像を送っていた。時には、会員メンバーを拷問に参加させることもあった。適当に集めたお前たちを狩りの獲物として提供したこともあったな」


    「楽しんだか？」


    　僕の問い掛けに、リンドマンはぞっとするような瞳ひとみで頷うなずく。


    「ああ、楽しんだ。本当に、心底楽しめたさ。私も、そして参加した会員の皆もな。国家を思い通りに弄もてあそぶことほど愉ゆ快かいな娯楽は、そうざらにはない。当事者の私が請け合ってやる」


    「…………」


    　グレタは絶句して、息もつけないらしい。


    「人命の尊とうとさを私に語るなよ、常識人どもめ。弱者は餌えさだ、餌なのだ！　そして私は強者だ！　餌を楽しく食べて何が悪い！」


    　──シャーリーが先ほど言った、リンドマンをここで殺してはならない理由。


    「一つだけ間違えているぞ。コリキア・リンドマン」


    　──でも、ただ一つだけここで殺さなくてはならない理由がある。


    「何が……？」


    「今のお前は弱者だ」


    



    　──グレタを傷つけたお前を生かしておく必要性が、僕には全くない。


    



    　僕は猛然と飛びかかり、驚きよう愕がくする彼の心臓に刃やいばを突き刺した。


    「この苦痛の時間を噛かみ締めろ、敗北者ルーザー」


    　リンドマンはにんまりと笑い、僕にこう囁ささやいた。


    「敗北者ルーザーがいれば、勝利者ウイナーもいる」


    　そして、事切れた。


    「……あちゃあ……」


    　シャーリーがやれやれ、という感じで頭をぽりぽり掻かいた。それから僕を睨にらむ、僕は肩を竦すくめてとぼける。シャーリーははぁぁ、と溜ため息いきをついて「まあいいか」と囁いた。


    　グレタは僕に悲しげな瞳ひとみで問い掛ける。


    「〝クラブ〟って、何……？」


    「……」


    「シャーリーは────知ってる？」


    　彼女は忌いま忌ましそうな表情で頷うなずいた。


    「大方は。……マンハントの愛好クラブがあるって聞いたことはある。百年以上の歴史を誇り、多数の上流階級ハイソサエテイーが加わっているということも」


    「大体正解。とある国家の都市を丸ごと買い上げて、玩具にしていたこともあるよ」


    　僕はグレタに、〝クラブ〟という存在が如何なるものかを軽く説明した。さすがに顔を蒼そう白はくにしたものの、信じようとしないというわけではなさそうだった。


    「つまり。リンドマンは〝クラブ〟の会員だった」


    　シャーリーは呆あきれたように、リンドマンの死体を見て呟つぶやいた。


    「……そう。でも、まさか。まさか、そんな。リンドマンは独裁者だからこそクラブに加入したのではなくて、クラブの会員を楽しませるために独裁者になった……？」


    　にわかには信じがたい情報に、僕は深く考え込もうとしたが……。


    「いたぞ、いたぞ！」


    　見る見るうちに執務室へ市民やレジスタンスが殺到し、歓喜の声と共にグレタやシャーリーを抱き上げた。もちろん、僕も巻き込まれた。


    　そう。


    　戦争は終わった。長年の間、独裁者に虐しいたげられていた彼らはほんの一日で全てを引っ繰り返した。コリキア・リンドマンが支配していたバレルガニアはたった今死に、そして──。


    「この国は生まれ変わったんだ！」


    　歓喜の声と共に、市民やレジスタンスたちが銃を掲げて騒ぐ。グレタと僕は、シャーリーにその場の対処を任せ、集団から離れた。


    　彼女の手をそっと握り締め、大通りから離れた。そうして、できるだけ人通りが少ない道を選んで歩いていく。グレタがそっと囁ささやいた。


    「……終わったの、かな？」


    「ひとまずは、だけどね」


    　グレタはどこか濁った灰色の空を見上げながら、うーんと首を傾けた。


    「なんだか、全然実感が湧わかない」


    「だろうね。色々と、考えるべきこともあったし」


    「うん。…………この国は、色んな人に弄もてあそばれていたんだ」


    　それを真実と受け止めることは、僕にとってもグレタにとっても相当に辛つらい。それは、ある意味で究極の蹂じゆう躙りんだ。


    「──でも。今からなら、変えていけるって思う」


    「変えていくの？」


    　僕の問い掛けに、グレタは決意を込めて頷うなずいた。


    「変えてみせる」


    　彼女の決意は固く、高潔で、美しかった。


    　この国は、彼女がいる限り──そして、彼女の声に耳を傾ける者がいる限り、必ずもっともっと良い国に生まれ変わることができるはずだ。


    　そう確信した。確信した途端、気が遠くなった。隈くまなく全身を苛さいなんできた痛みが、見る見るうちに和やわらいでいって────。


    「え？　あ…………ろ、楼ろう樹き！　楼樹……！」


    　──楼樹、くん。


    　声も、顔も、〝彼女〟と全然違うのに。


    　涙を溜ためて僕を抱き起こす〝彼女〟は、僕の大切な人そっくりに見えた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　シャーリーは、レジスタンスたちに呼ばれてミルスキたちの尋じん問もん室へと向かった。もちろん、この国における尋問とは、人道から外はずれたおぞましい拷ごう問もんの類たぐいである。


    　彼女はそこで発見されたというただ一人の生存者に会わなければならなかった。


    「ジェット……」


    　痛ましい姿のジェットは、既に瀕ひん死しの状態だった。医者が彼を診て、手の施ほどこしようがないと首を横に振った。


    　かつて、ジェットを罵ば倒とうした仲間たちもそこにいた。沈痛な面おも持もちで彼を眺めている。


    　そこにいたのは人間の残ざん骸がいのようなものだった。両腕も、両足も、目も、耳も、鼻も、粉々に破壊されていた。


    「…………俺は、何も喋しやべらねぇ。何も喋らねぇ、何も…………」


    　ジェットが掠かすれた声でそう呟つぶやいた。その場にいた仲間が首を横に振って、悲痛な声で言った。


    「さっきから、コイツはこれしか言わないんだ」


    「これしか言わなかったんでしょうね」


    　シャーリーはそう言って、ジェットを抱き締めた。


    「俺は……何も……」


    「もういいのよ、ジェット。おやすみ」


    「…………」


    「お疲れ様。アンタはよくやったわ」


    「こど、も……」


    　ジェットが不意に違う言葉を呟き、全員が驚いた。シャーリーは優しい表情で、彼の耳元で囁ささやいた。


    「子供が……どうしたの？」


    　彼は何も映し出さない虚うつろな瞳ひとみで、ぶつぶつと呟き続ける。


    「子供を……撃った……撃ってしまった……。間違えたんだ……暗くら闇やみで……見間違えた……」


    　ジェットの過去を知らない者たちは、その告白に息を呑のんだ。


    　ただ一人、薄々と勘付いていたシャーリーだけは血が固まったせいで、強張ったような髪の毛を撫なでながら「そう」とだけ呟いた。


    「撃とうとする、たびに……子供が……『撃たないで』と、囁きやがる……」


    「もういいのよ、ジェット」


    「もう何も見えない、見えないんだ……神よ、許し給え……。撃つつもりは、なかったんだ」


    「ジェット。許すわ。アンタの罪を、全部許す」


    「…………あり、がとう…………」


    　ジェットは頷うなずき、呼吸を停止した。シャーリーはしばし彼を抱き締めていたが、やがてそっと彼を近くにあったコートにくるんだ。


    「彼をちゃんと埋葬してあげなきゃね。勇敢に戦った闘士として」


    「ああ、そうだな……」


    　仲間たちはジェットの遺い骸がいに、これまでの非礼を詫わびた。


    　確かに、彼は銃を撃てなかった。それは事実だ。彼が撃たなかったせいで、助けられなかった命があったかもしれない。


    　けれど、彼はそれでもレジスタンスに身を投じた。自分の命が危険になることも、そして味方に侮ののしられることも覚悟の上で、戦い続けたのだ。


    　そして最後の戦いに彼は勝利した。彼は自分が知っているレジスタンスの隠れ家を、一切自白しなかった。彼の自白次第では、レジスタンスたちは立ち上がることすらできずに敗れた可能性もあった。


    　彼は紛まぎれもなく、勝利者だった。


    「よくやったわ、ジェット」


    　シャーリーは最後にそう言って、彼の頬ほおにそっとキスをした。

  



  
     第六章　真実


    



    　そうして、僕はしばらくの間何もできなかった。折れた右腕は、まだ回復したとは言い難がたかったし、麻ま痺ひした左腕を酷こく使ししたせいで実質的に両腕は極力休ませなければならなかった。毒も、未いまだ僕の内部に巣食っている。絶対量が少ないためにこれ以上僕の体を侵おかすことはないけれど、隙すきあれば牙きばを剥むこうとしているようだ。


    　だが、何より腹部の刺し傷が大きかった。僕はグレタによって医者に担ぎ込まれ、内臓に損傷がないかを確認された後、かなり乱暴かつ適切に縫ほう合ごうされた。


    　何もしない日々が、数日続いた。その間に、この国はどんどんと動いていた。ミルスキたちは、そのほとんどが逮捕され、裁判にかけられた。処刑か、国外追放か。その二択だった。


    　何しろ顔を隠していたわけでもないので、罪状は山ほどあった。殺人、強盗、暴行──ほとんどのミルスキは処刑され、新人として入ってきたことが確認された隊員のみが国外追放となった。


    　大統領とミルスキが溜ため込んでいた莫ばく大だいな財貨は、新政府によって適切に分配された。もちろん、浪費した分もあって全てが戻ってきたというわけではない。新政府とて、これからどんどんと金が必要なのだ。


    　生き残ったレジスタンスや官僚たちは、これまでの杜ず撰さんすぎる国家運営に頭を抱えたという。


    　そして……グレタ・クラインは、まさに国家の象徴となっていた。英雄で、聖女で、偶像だった。国家の精神的な支柱という点では、英国の女王陛下に値するのかもしれない。


    　熱狂的な夢から覚め、現実に立ち向かうことへの辛つらさを思い知る国民もそろそろ増えていくだろう。


    　国家を蹂じゆう躙りんされた怒りは消えても、蹂躙された国家は戻らない。一から──いや、マイナスからゼロへ戻していくしかないのだ。


    



    　そして、七日後。


    　左腕が動くようになり、腹の傷もあらかた治った僕は頼まれてあのアジトだった美術館に向かっていた。運転手はシャーリーだった。


    「色々と調べてみたけど、確かにミルスキの雇用資金は……例の〝クラブ〟が供出していたみたい」


    「そっか……」


    「繋つながりを追ってはいるけど、正直期待薄ね」


    「あまり深く追わない方がいい。……どの道、僕が全部狩る」


    「頼たのもしいお言葉ですこと。さて、着いたわよ。降りて降りて」


    　美術館の前庭で車が停止した。僕はドアを開き、その惨状に顔をしかめた。


    「で、僕に頼みたいことって──何？」


    「もうここで芸術品を保管するのは無理だから、損傷してない絵を運ぼうと思うのよ。保護用のシートを巻いて、箱に入れる。もちろん、私と彼女も手伝うから」


    「……彼女？」


    　まさか、と思いつつ僕は美術館の入り口を見た。グレタ・クラインが、相も変わらずのメイド服ではにかんでいて────僕は、間抜けにも日本人らしく「ど、どうも」とか言いながらぺこりと頭を下げていた。


    



    　……結局、シャーリーが企たくらんでいたのはグレタと僕を引き合わせることだったらしい。僕が彼女になんでメイド服なのか尋たずねると、彼女はちょっと不思議そうに問い掛けた。


    「この服を着た私が、救国の象徴なんだって。……変だよね？」


    「まあ、変だけど」


    「でも、汚れても平気だし。これはこれで、まあいいかなって」


    　メイド国家元首。……想像しただけで、なんだか奇妙だけど楽しそうではある。


    「それでね。この絵は建国記念祭の様子を描えがいたもので……」


    　僕はグレタに説明を受けながら、絵画を額がく縁ぶちごと外す。グレタと二人がかりでそっと床に置いてから、シートに包んだ。


    「こっちの絵は──」


    　彼女は一生懸命説明してくれていた。時折退屈だったけど、大抵は面白かった。別に絵画に興味があったわけではないけれど、心魂を込めて描き上げた芸術がそこにあった。


    「退屈……？」恐る恐る、という感じで尋たずねる彼女に僕は首を横に振った。


    「全然。それより、グレタこそ疲れてるんじゃないの？」


    「え？」


    「僕が休んでいる間も、ずっと働き通しだったみたいだし」


    「ううん。大抵は座って話を聞いて、笑って、握手して、終わりだから。スピーチは、シャーリーとかが色々と考えて……その、紙に書いてもらうし」


    「カンニングだ」からかうように僕は言った。


    「……違うもん」つん、とした表情で彼女はそっぽを向いた。


    　それが何だか微ほほ笑えましくて、僕は笑った。つんとしていた彼女も、困ったような笑いを浮かべた。


    



    　作業が一段落して、僕たちは美術館を見て回った。そのうち、僕が最初に一晩を過ごした部屋に辿たどり着いた。奥まった場所にあったせいか弾だん痕こんは全く見当たらず、平和そのものだった。


    「あ、そうだ。私、お茶入れてくる」


    　グレタはそう言って立ち上がると、そそくさと退出した。僕はそれを見送って、ベッドの下段に腰かけた。


    



    　──いいか、てめぇ。俺のベッドを漁あさろうなどと考えるなよ、変態野郎め。


    　──俺はここでこうして眠っていても、いつでもてめぇを見張っているからな。


    　──うるせえ、昨日も俺のベッドを漁っていただろうが……！


    



    　ジェットの台詞せりふを思い出し、僕はなんとなく苦笑した。……最後まで、心が通じ合えなかったことは残念だったかな……。


    　などと思いつつ、僕はなんとなく彼の言葉に逆らってベッドに手を当てた。瞬間、妙な違和感に気付いて、改めてベッドに触れた。


    「……固い？」


    　いくら粗末なベッドといえども、ありえない感触があった。彼の腰か背中にあたる部分だけが、ごつごつとして固い。


    　僕はシーツをめくった。果たしてそこには、分厚いハードカバーの本があった。表紙には金の文字で〝日記〟と刻まれている。


    　なんでこんなものを、こんな場所に？


    　僕は心の中でジェットに謝罪しつつ、ぱらぱらとページを捲めくり始めた。日記はかなり古い時代から書かれていたものらしい、彼の軍人時代のエピソードが多数書かれていた。


    　そして、僕は彼がどうしても敵を撃てなかった理由をようやく知った。


    



    　──子供を撃った。俺は、たぶんもう二度と軍人として使い物にならない。


    



    　ぱら、ぱら、ぱら────空白。僕は少し前に戻った。どうやら、それは軍人を辞やめてレジスタンスに身を投じる直前の話らしい。


    　ざっと目を通した瞬間、僕は〝クラブ〟という単語が出たことに驚きの声をあげた。


    「え……!?」


    



    　──どうやら、ステファン将軍は〝クラブ〟って組織の圧力に屈したらしい。誇り高い方だったが、それ故ゆえに死を選ぶしかなかったのだろう。


    　──ステファン将軍は死ぬ直前、軍を退役する俺に〝クラブ〟の話をしてくれた。


    　──もちろん、信じられはしなかった。……彼が拳銃を口にくわえ、銃ひき爪がねを引くまでは。


    　──それから、最後に彼はこう言った。コリキア・リンドマン将軍はもう一人のプレイヤーなのだと。自分たちは戦争ゲームをさせられるところだったのだ、と。


    　──軍人として、あまりにもそれは耐えられない。


    　──もし真実ならば、俺の祖国は下らないゲームに付き合わされることになる。


    　──確かめなければ。〝クラブ〟の存在を。


    



    　僕の心臓は、戦闘中より大きく弾んだ。


    　どういう……ことだ？　おかしい、僕は恐ろしいものを見ている気がする。


    



    　僕は震ふるえながら、空白のページを飛ばしていった。そのうち、文字が書かれたページに戻った。ここから先は、レジスタンス時代の話らしい。


    　ジェットはレジスタンスとして活動し、子供を撃ったせいで直接的な戦闘に参加できないという悩みに苦しみながらも、一人で〝クラブ〟について探り続けていたらしい。


    



    　──ミルスキたちを雇やとうのに必要な資金は、どうやら〝クラブ〟が出しているらしい。


    　──軍時代の友人に、金を掴つかませて情報を得た。〝人狩りマンハント〟を主目的とする巨大組織について。


    　──信じられない。ミルスキの連中、処刑シーンをカメラで撮影してやがった！


    　──処刑シーンのデータファイルを送信したかどうかを尋じん問もん。男は酷ひどく怯おびえた表情で、突然俺たちに殴なぐりかかってきた。血の気が多い奴が、反射的に撃ち殺した。くそ、一から出直しだ。


    



    　凄すごい、と僕は思った。


    　ジェットはたった一人で、この国の真実を探り当てようとしていたのだ。あまりにも途方もなさすぎて、きっと誰も信じず、そして自分自身でも信じられないような絶望的な暗黒と戦っていたのだ。


    　僕は更さらに読み進め──背筋がぞっとした。


    



    　──レジスタンスとミルスキの戦いが膠こう着ちやく状態に入った。


    　──確信した。間違いない。レジスタンスの中に裏切り者がいる。


    　──幹部クラス以上であることは間違いない。作戦を立案できるレベルとなると、そう多くはない。せいぜいが七、八人程度……か？　畜生、誰なんだ。


    　──突拍子もないことを思いついた。


    　──あの〝クラブ〟は、ひょっとして俺たちの戦いをコントロールしているのか。


    　──裏切り者は単純にリンドマン側の人間というわけではない。


    　──両者が殺し合えるように調整しているのではないか。


    　──つまり、ステファン将軍の代わりにプレイヤーになった奴がいる。


    



    　僕はリンドマンが死ぬ直前に囁ささやいた言葉を呟つぶやいた。


    「敗北者ルーザーがいれば、勝利者ウイナーもいる……」


    　リンドマンが敗北者、では勝利者は？


    



    　──奇妙なアジア人の子供がやってきた。あからさまに怪しい人間ではあったが、これが逆に〝クラブ〟の人間だって疑いを低くさせた。


    



    　……これは、僕か。


    



    　──他の連中は、あまりに近しすぎてかえって信用ができねぇ。このガキはイカれているかもしれないが、先ほど見せた戦闘能力に賭かけるしかない。


    　──だが、この男と親しくするとコイツが疑われる可能性もあるだろう。慎重に……慎重に、行動しなければ。


    　──この日記は、これからベッドの下に隠しておこう。彼が情報を拾ってくれますように。


    



    　さすがにあれだけのヒントでは難しかったよ、ジェット。


    　僕は次のページを捲めくり、今度こそ凍りついた。


    



    　──この日記を読むのが、ロキであるように祈る。今から告げる事実は、たぶんお前しか信じてくれやしない。シャーリーも、グレタも、他の誰でも絶対に信じない。


    　──俺自身も信じられない、信じられないが……情報を統合すると、そうとしか考えられない。考えられないんだ。なんてこった、ちくしょうめ。どいつもこいつも地獄に堕おちろ。


    　──〝プレイヤー〟は、ガートルード・クラインだ。


    　──間違いない。総合すると、そうとしか考えられねぇ。


    　──もう一度書くぞ。ガートルード・クライン。俺たちレジスタンスの指導者だ！　ちくしょう、こんなのってあるか！


    



    　あまりの衝撃に、思考が一瞬途切れた。


    　のろのろと立ち上がり、僕の膝ひざから日記が床に落ちた。拾う気力もなく、混乱した頭のまま廊ろう下かへと向かう。


    「ガートルードさん…………が？」


    　馬鹿な、と言いたかった。笑い飛ばしてやりたかった。部外者の僕ですら、これほどの衝撃だったのだ。シャーリーやグレタが、信じるはずがない。


    　だが、伝えるだけは伝えておくべきだろうか？　でも、シャーリーはともかくグレタは……。


    　そんなことを考えているうちに、グレタが戻ってくるのが妙に遅いことに気付いた。僕は立ち上がり、台所に向かった。


    　グレタはいない。少し、心に焦あせりが生じる。彼女の名を呼びながら、美術館入り口まで戻った。ここにもいない。


    　もう一度館内を捜そうと結論付けたとき、不意に森の奥から悲鳴が聞こえた。


    「お祖母ばあさま！」


    　僕は瞬間的にククリナイフを引き抜き、全力疾走を開始した。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    



    　私はここ最近あまりなかった心の平穏を感じながら、台所でお茶を探していた。ミルスキがここを襲撃、破壊したのは確かだけど台所のお茶まで強奪する気はなかったらしい。


    　そんな、下らないことを考える幸せをちょっと噛かみ締める。傷が完治するまで、少なくとも楼ろう樹きはこの国にいてくれるだろう。その後は────。


    　お別れだ。


    　彼とは二度と会えないだろう。会えたとしても、それは私の望むような形じゃないと思う。


    　それに、私は知っている。彼にはきっと、命を懸かけるに値する大切な女性ひとがいるのだと。知ってしまっているのだ。


    「…………いけない」


    　ぽかりと頭を叩たたいて、どうせ泣くこと確実な未来を夢想するのはやめておく。少なくとも、今はできるだけ楽しもうと思うべきだ。


    　シャーリーもそのために、こんな休きゆう暇かを取らせてくれたのだから。


    「……あ、そうだ」


    　二人きりだと、ちょっと間が持つかどうか不安だし。シャーリーも呼んでおこう。


    「ねえ、シャーリー？」


    　私はぼけっとしているであろう、シャーリーを呼び出そうと入り口まで戻った。


    「あれ？」


    　きょろきょろと周囲を見回して首を傾かしげる。シャーリーの姿が見当たらない。木陰で休んでいるのかと、建物に隣接する森の中に足を踏み入れた。


    　少し前ににわか雨が降ったせいで、霧のカーテンのようにも見える木こ漏もれ日の中、私は幾度となくシャーリーに呼びかけた。


    「……シャーリー？　ねえ、シャーリー。いるの？」


    　少し、不安が心に絡からみついた。念のために、楼樹を呼ぼうと思って一旦森から出ようとした私は、視界にその人を捉とらえた。


    「え…………？」唖あ然ぜんとした。


    　だってそこにいたのは、あまりにも見慣れた──そして、二度と会うことはないと思っていた存在だった。


    「お……祖母ばあさま……？」


    　ガートルード・クライン。私のただ一人の家族、愛しい私の祖母。


    　幻ではないのか。夢ではないのか。触れれば消える、単なる私の妄想なのではないか。そんな疑念が離れない。


    「元気そうで何よりね、グレタ」


    　声を聞く──涙が零こぼれ落ちそうになるのを堪こらえた。


    「生きて、生きていらしたのですか……！」


    「ええ、この通り。そら、ぴんぴんしているわよ」


    　のんびりとした、お日様のような笑顔でお祖母ばあさまは両腕を掲げた。その微ほほ笑えましさに、私は泣きながら笑ってしまう。


    「よかった……！」


    　私は矢も盾たてもたまらず駆け寄ろうとして、視界の片隅に映ったもう一人の女性を見てピタリと動きを止めた。


    「シャー…………リー…………？」


    　シャーリーが、最近折れたばかりと思しき樹木にもたれかかっていた。唇から血を流し、苦く悶もんの表情で口を開く。


    「グレタ……駄目……ちか、よっちゃ…………」


    「え……？」


    　シャーリーは血を吐き出した。私はお祖母さまを離れて、慌あわててシャーリーに駆け寄った。


    「……ッ！」


    　私がそっと触っただけで、彼女は劇的な反応を見せた。肋ろつ骨こつが折れているようだ、すぐに医者に診せた方がいいだろう。


    「お祖母さま、私と一緒に来てください！」そう叫ぶと、シャーリーが私の服の襟えり首くびを掴つかんで、ぐいと引いた。


    「ちが、う……！　やっ……たのは、ガー……トルード……！」


    　シャーリーが血をまた吐き出し、私の服が赤く染まった。


    　……え？


    　何を……言っているのだろう。シャーリーは混乱しているのだろうか、やったのが私のお祖母さまだなんて、そんなことあるはずがない。あるはずが……ない。


    「あら、どうしたの？」


    　やっぱりそうだ、お祖母さまは平然としている。だったら違う。違うはずだ。


    　だけど、でも、どうして、そんなに平然としているのか。大切な仲間が、死にかけているのに、どうして？


    「……あら、迅はやいわね」


    　お祖母さまはそう言って、にっこりと微ほほ笑えむ。その視線の先には私でもシャーリーでもなく、一人の少年の姿があった。


    「あなただったのか」


    　赤あか神がみ楼ろう樹きが、そこにいた。その憎悪と驚きよう愕がくが入り混じった表情を見て、私は私の作り上げた小さな平和な世界が崩れゆくのを感じていた。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　血に染まった顔で呆ぼう然ぜんとしているグレタがいる。シャーリーは──倒れている。危険だ、放置しておくとたぶん死ぬ。


    　正面。距離にしておおよそ一〇ｍ先に、ガートルード・クラインがいる。いつものように、車くるま椅い子すに座っている。


    



    　──なんだ、これ？


    



    　戦って殺して戦って殺して傷ついて傷つけられていくうちに、僕の戦闘能力測定は機械のように正確になっていた。こうして向かい合えば、大体の強さは測ることができる。そういう自信が密かにあった。


    　そして、たった今彼女が如い何かなる存在かを理解した。


    　…………間違いなく僕より、強い。もちろん、現時点での僕は負傷していて右腕はまだ完治しておらず、左腕がどうにか動く程度だ。腹部の傷も完全に塞ふさがったわけではない。


    　それでも。それでも──目の前の老女は、僕より強いのだ。


    　なんで、今の今まで……僕は、それに気付かなかった……！


    　僕は呼吸を整えつつ、彼女に尋たずねた。


    「生きて……いたんだ」


    「ええ、生きていたわよ。ミルスキたちに囲まれたときは、もう本当にどうしようかと思ったわ」ニコニコと微ほほ笑えむ。その笑顔は、どう見たって万人に愛される老婆のそれだった。


    「囲まれて……戦った？」


    「あれは戦ったといえるのかしら。……ちょっと一方的過ぎたかも」


    　くすくすくす。ガートルードは、冗談めかしているが真実を告げているのだと思う。彼女はミルスキに囲まれ、反撃し、恐らくその場の全員を殺したのだ。そして、隠れ潜んだ。


    「あら、その表情から察するにジェットあたりが私のことを伝えていたのかしら」


    　当たり前のように、彼女は平然と裏切りを告げた。グレタがショックでビクリと震えた。


    「彼の日記を見た」


    「ああら。興味あるわね、なんて書いてあったの？」


    「……あなたは、〝クラブ〟のゲームにおけるリンドマンの対戦相手プレイヤーだったと」


    「お祖母ばあさま……!?」


    　ガートルードはぽんと手を叩たたいて、こくりと頷うなずいた。ショックすぎる情報に、頭がクラクラしてくる。


    「ええ、その通りよ。あのリンドマンの対戦相手はこの私。私が本気を出せば、どうしてもゲームが一方的になってしまうから、多少のハンデは与えていたけどね」


    「たまにあった情報漏ろう洩えいも……？」


    「もちろんそうよ。まあ、付け加えるならば〝クラブ〟の方々は傭よう兵へい部隊がレジスタンスに殺されるのを見るより、レジスタンスが必死になって足あ掻がいて足掻いて死ぬ姿の方がお好みだった、というのもあるのだけどね」


    　この世の悪意をありったけ詰め込んだような、最低の言葉だった。


    　ましてそれを口にしたのは、皆が慕っていたリーダーなのだ……！


    「何な故ぜ、だ……」


    　どうにか憤ふん怒ぬを抑え込み、僕はそう問い質ただす。そして、彼女はこれ以上驚きようがなかったはずの僕を、心底唖あ然ぜんとさせるような事実を告げた。


    



    「──わたしはね、坊や。〝娯楽提供者エンターテイナー〟だったのよ」


    



    　ガートルードは穏やかに、静かに語り始めた。


    「わたしは〝会員メンバー〟だった夫と、あの刺激的な『狩り』で知り合い、結婚したの。全盛期のわたしは、それはそれは素晴らしい腕前だと賞賛されたものよ？」


    　枯れ木のような腕、曲がった背中、皺しわだらけの笑顔。


    　どこをどう見ても、無害な老人のそれなのに……それら全てが恐ろしい。


    「わたしたちは、世界中どこにだって狩りに行った。坊やはそれを責めるかもしれないけれどね、わたしたちは本当に楽しかったのよ」


    「人殺しが、たの、しい……？」


    「人じゃないわよ、グレタ。彼らはわたしたちに授けられた贈り物ギフトなの。だから、ありがたく戴いただいてありがたく殺させてもらったわ。ええ、当時の未熟なわたしを見守ってくれて、本当に感謝している。わたしは、たくさんの人に支えられて生きているんだと実感できる瞬間だったわ。たくさんの人、たくさんの死体。子供も大人も男も女も赤子も老人も、本当にたくさん愉快に殺したわ。ホント、〝ごちそうさま〟という感じね」


    　グレタは何も言えず、絶望的な表情で首を横に振った。あまりにも、嫌悪感に充みち満ちた台詞せりふだった。


    「……でも、わたしも夫も年を取ったわ。それは仕方ない、自然の摂理ですものね。夫は逝いって、わたしは一人、この平和な国に取り残された。そんな折り、〝クラブ〟のさる御方から連絡が入った。もう……何十年かぶりにね」


    　さる御方？　……あの最も早はや懐かしい〝ミスター〟あたりだろうか。


    「本来は、将軍同士でこの国を内戦に持ち込み、愛と野望と悲しみ、そして裏切りと絶望を描えがいた素敵なドラマになるはずだったのだけど、リンドマン将軍の対戦相手が腰抜けだったらしくて…………ね」


    「そして、アンタが交代した？」


    「ええ。せっかく何年もかけてこしらえた舞台だもの。使わないのは損というものよ」


    「……」


    　グレタが何かに気付いたように、ぎょっとして目を見開いた。


    「お祖ば母あさま」


    「なあに、グレタ」


    「……」グレタは沈黙し、顔を伏せる。エプロンドレスをぎゅっと握り締める。唇が震えていて、何かを言いたいのに……それはとても恐ろしいことで、口に出すことすらおぞましいという感じ。


    「ああ、もしかして。わたしの愛いとしい子供と孫について聞きたいのかしら？」


    「……！」


    　グレタに、耳を塞ふさげと叫びたかった。過酷な真実を抱かかえて生きていく必要はない。まして、彼女はこれからいくらでも重荷を背負うことになるのだ。
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    「それ以上喋しやべるな、ガートルード……！」


    　左手にククリナイフを握り締め、突きつける。


    「やめて、楼ろう樹き！」


    　グレタが素早く僕を押さえた。駄目だ、それでも駄目だ。聞いちゃ駄目なんだよ……！


    



    「真実を教えてあげるわ。彼らを殺すよう、指示を下したのはこのわたし」


    



    「あ────」


    　ぐちゃり、と彼女の中で何かが壊れた。


    　僕の中で怒りが爆発し、物もの凄すごい勢いで全身に爆風が伝でん播ぱしていった。もう我慢できない、もう耐えられない、もう──許せない。


    「ガートルード」


    　冷えた僕の声に、彼女は頷うなずいた。


    「ええ。貴方あなたもそろそろ限界みたいだから、殺やり合いましょう」


    　彼女はそっと、車くるま椅い子すのスイッチを押した。瞬間、椅子は猛烈な勢いで変形していく。


    「……」
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    　僕は、ぽかんと口を開けていた。


    「参考までに。わたしの現役時の愛称を教えてあげるわ。〝完全被甲大鷲フルメタルイーグル〟。よろしくね」


    　車くるま椅い子すの内部からワイヤーに繋つながれた鉤かぎ爪つめが伸び、がちりと樹木を銜くわえ込んだ。


    「さ、ブッ飛ぶわよ？」


    　ぎゅん────と物もの凄すごい勢いで、彼女の姿が森の奥へと消えていった。


    「グレタ。シャーリーと二人で、安全な場所まで避難して」


    「楼ろう樹き……」


    　僕は敢あえて残酷な事実を強烈に突きつける。


    「ガートルードは敵だ。僕の敵になったんだ。……すまない」


    　走り出す。彼女の呼びかけが聞こえた気がする、その一切を黙殺する。黙殺して、そのまま彼女の姿が見えなくなるまで、ひたすら走った。


    　そして、予感する。これが、この国における最後の戦闘になるだろうと。


    



    　しゅっ、と前方に影が見えた──と思った瞬間、また森の奥へと消えた。


    　鉤かぎ爪つめ付きのワイヤーを操り、大おお鷲わしというよりはさながら猿ましらのような自由さで、彼女は森を飛び抜ける。


    　見失わないようにするだけでも一苦労だった。気配はほぼ完全に断たれていて、追跡することもできやしない。


    　また森の奥から飛び出し──────。


    「うふふふふ！」


    　上品な笑い声と共に、こちらに向けてガートルードが跳躍した。


    　車椅子に仕込まれた鎌シツクルの刃が僕を斬きり刻まんと襲いかかる……！


    「こ、のっ……！」


    　こちらの反応を凌りよう駕がする速度で、鎌が僕の胸を引き裂いた。


    「……ッ！」鮮烈な痛みに、呼吸が停まる。それでも、とてつもない重さの車椅子の特攻だけは避けることができた。


    　地面を削りつつ、車椅子が着地。くるりとこちらに反転する。引き裂かれた胸を不愉快そうに眺めていると、彼女がころころと笑って言った。


    「驚いたかしら？　現役の連中に勝るとも劣ってないでしょう？」


    　劣ってないどころか、〝ロビン・フッド〟や〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟に匹敵する──下手すりゃ、それ以上の強さだ。


    「〝ロビン・フッド〟……懐かしいわね、わたしの技をよく学んでくれたものだわ。あの坊やが一人前の〝娯楽提供者エンターテイナー〟になったときは、我がことのように嬉うれしかったのだけど」


    　戦闘中なのに、背筋が寒くなるほどの笑み。瞳ひとみも相まって、人食い鮫ざめが笑っているような気がした。


    「そう。これは貴方あなたと一緒。即ち、仇討ちよ」


    　そうか、それはまた奇遇だな……！


    　互いに突貫──激突。二本の鎌腕がこちらの首を刈り取りに来る──捌さばく。金属の擦こすれ合う不快な音が耳を劈つんざく。


    　自分が生と死を隔てるボーダーライン上に存在するという恐怖と高揚。


    「あああああああああああああっ！」咆ほう吼こう──跳躍。ぐるぐると回転しながら、ククリナイフを彼女の脳天に向かって叩たたきつけようとする。


    　弾く、弾かれる。ぐいと体が引っ張られる、僕の右足に鉤かぎ爪つめが食らいついていた。


    「いくわよ」


    　両腕の筋肉が強張ると同時、彼女は車くるま椅い子すをその場でぐるりと回転させた。当然、鉤爪に足をロックされた僕も、回転する──草むらを凄すさまじい勢いで突き抜け、大木に背中をしたたかに打ちつけられた。


    　びきびきと、全身が引き千ち切ぎられるような痛み。歯を食い縛りつつ、ワイヤーを叩き斬きる。逃げるつもりはないが、とにかく一呼吸でもいいから休息が欲しい。


    　這はいずりながら、木の根元に伏せて隠れる。


    　呼吸を一つ、二つ、三つ────。がちゃりと鉤爪が木の枝を掴つかむ、音の出所は上。僕は空を見上げた。


    「捉えたわ」


    　僕は咄とつ嗟さに樹木を蹴けり飛ばして、瞬間的にその場を離れた。地面を二本の鎌が削り倒す。


    　冷や汗が、背中をびっしりと埋め尽くして何とも不快だ。


    



    　──強い。


    



    　感想はその一言に尽きた。この年で、この状態で、完全に一枚上をいかれている。一撃一撃が堪たえ難いほど重く、鋭く、迅はやかった。


    　車椅子の兇きよう悪あくさも、もちろん理由の一つだが──僕が彼女に圧倒されているのは、ひとえに経験の差に尽きた。


    「本当に若いわね。若いことは素晴らしい、かつてわたしも坊やと同じような時期があったわ。若くて、獰どう猛もうで、未熟で、世界を変えられると思っていた」


    　ゆっくりと、車椅子がこちらに向き直る。


    「残念ながら、わたしより強く、美しく、賞賛されるべき〝娯楽提供者エンターテイナー〟はいくらでもいるのよ」


    「……」


    　沈黙。微かすかに暗あん澹たんたる想いが、胸に過ぎる。〝諦あきらめろ〟と囁ささやきかけてくる。諦めて、ここで死ね、ここで殺されろと告げてくる。それは、ケモノガリになると決めてからついて回ってきた、小さくささやかな絶望だった。


    



    　──お前は誰も救えず、誰も殺せず、誰もに嘲ちよう笑しようされ、誰もに愚ぐ弄ろうされ、絶望にのたうち回りながら死ぬだろう。


    



    　──何な故ぜなら、彼らは〝世界〟そのものだ。財力があり、権力があり、暴力がある。


    



    　──全てにおいて劣っているお前が、何な故ぜ戦い続けられると思うのだ？


    



    　何度も。


    　何度も何度も何度も……考え続けた。一人で、戦い続けられるのかと。


    　そう、考え続けていたのだ。考えて、悩んで、考えて、悩んで、苦しみ続けた。


    「どう？　厭いやになったでしょう？」


    　僕は迷わず、強がることもなく……首を横に振っていた。


    　とっくに結論は出ていた。僕は死ぬまで戦うことに決めている。相手が死ぬか、僕が死ぬかだ。それまでは、僕は自分のやるべきことやらなければならないこと、そして僕に可能なことを努力してやるだけだ。


    



    　──戦ってやるとも。


    



    「ならない。僕は、息絶えるまでお前たちを狩り続けるだけだし。何より──」


    　すっかり整った呼吸。笑みを浮かべ、片目でしっかりと睨にらみ付ける。


    「ここで息絶えるつもりはない。息絶えるとしたら、お前たちを全て滅ぼしてからだ」


    　ガートルードは、たっぷりと口を開いて笑った。まさにおとぎ話に出てくる邪悪な魔女の笑顔そのものだった。ただ、子供にトラウマを残すレベルの怖さだが。


    「──若いわね。羨うらやましいわ、羨ましい、妬ねたましい、憎らしい、嬲なぶりたい、刻みたい、殺したい……！　全身を少しずつ引き千ち切ぎってあげるからねェ!?」


    　カッと目を見開いた彼女に、僕は隠し持っていた石を投とう擲てきした。石は小さなものだが、直撃すれば相当のショックを与えることができる。


    　だが、彼女は鎌腕を一振りしただけで石を弾き飛ばした。


    「子供騙だましだわねぇ」まったくだ。


    　彼女が車くるま椅い子すの肘ひじ掛かけのボタンを押すと、背もたれの部分が変形し……機関銃が飛び出してきた。


    「これ、五月蠅うるさいから厭いやなのよ……」


    　カチリ。即断、近くの木陰に飛び込み、無我夢中で走り出した。直後、凄すさまじい破砕音が森に轟とどろいた。銃弾が耳を掠かすめ、肩を掠め、足元を掠めた。


    　大木を見つけ次第、ただちに身を隠す。そうして遮しや蔽へい物ぶつを使いつつ森を走り回り、ようやく自分の目的に適いそうな木を発見した。


    　その木は根元の部分から腐っているせいで、幹の半ばまでヘシ折れていた。にもかかわらず、斜めになったまま隣の木にもたれかかり、枝と枝を絡ませ合いながらどうにか持ちこたえていた。


    　僕は全力でその木に飛び移り、するすると天てつ辺ぺんまで登る。深呼吸────息を止める。そして、跳躍！


    　木から木へと静かに飛び移る。電動車椅子のガリガリというタイヤの音、気配を遮断し、音を断つ。木の頂点で、静かに獲物を待つ。


    　ガートルードの頭が見えた瞬間、僕は行動を開始──木から一気に落下する。


    「……！」


    　ガートルードが上を見て、にんまりと笑った。鎌腕と鉤かぎ爪つめをこちらに向かって突き出す。


    　鎌によって両足を切り裂かれた。


    　堪こらえた。


    　左腕を鉤爪に掴つかまれた。


    　それも、堪えた。


    　鉤爪が僕を引っ張ろうとする。飛び降りた僕がガートルードの頭を叩たたき割ろうとする。


    



    　どくん。


    　目を見開く。興奮しすぎたせいで、残留していた毒が唐突に全身を苛さいなむ。


    



    　苦痛が、全身に無慈悲に襲いかかり、僕の力が削られる。


    　僕の攻撃は通じない。


    



    　双方痛み分け──ではなく、勝負は僕の負けだった。


    



    　ガートルードは頭を斬りつけられたものの、傷は浅かった。僕はあと少しのところで、脳天への一撃を阻はばまれた。鉤爪が僕を引っ張ったせいで、ガートルードからわずかながら遠ざかったのだ。


    「く、っ……！」


    「残念だったわね」


    　紙一重の勝負。それに僕は敗れたわけではない。まだ奥の手がある。けれど、彼女にあの武器の存在を知られたら負けだ。もう少し接近するか何かしなければ……！


    「とはいえ……間一髪にして紙一重。生死を定める天てん秤びんは、常に揺らいでいる。ほんの少しでもタイミングがずれていれば、わたしの首がスパッ！　と切り落とされておしまいだったわね」


    「……」もう少し──近付いてくれ。


    　ピタリ、と車くるま椅い子すが停止した。


    「ふふふ。駄目ねぇ、何か狙ねらうんだったらそういう目をしない方がいいわ。隠し球を物理的に隠すなら、心でも隠さなくちゃ。わたしのようにね」


    　車椅子が遠ざかり、充分距離を取ったところで銃口がこちらに向けられた。


    「……気をつけよう」


    　僕は悔しげにそう呟つぶやきつつ、動きを止める。彼女は僕を注視している。懐を探っただけで、疑念を抱かすには充分だ。


    「さて。このゲームももう終わり。敗れた貴方あなたには素敵なペナルティを与えなければならないわね」


    「……」


    　ガートルードはしばし考えたあと、ぽんと手を叩たたいて心底面白がる口調で地雷を踏んだ。


    「そうだわ！　貴方の大切な人をブチ殺してあげましょう！　アストライアなら何か知っているでしょうし！」


    　ぞわっ、と体毛が逆立つような感覚。言ってはならないことを言った彼女を、今すぐ世界から消し飛ばしたくなる。憤ふん怒ぬが黒い結晶となって、臓ぞう腑ふに溜たまった。爆発まで、あとほんのわずか。


    　もし、別の声が飛び込んでなければ一いちか八ばちかの特攻に挑んでいただろう。


    



    「──お願い。もうやめてください、お祖母ばあさま」


    



    　そう、冷たく静かに告げるグレタの姿があった。その右手には、恐らくシャーリーのものであろう自動拳銃オートマテイツク。だが、その手は微かすかに震ふるえている。


    「やめろ？　グレタ、残念だけどそれはできないわ。というか貴女あなた、邪魔しないでちょうだいな。とても楽しいひとときなのに、貴女が混ざると台無しだわ」


    「──答えて。何故私を生かしたのですか。ただの偶然ですか？」


    「あるわ。それはね、貴女にわたしの後を継いでもらいたかったからよ」


    「継ぐ……？」


    「父と母を殺され、兄と姉を殺された。しかもただ殺されただけではなく、弄もてあそばれて殺された。きっと、貴女は良い素材になると思った」


    「……」グレタは、ぎゅっと歯を食い縛って絶望を堪たえていた。


    「でも、駄目だった。貴女あなたは復ふく讐しゆうにその身を焦こがしながらも、聖女のように気高く高潔で、そしてなんとも退屈な人材になってしまった。ただ、それならそれで使い道はあった」


    「……この国の、導き手という使い道ですか？」


    「ええ。そうすればまた、きっとこの国で新しいゲームを遊べる。そう思ったのに、残念ね。ええ……とても残念よ」


    「お祖ば母あさま」


    「ええ」


    「終わりです」


    　グレタはひどく冷静に、拳銃の銃ひき爪がねを引いた。だが、車くるま椅い子すがぐるりと回転して銃弾を弾いた。


    



    　──既に、懐ふところからくだんの物ブツは引き抜いている。


    



    「……っ！」


    「退屈な人材と言ったのが聞こえなかったの？　退屈とはこういうことよ。なんの面白みもない、つまらない、何の意志も感じられない一撃」


    



    　──間に合わせることを、己の肉体に誓ちかう。


    



    「うんざりよ、貴女。この愉悦の世界から、消えて頂ちよう戴だい」


    



    　──〝隠し球〟だ、喰くらえ。


    



    　懐ふところの短剣ダガーを投とう擲てきした。気配に気付いたのだろう、ガートルードは一瞬にして戦闘モードに切り替わる。だが、僕を見た瞬間──さすがに混乱を来きたした。


    「────ッ!?」


    　見えなかったのだ。僕が確かに左手で何かを投げたはずなのに、その何かが見つからない。その一瞬の驚きよう愕がく、その一瞬の混乱が僕には欲しかった。


    



    　──左手にククリナイフをしっかりと握り締め、全力で疾走する。


    



    　ガートルードの混乱は、おおよそ一秒で収束した。そう、彼女が思っている通り──投げたのは、〝舞踏蜘蛛タランチユラ〟ことファーレンヴァイダーの投げた強化硝子ガラス製の透明ダガーだ。


    



    「舐なめるなァッ！」


    　ガートルードは僕の一撃を弾いたものの──肩にほんのわずか、傷を負った。


    



    　──毒と負傷のせいで、両足が思っていた以上にのろい。


    



    　それでも、突貫するしかない。車くるま椅い子すに座った彼女に、初めて焦あせりの表情が見えた。余裕が消え失せた、彼女は僕を殺意溢あふれる瞳ひとみで睨にらみ付けながら、鎌腕でこちらを貫こうとする。


    　狙ねらいは寸分違たがわず心臓。


    　咆ほう吼こうしつつ、僕は右に移動した。失敗ミス──鎌腕は途中で曲がり、左腕を切り裂いた。指の力が、たちまち抜けていく。


    　駄目だ。


    　ククリナイフを落としてしまっては駄目だ。絶対駄目だ。それはイコール敗北であり、同時にグレタを死なせることになる。


    　ふざけるな。


    　ふざけるな。


    　たった一人愛していたはずの祖母に裏切られた彼女を、このまま死なせるなど僕は断じて認めないぞ。


    　そして、僕を殺してあやなを殺すなど──────絶対に認めない。


    　彼女たちを生かす、僕も生きる、お前を殺す！


    



    　目の前で宙空を浮遊するククリナイフを見て、瞬間的に閃ひらめいて瞬間的に実行した。口を大きく開あけて、柄の部分をがぶりと噛んだ。


    「な──!?」


    　最後の力を振り絞って跳躍する。ぐるりと回転する。狙ねらいはどこでもいい、相手が致命傷になるのならばどこでもいい。


    



    　喰らいやがれ！


    



    　僕は回転しながらガートルード・クラインの喉のどをククリナイフで斬きり裂き、次いで心臓にその刃を突き立てた。


    「…………」


    　彼女はちょっと驚いたように、胸板から生えるククリナイフを見た。


    「おや、まあ」


    　そんな風に呟つぶやいて、彼女はごぼりと口から血を吐き出した。僕はククリナイフを引き抜くと、彼女の足あし下もとに、ずるずると突っ伏した。


    「楼ろう樹き！」


    　グレタが僕に駆け寄ってくる。僕は起きようとして、足の痛みが酷ひどいことに気付いた。骨まで刃が食い込んだらしく、傷口は実にグロテスクに仕上がっている。


    「大丈夫、大丈夫」とりあえず、グレタにそう言ったが彼女は怒ったような表情で、ぶんぶんと首を横に振った。


    「ひどい」


    　グレタは顔をしかめつつ僕に肩を貸して、助け起こしてくれた。顔を上げれば、そこには彼女の祖母の死体がある。


    「……あまり、見ない方がいい」


    　殺した僕が言うのもおこがましいと思ったが、それでも……彼女に見てほしくはなかった。


    「……」


    　グレタは無言で頷うなずき、僕たちは彼女を残したままその場を立ち去ろうとして──。


    「まだ、終わって、ないわ」


    　その声に、弾かれたようにガートルードを見た。彼女はだらだらと口と胸から血を流している。流しながら、目に涙を溜ためて言った。


    「お願い、殺して」


    「……っ！」


    　グレタが硬直する。先ほど放り捨てた拳銃に、視線を向ける。ガートルードは泣きながら、乞こい願う。


    「お願い、苦しいの。殺してちょうだい、殺して、殺して、殺して……」


    　少女はたっぷり沈黙して、苦しそうな彼女を見た。


    「楼樹、少し待っていてください」


    「グレタ……」


    　よせ、と言うべきなのだろうか。


    　やれ、と言うべきなのだろうか。


    



    　祖母の懇願を聞き届けるのは、孫としてわずかに残った好意を示すものなのだろうか。


    　それとも、指導者として裏切り者を処分すべきなのだろうか。


    　殺すことはないと止めるべきなのだろうか。


    　苦しませろと囁ささやくべきなのだろうか。


    



    　どれも合っているようで、どれも間違っている気がした。僕はどうすればいいのだろう？　拳銃を手にして、悲痛を無理に押し殺したような表情でこちらに近付いてくるグレタに何を言えばいいのだろう。


    「お祖母ばあさま」


    「殺して……くれるの？」


    「はい」


    　拳銃を突きつける。ガートルードが、魔女の笑みをグレタに向ける。僕はその笑みを見て、彼女を止めようと声を掛けた。


    「グレタ。……ガートルードは、君に殺されるつもりだ」


    「分かってる」


    「──そうして、君に癒いえない傷きず痕あとを残すつもりなんだ」


    「……」


    「外野の言うことは聞いては駄目よ、グレタ。わたしは、貴女あなたの家族を奪い、貴女の仲間を裏切り、貴女自身をも裏切った。それでも……どうせ死ぬなら、貴女にとどめを刺されたい」


    「嘘うそだ！　グレタ、聞くな。僕に銃を貸してくれ」


    「……」


    「せめてもの、慈悲を……」


    「──違うの、お祖母さま。そうじゃない」


    「え……？」


    　僕とガートルードは、同時に驚きの声をあげた。


    「あなたの狙ねらいは、楼ろう樹きの言う通り……私に癒えない傷を残すこと。肉親を手にかけたという事実そのものを刻み込むこと。私はその事実に日々苛さいなまれ、復ふく讐しゆうを遂げたというのに些いささかも心が晴れないまま、きっと堕だ落らくする」


    「……」


    　グレタは、微笑んだ。


    「────────それでも、いい」


    　やめろ、と言う余裕すら与えずに彼女は銃ひき爪がねを引いた。ガートルードの表情が驚きよう愕がくと混乱に満ちる。肉と血が弾け飛び、銃口から煙が立ち込めた。


    「…………あ…………」


    　ガートルードは眉み間けんに風穴を穿うがたれた。ぐるりと目が向き、半開きの口から白い息を吐き出した。


    　木こ漏もれ日の中、ガートルード・クラインは今度こそ死んでいた。


    　全てを操り、ゲームを回し続けた人間が──ようやく、死んだ。


    　沈黙がしばらく続いて、グレタはガートルードを見ながらもう一度、呟つぶやいた。


    「それでも、いい。そんなこと、どうだっていい。たとえ苦しんだとしても、それ以上の喜びがあるから」


    　グレタは僕を見て、微ほほ笑えむ。


    「──これで、私も貴方あなたと同じになれたから。貴方の罪を、ほんの少し軽くできたから」


    「……」


    　首を横に振る。


    　彼女を巻き込んだ自分が、なんとも呪のろわしい。


    「今いま更さらだよ、そんなの」


    「うん、分かってる。きっと貴方は、これから先もずっと人を殺し続ける。貴方の言う、〝ケモノ〟を狩り続ける」


    　否定はしない。僕はそうするように生きていくつもりだ。


    「でも。……貴方と共に手を汚よごす人もいる。私みたいに」


    「それは──」


    「楼ろう樹きは、きっと孤高の〝ケモノガリ〟。誰も貴方に追いつけず、誰も貴方と同じようになりはしない」


    　悲しげな瞳ひとみで、グレタは僕の頬ほおにそっと手をあてがった。


    「それでも、意志はある。忘れないで。戦おうとする意志は──そこにあるんだから」


    「でもやっぱり僕は……悲しいよ。グレタ……僕は、悲しい」


    　こくりと頷うなずき、彼女は僕にキスをした。


    「私は、嬉うれしい。それから、私は負けない」


    　彼女はそう言って、僕と共に歩き始めた。ガートルードは見誤っていた。確かに、彼女の狙ねらい通りになるだろう。これから先、彼女は何度も悪夢に苛さいなまれることになる。


    　だけど。それでもいいと彼女は決意した。


    　たとえそうなったとしても、負けないと言ってくれた。重い事実を誰かに背負わせるでなく、逃げるでなく、真っ向から向かい合って戦おうとしているのだ。


    



    　そして、嬉うれしいと言った。


    　戦おうとする意志は、確かに存在するのだと言ってくれた。それを聞いた僕もやはり……ただ、嬉しかった。


    　僕たち二人は、瀕ひん死しのシャーリーを救うために森を戻った。全てが終わったことへの安あん堵どがぼろぼろの僕たちを、どうにか足を前へ前へと歩ませていた。


    　前へ。前へ。前へ────。


    



    　そこで、ピタリと足を止める。道の向こう側から、誰かがゆったりとした仕草で歩いてくる。


    　誰……だ？　心音が警告するかのように弾み出す、逃げろと誰かが耳元で囁ささやいた。なのに体は言うことを聞かず、僕もグレタもただそこで立ち止まっていた。


    　ゆっくり、ゆっくりと。


    　〝誰か〟はこちらに向かって真っ直すぐ歩み寄ってくる。


    　三ｍまで近づいたところで、ピタリと足を止めた。彼の顔を、はっきりと視認する。……息が止まるような衝撃だった。


    　その少年は、この世の存在だとは思えなかった。服装は場違いなほどの礼装で、右手には黄金色に光る天てん秤びんを載せて、ゆらゆら動かしている。髪は天秤に合わせたような──いや、髪に合わせていたのか──金色。


    　顔立ちは整いすぎていて、どこか人形めいた妖あやしさがあった。


    　男なのか女なのかすらも曖あい昧まいで。


    　あまりにも幻想的すぎて、現実が遠く遠く離れていくような感覚すら抱いだいた。


    　どこかで鳴いた鳥の声が奇妙に遠く響く。


    　そして、僕が次に自覚して驚いたことは相手の〝気配〟が全く読めないということだった。


    　殺意はない、敵意もない、驚きもない、喜びもない、下げ卑びた欲望もない──大抵の人間は僕に対して〝無関心〟を表明する。僕が何かアクションを起こさない限り、僕は路ろ傍ぼうの石ころだ。


    　けれど、目の前の少年（？）がそうであるはずがない。僕を見ている。僕を見つめて、僕に向かって微ほほ笑えみかけている。


    　それなのに何も感じ取れない。


    　彼がはぁ、と感嘆したような息を吐き出した。


    「おめでとう」


    　透き通るほどの綺き麗れいな声に、一層背筋を寒くする。


    　沈黙で返す。悪気があってしたわけではなく、何も喋しやべれなかったのだ。


    　少年は僕に向かって、ゆっくりと歩んでくる。


    「君が味方についた側が、勝利した」


    「リンドマンを殺し、〝娯楽提供者エンターテイナー〟も討ち果たした」


    「それだけじゃない。あの〝完全被甲大鷲フルメタルイーグル〟にも、真の意味で勝利した」


    「本当におめでとう。素晴らしいゲームだった」


    　その言葉を聞いた瞬間、僕の頭が沸ふつ騰とうした。グレタがいなければ、ほとんど迷わず襲い掛かっていた。


    　ゲーム、と言った。


    　遊びだ、と告げた。


    　命を振り絞ったこの内戦を、僕の戦闘を遊ゆう戯ぎに貶おとしめた。


    「お前。誰だ」


    　振り絞るようにその言葉を発した。


    「どうでもいいと思う」


    「大切なのは、君がこれからもゲームに参加してくれるかどうかということ」


    「この国でのゲームは終わった」


    「独裁者が国を好き放題にするゲーム」


    「独裁者とそれに立ち向かうレジスタンスのゲーム」


    「君という怪物が、全てを破壊していくゲーム」


    「どれもこれも、素敵だった」


    　何か台詞せりふを一行ごとに区切っているような、どこか奇妙な話し方だった。だが、これで一つだけ分かったことがある。


    　この少年は〝クラブ〟の関係者だ──間違いなく。


    　少年の言葉に、グレタが吼ほえる。


    「ふざけないで！　命を懸かけて戦った人たちのことを……なんだと、なんだと思ってるの!?」


    　グレタの怒声に、彼は肩を竦すくめて平然と応じた。


    「素敵だな、って思ってる」


    「感謝してる」


    「幸せになってほしいと思う」


    　三つの解答に、心底怖おじ気けが走った。多分、この僕と同じ年くらいの少年は本気でそう思っている。ゲームに参加した人間を、心からそう思っている。それがなお一層おぞましい……！


    「君は、僕と等しい」


    「だから、僕は君を僕の天秤に載せたい」


    「……でも、今は怪け我がを治す方が大切だよね」


    「名な残ごり惜しいけど、仕方ない」


    「次に会うときは、ちゃんと見てもらおう」


    「僕と君の〝ケモノ〟の、どちらが勝つか──どうやって勝つか、どうやってトドメを刺すか、ちゃんとあの方々に見てもらおう」


    「さようなら」


    　そのまま、僕とグレタの脇をするりと通り抜けた。


    　幽霊──などという、下らない結論に逃避したくなった。


    「ねえ」


    　呼びかけに凍りつく。僕たちは恐る恐る少年を振り返った。ただそれだけの行為で、心臓が握り潰つぶされそうな恐怖があった。


    



    「僕の名前は────〝アストライア〟」


    



    　ぱたぱたと、手を振られる。


    　重要な手がかりのはずなのに、追い回そうとする気すら起きなかった。彼はただ、森の奥へと消えていった。


    　グレタが、ようやく言葉を振り絞って言った。


    「あれは、何？」


    「……あれは。多た分ぶん、あれは……」


    　不意に、彼を形容するに一番ぴったりの言葉を発見した。外ほかならぬ彼がそう言っていたじゃないか。


    



    　──あれは、僕と相対する者だ。いつか必ず、僕と彼は殺し合う。


    



    　僕と同種であるけれど、僕と道を違たがえた者だ。異常なまでの確信を抱いだきながら、僕は彼が消え失うせた木々の向こうを睨にらみ据えていた。

  



  
     エピローグ　新たなる旅立ち


    



    　──日本。


    　貴き島しまあやなと深み山やま葉ハ瑠ルは、揃そろって葉瑠の部屋でテレビを見ていた。画面には、歓喜の声をあげて解放を叫ぶバレルガニアの人々の姿がある。解放そのものは一週間前ほどの出来事らしいが、未いまだにお祭り騒ぎが続いているらしい。


    　マスコミが入国を許され、ようやくこの国の人間たちが奴ど隷れいのような生活を強しいられていたことが明らかになったのだ。ある種のパフォーマンスも兼ねているらしいが、映像に映し出される人々の姿は、喜き色しよく満まん面めんでなんとも幸福そうだった。


    　葉瑠がそれを見ながら、ちょっと懐かしそうに言う。


    「例の修学旅行でいった国みたいよねー」


    「そうだねぇ……」


    　なんとはなしに、ぼんやりとテレビを見ていたあやなが突然弾かれたように立ち上がり、テレビの画面に食いついた。


    「へ？　ちょ、ちょっと何!?」


    「…………」


    「どうしたのよ、あやな？」


    「ろ、ろ、ろ、楼ろう樹きくんがいた───────っ！」


    　あやなの絶叫に、葉瑠が飛び上がった。


    「えぇぇぇぇぇぇ!?」


    「ホント！　ホントにホント！　チラッと、姿が映ったの！」


    「嘘うそ！　どこ、どこ、どこ!?」


    　二人して、押し合うように画面を睨にらむ。だが、二人が目を皿のようにして隅々まで眺めても赤あか神がみ楼樹が見つかることはなかった。そのうち、画面が切り替わって国家元首に就任した少女の会見が始まった。


    「……あー……見えなかったー……ホントに見たの？」


    「見た。絶対見た。髪伸びてたけど、アレは絶対にそうだった！」


    　自信満々でそう告げるあやなを見ていると、葉瑠もなんだかそれを信じてもいいかという気になった。


    「なら、とりあえずこの国に行くことを、最初の目標にしてみましょ」


    「う、うん。……ねえ、葉瑠ちゃん」


    　あやなは不思議そうに画面に映った国家元首を指差した。


    「この人が、この国で一番偉い人…………だよね？」


    　葉ハ瑠ルも、その国家元首を改めて見て唖あ然ぜんとした。


    　儚はかなげな風ふう貌ぼうの銀髪の美少女。それだけでも驚きなのに、服があまりにも場の雰囲気と異なりすぎていた。


    　やや地味な色のロングスカート、純白のエプロンドレスにカチューシャ。


    　メイド。どこからどう見ても、メイド、お手伝いと呼ばれるもののそれだった。


    　集まった記者たちの側に、一瞬カメラが切り替わった。彼らもどこか戸惑っているような、表情を見せている。


    　無理もないだろうな、などと二人は思った。


    「クライン大統領。その、本日は会見を開いていただき大変感謝いたします」


    　汗を拭ふきつつ、一人のアメリカ人記者が口火を切った。


    「いえ、とんでもありません」


    「う、うわー……美少女って声も綺き麗れいなのね……」


    　自身も充分に美少女のカテゴリに属する深み山やま葉瑠だったが、画面の向こうの少女はあまりにも別格すぎた。どちらかというと、一人だけ妖よう精せいの領域だった。


    「それでその、まず何よりも先にお伺うかがいしたいのですが──その服は、少々フォーマルから外はずれているかと思うのですが……」


    「正装です」


    「……は？」


    「前大統領であるコリキア・リンドマンは自身を神の如ごとき存在と過信し、国民に自分に対しての奉仕を強制しました。当然ながら、これはあってはならないことです」


    　記者に同意を求める。アメリカ人である彼は、当然ながら力強く頷うなずく。


    「もちろんです」


    「我われ々われのように、政まつりごとに携たずさわる者は、誰もが国民に対して奉仕するべき存在だと認識しなければなりません」


    「……それで、その服装を？」


    　こくりとグレタ・クラインが頷いた。


    　あやなと葉瑠は二人揃そろってはぁ、と口を開いて溜ため息いきをついた。


    「立派な女の子だよねー……」


    「そうだねぇ。……この国にいたっていう赤あか神がみくんが、惚ほれちゃったりしたらどうする？」


    　葉瑠がそう言ってからかうと、あやなは膨ふくれれっ面で呟つぶやいた。


    「楼ろう樹きくんは、浮気しないもん」


    「ま、そーゆーことにしておきましょうか」


    



    　画面の向こう側では、グレタ・クラインと外国人記者たちとの問答が続いている。やがて、政治に関する話題が一通り終わったのか、今度は彼女のプライベートへの質問に移っていた。


    「恋人はいません」


    「作る予定もない？」


    「……………………」


    　彼女はしばし沈黙したあと、憂いを帯びた表情で囁ささやいた。


    「私が愛してしまえば、たぶん迷惑でしょうから」


    　なるほどと記者たちは頷うなずき、彼女の言葉を『自分のような地位にいる人間が、迂う闊かつに誰かを愛するわけにはいかないのだ』という解釈をした。


    　あやなはなんとなく思った。


    　──この人は、恋をしている。誰かを愛したいと思っている。


    　けれど、どうしても添い遂げられない。だから、身を引こうと決意している。なんとなく、自分に似ていると思った。


    　──楼ろう樹きくんだったりして。


    　さすがにそれはないと、あやなは思った。……というより、そう願った。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　──何もかも、変わっていく。


    



    　バレルガニアは日を追うごとに、変わり続けた。得え難がたい自由を握り締め、理不尽なものに怯おびえることのない世界。それを手放さないために、皆が立ち上がり始めた。


    　私──グレタ・クラインもそれに巻き込まれた。ガートルード・クラインの遺体なき葬そう儀ぎが盛大に行われ、私は正式にクライン家の後継者となった。


    　ただひたすら、忙しい日々が続く。時折、手が冷たくなるほどの悪夢を味わう。けれど、それを正面から見据えることにする。


    　元より、私は「自由を！」と叫んだ時点で大多数の人間を巻き込んだ。自分自身の手が血で汚れたからと、嘆いて生きていく訳にはいかない。


    　歯を食い縛り、ただ前に進んでいく。


    　……一つだけ、悩みがあるとするならば。私の行く道は、どこまでも〝光の道〟だった。


    　私がついていきたい、傍そばにいてあげたい人は……〝闇やみの道〟へ向かおうとしている。どこまでいっても交わることはなく、むしろ遠ざかっていく光の道だ。


    「一緒についていってもいい？」


    　私は彼にそう言うと、彼は困ったように首を振って言った。


    「君が死ぬのを見るのは、絶対に厭いやだ」


    　そうだろうなあ。最後の戦いで、また負傷してしまった彼はその後しばらくの間この国に留とどまってくれた。


    　でも。もう終わりが近付いてきている。彼の負傷は癒いえた。彼の体力は元に戻った。折れた腕は、常人の倍以上の速度でくっついたらしい。


    　つまり、赤あか神がみ楼ろう樹きがこの国に留まる理由は何一つとしてない。


    



    　今、私は悪趣味極まりないものの施設として破壊するにはあまりにもったいないという理由で継続使用が決定した、例の大統領官邸のゲストルームで執務を行っている。


    　ドアがノックされる。


    　シャーリーの明るい声。どうぞと応じる。ドアが開く。


    　シャーリーと共に、少し久しぶりに会う人の姿に気付く。


    



    　──覚悟する。あとで泣こうと思う。


    



    
      §　　　　　§　　　　　§

    


    



    　ようやく右腕が完治した。ぶんぶんと振って違和感がないことを確かめる。医者は、折れた骨がくっつく速度が異常すぎることに驚いていた。


    　毒の方も、ガートルードとの戦闘以降は完全に収まっている。とはいえ、興奮することがまるで無くなったからで、次に何かあった場合、どうなるかは分からないのだが────。


    　ともかく、この国で僕が為なすべきことは終わった。


    　僕がこの国から立ち去ることを告げると、グレタは「そう」と淡々と応じた。


    「ええと、色々と迷惑をかけてゴメン」


    「ううん」


    「たぶん、二度と会えないと思うけど」


    「……」


    　彼女はデスクから取り出したパスポートを、僕に手渡した。あ、そう言えば「せめてものお礼に」ということで、僕の身分証明書を発行してくれたんだっけ。これで、少なくともまともな国家ならいくらでも入り込める。


    　まあ、ククリナイフと弓をどうやって運んでいくかという問題はあるのだけど。


    「ありがとう、助かる」


    「望むんだったら、武器も持っていったら？」


    「やめておくよ。あの二つがあれば、あとは現地調達で充分だ」


    「そう……」


    　互いに沈黙する。こんなに長い間、一つの国にいたのは初めてだった。こんなに、大勢の人々に触れ合ったのも。


    　だから、少し名な残ごり惜しかった。


    「……一緒に行くって言ったら、どうする？」


    　グレタが僕をじぃっと見つめる。困った僕は、誤ご魔ま化かすような笑みを浮かべて言う。


    「前にも言ったけど……」


    「冗談」


    「……あ、うん。冗談か」


    「好き」


    「へ!?」


    「冗談」


    「……心臓に悪い」


    「何もかも、冗談みたいな世界だから。楼ろう樹きの世界も、私の世界も」


    　手を差し出された。握手でいいのかな？　僕は手を差し出そうとして、握手でいいのかどうか確認する──頷うなずかれた。


    　柔らかく、小さな手を握り締める。


    「さようなら」


    「うん、さようなら」


    　それで、終わりだった。僕は彼女から背を向ける。一歩踏み出す。


    「………………………………………………………………………………………………ひっく」


    　反射的に振り返った。


    　グレタは、ぎゅっとエプロンドレスを握り締めてぽろぽろと泣いていた。


    「うっ、ひっ、ひくっ、うえ……うぅぁ……うっ、いかっ、な、いでっ……！」


    　彼女がとんと、僕の胸に飛び込んできた。


    「うああああああああっ！　行かないで、行かないで、行かないでっ……！」


    　縋すがり付かれる。泣きじゃくられる。僕は彼女を抱き締めて、それでも告げた。


    「ごめん」


    「分かってる！　分かってる！　分かってるの！　でも、行かないでっ。行かないで、行かないで、行かないでぇっ……！」


    　啜すすり泣くとかいうレベルではなく、わんわんと泣かれた。ごめん、と何度謝ったか分からない。へなへなと座り込んだ彼女の頭を撫なで、震ふるえる彼女を強く抱き締めて、それでも彼女は泣き続けた。


    



    　そうして嗚お咽えつがようやく収まった頃、彼女はぐいと僕から強引に離れた。


    「……行って。大丈夫、大丈夫だから……行って」


    「うん」


    　僕は立ち上がり、今度こそ彼女の元を去る。絆きずなができたことへの嬉うれしさと恐怖を抱いだきつつ、この国を去るのだ。そして、また新たにケモノを狩り出す。


    



    　荷物を確認後、国境へと向かう車があると言うので乗せてもらうことにした。で、車のドアにもたれかかっているのはやたらと見慣れた顔。


    「よっ」


    「シャーリー、他の国に何か用事でもあるのか？」


    「ま、いいからいいから乗って乗って」


    　まあ、彼女ならば心配する必要もなさそうだ。後部座席に荷物を放り込み、助手席に座った。


    　大通りをゆったりとした速度で走りつつ、彼女は告げる。


    「この国で、あたしが為なすべきことはもうないのよねー。実は」


    「へ？　政治は？」


    「それ、あたし担当じゃないもん」


    　その言葉に、僕は首を傾かしげて──そして、薄々考えていたことを突きつけてみた。


    「……前から思ってたけど。シャーリー、アンタひょっとして……」


    「うん。この国の人間じゃないよ」


    　さらりと、彼女は物もの凄すごい発言を投下した。唖あ然ぜんとする僕に、彼女はにんまりと笑って告げる。


    「あたしの役割は独裁して好き放題やろうとしただけでは飽きたらず、あたしの国に敵対しようとしたお馬鹿な国を殴り倒すこと」


    「シャーリーの────国？」


    「ヒント。世界最大の強国」


    「……いや、もういい。大体分かった」


    　僕は溜ため息いきをつきつつ、首を横に振った。


    「アメリカ中央情報局Central Intelligence Agency。シャーリー・ワードワーズ。よろしくね。楼ろう樹きくん。これからも一緒に戦おう！」


    　僕は露骨に厭いやな表情を浮かべて、首を横に振った。


    　だが、彼女は一向に構うことなく一方的に僕の手を握り締めた。誓ちかおう、この国境を抜けたらこの人からとっとと逃げ出そう。


    



    　車は首都を抜けて、国境へと走り出す。穏やかな日々を捨て去ることに、多少の未練が残るけれど──。


    　僕は少し前に、それよりよっぽど辛つらい、自分の心を真っ二つに斬きり裂くような別れを経験していた。貴き島しまあやなという少女との別れを。


    



    　だからこの悲しみも苦しみも、いつか和やわらぐものだと知っている。


    　……そして、和らいだとしても永遠に癒いえるものではないということも。


    　さようなら、グレタ・クライン。どうか、君の人生が幸せでありますように。


    



    　僕は荷物から、リストを取り出してぱらぱらと捲めくる。そうして、コリキア・リンドマンの名前に、さっと赤い横線を引いた。


    



    　ケモノガリが狩るべきケモノ、残り────百十五頭。

  


  [image: ]



  
     あとがき


    



    　──ただひたすら暴力的に、陰いん鬱うつ陰いん惨さんを吹き飛ばす！


    



    　どもども、東ひがし出で祐ゆう一いち郎ろうです。


    　というわけで「ケモノガリ」二巻、いかがだったでしょうか？


    　気付けば、一年が経っていました。本来ならばもっと早くお届けするべきところ。大変申し訳ありません。


    　まあ、ほとんどの方は「え？　続編出るの!?　あれで終わったんじゃないの!?」という感想だったかもしれませんが……。


    



    　今回は舞台も一新、ヒロインも一新されています。いや、一巻をお読みになった方はお分かりでしょうが……一巻のヒロインである貴き島しまあやなが、赤あか神がみ楼ろう樹きに再会するとその場で話が「こうして二人は幸せに暮らしましたとさ。めでたし、めでたし……」で終わってしまいますので！


    



    　前回は〝人狩りハンテイング〟に精を出すお金持ちの皆様がお相手でしたが、今回は〝独裁者〟──つまり、一国家との戦いです。


    　どんなに小さくとも国は国、個人の持つ力でどうこうできる存在ではありません。


    



    　以前にも増して過酷かつ陰惨な状況ではございますが、そこはそれ。


    　何しろ巷ちまたで〝セガ○ル〟だの〝セ○ール〟だの〝○ガール〟だのと呼ばれた赤神楼樹くんですので、小説や映画だとこの国は俺たちの好き放題だぜ陰いん鬱うつな展開上等ヒャッハーな秘密警察を、全く空気読んでいない強さでガンガン蹂じゆう躙りんしていきます。


    　暴力には更なる暴力で。絶望を与える者には、それを上回る恐怖と驚きよう愕がくで。豊富な武器で押し寄せる者たちには、己の手に握り締めたたった一振りの刃やいばで。


    　これは、己を欺ぎ瞞まんと断じる英雄の物語────。


    



    　読者の皆様が、この作品で暑い夏を乗り切ってくだされば幸いでございます。……冷夏だったらどうしましょう。


    



    　さて、当初自分の中ではほぼ一巻読み切りを想定して書き上げた「ケモノガリ」でしたが、なんとも幸いなことに大変好評だったようで、もうしばらくお付き合いいただけるようです。


    　終盤に登場した謎なぞの金髪美少年や、フジコちゃん並みに胡う散さん臭いアメリカ人巨乳美女を巻き込み、赤あか神がみ楼ろう樹きの八大地獄巡りはもうちょっとだけ続きます。


    



    　さてさて。


    　今度はどこへ行こうかしら…………と。


    



    追伸


    



    　完全な私信で申し訳ないのですが、遥はるか彼方の友人に向けて伝言を。


    「色々ありましたけれど、今はなんとか元気でやっています」


    



    ※作中の引用文は『宮沢賢治全集１』（ちくま文庫・一九八六年刊）より引用させていただきました。
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